




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　アンバー、どこにいるの──。

　ねえ、遊ぼうよ──。







　広い飼育小屋を駆かけまわる弟竜りゆうたちの楽しそうな声が、ライラックの茂しげみで微睡まどろんでいるアンバーの耳に届く。一いつ緒しよに遊びたいけれどなかなか夢から抜ぬけ出せないアンバーはまぶたを閉じたままつぶやいた。

「……うん。待って……ね」

　毎年この季節が来ることを心待ちにしているのに。暖かくなった途と端たん、なぜか[image: 鱗]うろこがひどく疼うずいて骨がきしきしと痛みだしたから、今年の春は少し憂ゆう鬱うつだった。

　琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]と赤い鬣たてがみを持つアンバーは、大地を司つかさどり土や鉱物を自在に操あやつる〝土竜ゲノムス〟という種類の竜で、この飼育小屋で最初に孵ふ化かした幼生体だとリーゼに教わった。生まれたときの記き憶おくはほとんどないが、兄竜たちが大声をあげて喜び、リーゼを始めとするバトラーたちが笑え顔がおで泣いていたことだけかすかに憶おぼえている。

　飼育小屋での幼生体の誕生は歓かん喜きと希望に満ちあふれたもののようだ。現在、飼育小屋にいるアンバーと三匹びきの弟竜は、同じ敷しき地ち内で暮らす十一匹の兄竜に大切に守られ、八人のバトラーにたくさんの愛情を注がれて、恐きよう怖ふや危険を経験することなく育ってきた。

　長くて三百年以上の寿じゆ命みようを持つ竜は年ねん齢れいを大凡おおよそで数える習性があり、アンバーは自身が孵化してだいたい二十五年と認にん識しきしている。[image: 鱗]が痒かゆくなったり骨に痛みを覚えたりするのは生まれて初めてだった。

　飼育小屋によく来てくれる兄竜のサロメに身体からだを撫なでてもらっても、医師兼けんバトラーのジュストに薬を塗ぬってもらってもすぐには治まらない。でも、冷たい土に触ふれると[image: 鱗]のむずむずが和やわらぐことに気づき、それからは茂みや木こ陰かげに寝ねそべって過ごすようにしていた。

「土と、お花……、好き……」

　ライラックの茂みの中は綺き麗れいな薄うす紫むらさき色いろに染まっている。痒みを抑おさえてくれるひんやりした土には花か香こうも含ふくまれていてとても心地ここちいい。花びらと土を鼻先にかぶったアンバーはまたうとうとしてしまい、キャッキャッという弟竜たちの元気な声が遠のく。

　──おりびえ、あそぼ！

　──掃そう除じが終わったらな。

　──ねえねえ、アンバーいないよ。

　──茂みに潜もぐって寝てるんじゃないか？　俺が捜さがすから、おまえらは遊んでろよ。

　毎日バトラーが交代で世話や遊び相手をしてくれて、彼らの手が空かない日はサロメが進んでその役を担になってくれる。今日の担当はオリビエみたいだった。窓を開けているのだろう、ガチャ、ガチャ……と音が鳴り、暖かな春風が入ってくる。

　そのとき、とびきりいい匂においがしてアンバーは急に覚かく醒せいし、ぱちっとまぶたを開いた。

　これは〝彼〟の匂いだ。

　彼がアンバーに会いにきてくれた。嬉うれしくなって、鼻先に花びらをくっつけたままライラックの茂みから顔を出す。

「わ。まぶしい──」

　磨すりガラスでできた屋根と壁かべに午後の陽光が燦さん々さんと降り注ぎ、今を盛さかりと咲さく薔ば薇らやイフェイオン、色とりどりのルピナスの花か穂すいがきらきらと煌きらめいている。

　足元に広がる苔こけ桃ももの丸い小さな葉。そこに光と影かげが織りなす美しい斑まだら模様が揺ゆれる。頭上では豊かな緑葉をつけた樹木たちが風に吹ふかれてさわさわと音を立てていた。

　日向ひなたぼっこができる岩場、柔やわらかな若草の絨じゆう毯たん、耳に馴な染じんだ清流のせせらぎ。

　結社・ドラゴンギルドの敷地内に建つ飼育小屋は、一年を通じて緑が輝かがやき多種多様の花々が咲き誇ほこる楽園のようだった。

「……？」

　しかし、眩まばゆい春の陽ひに包まれたこの場所に、大好きな〝彼〟の姿はない。

　ライラックの茂みから抜け出てぱちぱちとまばたきをしていると、ウェスト・コート姿でシャツの袖そでを捲まくり、掃除用具と大きなバケツを持つオリビエが近づいてきた。

「ここに潜ってたのか、アンバー」

「ねえ、レリィはどこ？」

「閣下は来てないぜ。今日、会う約束してるのか？」

「ううん……約束、してない……」

　思いがけない返事にがっかりしてしまった。約束なんてしなくてもレリウスは必ずアンバーに会いにきてくれるし、それに今、まちがいなく彼のいい匂いがしたのに。

　レリウスの匂いをもう一度感じたくて空気を思いきり吸い込むと、細かい土に鼻び腔こうをくすぐられて「へ、へぴっ！」とくしゃみが出た。鼻にくっついていた薄紫色の花びらがふわりと舞まい上がり、音もなく落ちていく。

「ははっ、土竜ゲノムスのくせして土でくしゃみか？　顔よこせよ、拭ふいてやるから」

「……ウン」

　土を操ったり地中を泳いだりするゲノムスは顔や身体に土が付いても気にしない。オリビエはそれを知っているけれど、アンバーの落らく胆たんに気づき、優やさしくしてくれる。喋しやべりかたが荒あらくて、でもまっすぐの黒くろ髪かみと赤い唇くちびるが綺麗で、触れてくる指先は誰だれよりも丁てい寧ねいで愛情を感じられるから、幼生体たちは皆みなオリビエのことが好きだった。

　レリウスが来ていない寂さびしさからオリビエに甘えたくなったアンバーは、いつも通り腰こしに抱だきつくために前まえ脚あしを伸のばす。

　しかし違い和わ感かんを覚えて前脚をぴたりと止めた。つい最近まで見上げていたオリビエが、なぜか下のほうにいる。

「わっ、たいへん、オリビエが縮んじゃった！」

「違ちげぇよ、俺が縮んだんじゃなくてアンバーが急に大きくなったんだ。ほら、顔を下げろ」

「ぼくが大きく……」

　その意味がすぐに理解できず、言葉を繰くり返すだけになった。

　首を下のほうへ伸ばしてまぶたを閉じると、オリビエは石せつ鹼けんの香かおりがするタオルで顔を拭き、ふわふわのそれを使って耳の裏も撫でてくれた。赤い鬣を搔かき上げ、「よし、いいぜ、別べつ嬪ぴんになった」と笑う。

「オリビエ、ありがと」

　アンバーは自分より小さくなった彼の細い肩かたに、すり、と頰ほおを寄せた。

　まばたきしながら天を仰あおぎ、そして不思議な感覚に陥おちいる。

　──あれ……？

　磨りガラスで造られたここは『小屋』という言葉と結びつかないほど広くて豊かな自然があり、雨や雪の降る日でも屋根の大窓が開かれるため、幼生体たちは建物の中にいるという意識がない。

「………」

　しかし今、あたりを見み渡わたすアンバーは飼育小屋を〝囲われた空間〟と体感し、わずかな窮きゆう屈くつささえ覚えていた。

　初めての感覚に首をかしげる。狭せまく感じるのは、先ほどオリビエが言ったようにアンバーが急に大きくなったからだろうか。全身の骨がきしきしと痛むのはそのせいだろうか。

『そろそろかもしれない。ボスに報告を……』──昨日、[image: 鱗]の生え際ぎわに痒み止めを塗るジュストが小声でこぼした不思議な独り言をふと思い出す。

「あっ」

　思いを巡めぐらせていると、ふたたびレリウスのいい匂いがした。

　冷たくて甘いその匂いは先ほどよりも強い。ぴぴっと耳を動かし、ここから見えないところにある扉とびらが開く、ごく小さな音をとらえる。誰かが飼育小屋に入ってきたとわかったアンバーは首を伸ばして白薔薇の群生の向こうを見つめ、声を弾はずませた。

「レリィ！」

　声に気づいたレリウスが笑顔で駆かけてくる。彼が纏まとう孔雀緑ピーコツクグリーンのマントと、チョコレート色の髪がきらきら揺れる。皆、レリウスとアンバーが一等の仲よしだと知っているから、オリビエは一緒に喜んでくれた。

「アンバーの予感が当たったじゃないか、よかったな」

「うんっ」

　オリビエに返事をして走りだす。美しく咲いている白薔薇を傷つけないよう横切り、若草の絨毯をずしずし進んで、両りよう腕うでを広げるレリウスに思いきり抱きついた。

「レリィ、会いたかった！」

「俺もだ、アンバー、いい仔こにしてたか？」

「うん！　でも、でも、レリィに会えなくてすごく寂しかったよ……」

「寂しい思いをさせて悪かった。一秒でも早くアンバーに会うために走ってきたぞ」

「ほんと？　嬉しい！」

　レリウスとアンバーは互たがいの身体に両腕をまわして見つめ合う。ここにリーゼとジュストがいたら揃そろってあきれ顔になり、「おい、またかよ、おまえらだけの世界に入るな」とか「五日前に会ったでしょ」と言うに違ちがいない。

　でもアンバーからすれば、もう四日間も会えていなかった。帝てい国こく軍の総司令部とドラゴンギルドの飼育小屋、別々の場所で暮らしていると会えない一日が物もの凄すごく長く感じる。

　竜りゆうの兄弟もバトラーも皆のことが大好きだけれど、約十年前に出会ったときからずっと、レリウスはアンバーの特別だった。由ゆい緒しよある伯はく爵しやく家の長い名を毎晩唱えて眠ねむるほどに。

　レリウス・ウェル・ゴートン・サージェント──名門貴族サージェント家の出身で将官の地位に立つ彼は、〝帝国軍の人間〟を完かん璧ぺきに装よそおう。

　彼は常に完璧に扮ふんしている。その実体は人間ではない。吸血鬼ヴアンパイアの一族という事実を秘ひ匿とくして帝国軍に所属する〝魔ま物もの〟である。

『正体を知られたら狩かられるよりも残ざん酷こくな目に遭あう危険極きわまりない場所にみずから潜せん入にゆうする、その意志と高い能力を持つ魔物はサージェント以外いないだろう』──リーゼがそう言っていた。美しい孔雀緑の軍服とマントは、アルカナ・グランデ帝国軍の法務将校だけが身につけられるものだと教わった。

「アンバー、こちらへおいで」

　離はなれたところから丁寧な辞じ儀ぎをするオリビエに片手を上げて応こたえたレリウスは清流のそばへ向かう。ベンチには座らず柔らかな芝しば生ふに腰をおろし、アンバーが乗りやすいよう仰向けに寝ねそべって片かた肘ひじをついた。

　アンバーもいつもと同じように、軍服に包まれた胸に今すぐ乗りたい。でもそうしてはいけない気がした。ためらっていると、レリウスが不思議そうに見上げてくる。

「どうした？」

「あ、の……あのね、ぼく、身体からだが……ちょっと大きくなったみたい。だから──」

　否いな、ちょっとではなく、かなり大きくなっている。四本の脚も翼つばさも。

　出会ったころは軽々と抱き上げられていたが、先ほど抱き合ったときレリウスの両腕はアンバーの身体にまわりきっていなかった。彼に向かって走ったとき、ずしずしと重たい足音が響ひびいていることを初めて知った。

　自分の身体がこんなにも変わったのにオリビエから聞くまで気づかないなんて。

「ぼくが乗ったらレリィがぺたんこになっちゃう……」

　もう抱き上げてもらえない。レリウスの胸に乗れない日が来るなんて思いもしなかった。

　寂しくて俯くアンバーのことを、レリウスが笑え顔がおでのぞき込んでくる。

「ああ、確かに大きくなったな。喜ばしい成長の証あかしだ。だが俺は大きくなったアンバーが乗ったくらいでは潰つぶれないぞ？　それはアンバーが一番よく知っているだろう？」

「レリィ……」

　彼の言う通りだと思った。さっき力いっぱい飛びついても、レリウスは一いつ瞬しゆんもよろめかずに抱きとめてくれた。その体たい軀くがどれほど逞たくましいかはアンバーだけが知っている。

　二十七歳のレリウスは歳としの近いアンバーよりずっと〝おとな〟で、アンバーは身体は大きくなったけれどまだ幼生体のままだった。だからうんと甘やかしてくれる。レリウスは自分の胸むな元もとをトントンと軽く叩たたいて言った。

「早く乗れ。ここにアンバーがいないと俺のほうが落ち着かない」

「うんっ」

　元気よくうなずいて、でもやはり「重い、苦しい」と思ってほしくないから、片肘をついているレリウスの隣となりにぴったりくっついて寝そべる。顔だけをそっと胸に乗せるとレリウスは笑い、前脚の付け根に両手を差し込んで引き上げてくれた。

「ずいぶん遠えん慮りよするなぁ、ほら、もっと乗れ」

「あはは、くすぐったいよ」

　そうしてひとしきりじゃれ合ったあと、レリウスはいつも通り額の[image: 鱗]うろこに親愛のキスをしてくる。たまらなく嬉うれしくてにこにこしてしまう。後脚の骨がほんの少し痛みはじめたが、まだまだ平気だった。

　アンバーは厚い胸板に頰ずりをして、丸い爪つめの生えた前脚で孔雀緑の軍服を握にぎる。

　耳を押し当てても聞こえてくる鼓こ動どうは極きよく端たんに少ない。静せい寂じやくの心臓は、闇やみ夜よの治者であり生と死のはざまを支配する吸血鬼の証だという。

　ドラゴンギルドには竜のほかに美魔や鴉からすや、魔女や人魚、時々一角獣ユニコーンの匂においがして、アンバーはどれも大好きだけれど、吸血鬼の冷たくて甘い匂いが一等好きだった。

　レリウスの、陽光を受けてきらきらしているチョコレート色の髪かみも好き。銀の星ほし屑くずを集めたような綺き麗れいな瞳ひとみは、魔力を使って色を変えていると教わった。吸血鬼は鮮せん血けつ色の瞳を持っていて、でも〝帝国軍の人間〟を装うレリウスはそれを誰だれにも見せない。

　──いつか本当の姿を……赤い瞳を見せてほしいな……。

　心の中で願いながら、そっと見上げると、微笑ほほえむレリウスと視線が重なった。

　竜への敬意や憧しよう憬けいが宿った銀ぎん灰かい色しよくの瞳は、出会ったときからずっと変わらない。

「身体が急に成長すると違い和わ感かんがあるだろうが不安にならなくていい。すぐに慣れる。大きくなっただけではないよ、一層美しくなった。本当に、琥こ珀はくを纏っているようで──眩まばゆいばかりだ」

「うん……ありがとう、すごく嬉しい。レリィがそう言ってくれたから、大きくなった身体も、もう恥はずかしくないよ」

　レリウスと微笑み合ったアンバーは出会った日のことを思い出す。

　約十年前、リーゼが飼育小屋に連れてきた十八歳の下級士官は、緊きん張ちようしているのか、端たん整せいな顔を強こわ張ばらせていた。

　帝国軍を忌いみ嫌きらうリーゼがなぜ軍人をドラゴンギルドに入れたのかわからない。孔雀緑の軍服を着ている若者は人間なのに魔物の匂いがする。アンバーは混乱し、これ以上ないほど警けい戒かいして、怖こわがっている弟竜のジェイドとフェアリーを必死で茂しげみに隠かくした。

　アンバーも恐きよう怖ふでぶるぶる震ふるえているが、自分より小さな弟たちを絶対に守らなければならない。涙なみだ目めで精せい一いつ杯ぱい、若者を睨にらみつけ、『あ、あっち行って！　えいっ、えいっ』と土をいっぱい投げて威い嚇かくした。

　若い軍人は怒いかりもせず、驚きよう嘆たんに目を瞠みはり、緊張で強張っていた顔を一瞬で笑顔に変えた。

『凄い。本物の、竜の幼生体……なんという美しさ……、神秘的な琥珀色──』

　きらきらと煌きらめきだした彼の銀灰色の瞳には、竜への敬意や強い憧あこがれが宿っているように見えた。ためらいもなく地に膝ひざをつき、長軀を屈かがめて興奮ぎみに訊たずねてくる。

『綺麗な[image: 鱗]に触ふれてはだめか？　あっ、触れるためには竜の一族の作法やしきたりに則のつとらねばならないか？　嫌いやならやめておく。これ以上は近づかない、見つめるだけにする』

　嬉しげに話すその様子にきょとんとして、アンバーは恐怖を少し忘れた。

『[image: 鱗]に触れてはだめか？』なんてバトラーたちは訊きいてこないし、しきたりという言葉が難しくてよくわからない。警戒しっぱなしのアンバーは『シキタリないけど、いや』と言ってしまった。彼はまた嬉しそうに笑う。

『ははっ。そうか、そうだよな、会ったばかりの知らない奴やつに触さわられるのは嫌だよな。失礼した。できれば次は俺とおしゃべりをしてくれ。俺の名はレリウス・ウェル・ゴートン・サージェントという』

『え？　レ、レリィ……、ウ？』

『可愛かわいいな、その〝レリィ〟でいいよ。また来る。何度でも来る』

　レリウスは本当に飼育小屋へ通うようになった。最初は距きよ離りを保ちつつ喋しやべり、少しずつ近づいて、最後はアンバーのほうから『抱だっこして』と言った。そのときのレリウスの幸せそうな顔は忘れたことがない。

　ジェイドやフェアリーとも一緒に遊ぶようになり、でもレリウスは自身が吸血鬼で正体を隠しながら帝てい国こく軍に所属していることをアンバーだけに打ち明けてくれた。嬉しかったのに、そのあと恐おそろしい事実を知ってしまい、泣きそうになりながら訊ねたことがある。

『レリィはおひさま平気なの？　ヴァンパイアは、昼は〝かんおけ〟で眠ってて、鏡に映らなくて、おひさまに当たると……は、灰に、なっちゃうって……。昨日フォン兄さまが読んでくれた〝魔物ずかん〟で知ったの。レリィが灰になってしまったら悲しくて悲しくて、ぼくきっと土になるよ』

『アンバーが土になる？　それはだめだ、俺は灰にならないよう棺かん桶おけに隠れるぞ。……というのは冗じよう談だんで、灰になっていたのは大昔の話だ。今は適応した者が──わかりやすく言うと太陽の光に強くなった者が多い。俺も平気だよ、訓練したから鏡やガラスにも映る。ちなみに吸血鬼が棺桶で眠るのは習性ではなく趣しゆ味みだ、俺はベッド派だな』

　快活に笑ってアンバーの不安を拭ぬぐい去ってくれたレリウスは、そのとき確かにガラス窓に映っていた。

　知的な薄うすい唇くちびるから紡つむがれる言葉に、アンバーはいつもわくわくと心を躍おどらせてきた。

　竜と魔女の御お伽とぎ話ばなし、吸血鬼たちが真夜中に開く血の晩ばん餐さん会の話、この国の歴史物語──レリウスは、彼自身やアンバーが生まれる前の出来事を鮮明に巧たくみに話してくれる。見たことのない風景までもが思い浮うかぶほどだった。

「ねえねえ、お話して。〝蛙かえるバイオリン〟がいい」

　追つい憶おくを終えたアンバーは軍服をきゅっと引っ張り、物語をねだる。レリウスの話は楽しいものがほとんどで、中でも〝蛙バイオリン〟は一いつ緒しよに真似まねをして笑うことができるから何度も聞きたくなる。

「アンバーはあの話が好きだな」

　そう言うレリウスも、すでにふふっと笑っていた。アンバーの琥珀色の[image: 鱗]を撫なでながら語りだす。

　バートリ家に生まれたレリウスは五歳のときに生家を離はなれ、十二歳で寄宿制私立学校パブリツクスクールに入学するまでの七年間をサージェント家で過ごした。厳格な養父と美しく優やさしい養母のほかに、六人の兄弟姉妹がいる。

「全員が養子だから血のつながりはないが、魔ま物ものの結びつきはちゃんとある。サージェント家は吸血鬼の一族で最も人間の擬ぎ態たいに秀ひいでており、中世から人間の世界で富と名声を維い持じしてきた。俺の吸血鬼の体質は、バートリ家よりもサージェント家のほうが合っていたんだよ」

　アンバーの好きな〝蛙バイオリン〟は、レリウスが八歳のときの出来事だ。一門からバイオリニストを輩はい出しゆつしたいサージェント伯はく爵しやくは子供たちのために高額なバイオリンを四挺ちようも購こう入にゆうし、著名な講師まで雇やとった。

「二人の兄と俺と弟は、音楽史とバイオリンの構造を学び、それはすぐに習得した。……が、如何いかんせん演奏のセンスがまるでない。いざバイオリンを弾ひきはじめると、とんでもない音が出た。どんな音かというと──」

「ぼくっ、ぼくが真似する！　ぐぇー、ぐぁー」

「ちょっと違ちがうぞアンバー、──グゥワ～、ギュイィ～、ギョエ、グワッ！　だ。もう一度言ってみろ」

「あははっ……」

　その凄すさまじい音色に、澄すまし顔をしていた講師は椅い子すから転げ落ち、母親は目を丸くして、父親は天を仰あおいだ。レリウスたちは『蛙バイオリンだ！』とげらげら笑い、ギョエ、ギュイ、とバイオリンを弾いては腹を抱かかえて笑い、顔を真っ赤にした父親に四人揃そろって拳げん骨こつを食くらう。以降、どんなに練習しても蛙が大合唱するばかりで、バイオリン講師はとうとう姿を見せなくなった──。

　レリウスは思い出し笑いを堪こらえて言葉をつづける。

「結局、長ちよう兄けいは家か督とくを継つぎ、次兄は銀行の頭取に、俺は将官に、弟は貿易商になってしまい、一門からバイオリニストを輩出するという父上の野望は潰ついえた。みっつのバイオリンは姉と妹たちが持って嫁とつぎ、残りひとつは父上がやけくそで弾いておられる。ギョエ、グゥワ、とな。また母上から手紙が届いたよ。『お城では今日も蛙バイオリンが元気よく鳴いています。一緒にお茶を飲みながら聴ききましょう。お父さまも喜ばれますよ』と」

「わぁ、いいなー、レリィは蛙バイオリンを聴けるの？」

「……そう、だな。聴きに行くべき……だが」

「レリィ？」

　いつも流れるように言葉を紡ぐのに。聞いたことのない歯切れの悪い返事に驚おどろき、アンバーは逞たくましい胸から頰ほおを離す。つい今まで笑っていたレリウスは、顔を曇くもらせていた。

「バイオリンは聴きに行かない。少々厄やつ介かいな仕事が入ってな。……ここにも、しばらく来られなくなる」

「えっ……」

「おまえに寂さびしい思いをさせたくないと、常に考えているんだが……すまない。今日は時間の許す限りアンバーのそばにいるつもりだ」

　どんなお仕事？　いつ終わるの？　会えないのは寂しいよ──口にしてしまいそうなそれらを吞のみ込む。

　レリウスは法務将校で、王さまと直接やりとりするくらい凄すごい仕事をしていることは知っているし、これまでも何度か「しばらく来られなくなる」と言われたけれど、時間を作って会いにきてくれた。

　なによりアンバーは、いい仔こでいたい。大好きなレリウスを困らせるようなことは絶対に言いたくなかった。今日はずっとそばにいてくれるのだから、明日から寂しくても我が慢まんする。

　笑え顔がおで「お仕事をがんばってね」と伝えようとしたとき、尻尾しつぽの先にぴりぴりと強い刺し激げきが走り、思わず「痒かゆいっ」と小声で叫さけんでしまった。

「痒い？　どうした、どこが痒いんだ？」

「ううん、なんでもないよ、大だい丈じよう夫ぶ。──あ、メフィスト」

　振ふり返ると、アンバーの長く伸のびた尻尾に、赤い[image: 鱗]うろこを持つ小さな弟竜りゆうが腹はら這ばいになってくっついていた。

　メフィストは冬の終わりに孵ふ化かした火竜サラマンダーの幼生体で、ドラゴンギルドの希望の象しよう徴ちようである彼に、兄竜もバトラーもアンバーたちも愛情を惜おしみなく注いでいる。飼育小屋に来たばかりのときは、同じサラマンダーの兄を恋こいしがっては『ないんへる……、わーん！』と大泣きしていたが、最近は幼生体たちだけで過ごすことに慣れ、やんちゃになってきた。

「だれ？　あんばーをいじめたら、ゆるさない。ないんへる、よんじゃうぞ。わるいやつは、ないんへるが、もやしちゃうぞ」

　メフィストは半月形にした瞳ひとみをぐぐっと吊つり上げてレリウスを睨にらみ、アンバーの尻尾を這ってじりじりと距離を詰つめてくる。その様子がとても可愛らしいから、また[image: 鱗]に強い痒みを覚えたけれど耐たえられた。レリウスもにこにこ笑ってメフィストの口真似をする。

「おや、ずいぶん警けい戒かいされているぞ。初めて会ったときのアンバーにそっくりだな」

「ええっ、うそ……。メフィスト、睨んじゃだめだよ。この前、はじめましてのごあいさつをしたでしょう？　憶おぼえてない？」

　アンバーが尻尾をゆらゆら揺ゆらしてあやすと、幼い弟はキャッキャと喜ぶ。レリウスのことを思い出したのだろう、メフィストは大きな金色の瞳を真ん丸にして「あそぼ！」と言った。

　揺らしていた尻尾をぺたりと落とす。アンバーも皆みなで遊ぶつもりだった。でも、しばらく来られなくなると聞いた今は、レリウスを独り占じめしてうんと甘えたい。

「今は無理なの、ごめんね。ジェイドとフェアリーと遊んでね」

「どして？　おじさん、あそぼ！　だっこして」

「レリィはおじさんじゃないもん！　もーっ、……あ、あっち行ってよ……っ」

　可愛かわいい弟に、あっち行けなんて言ってしまった──凄く後こう悔かいするアンバーを放ほうって、なんでも訊ききたがるメフィストは「えー、どして？　だっこ」を繰くり返し、レリウスは「ははは！」と快活に笑う。

　そのとき、飼育小屋の扉とびらが勢いよく開く音が聞こえた。

　白い石いし畳だたみの小道をコツコツと叩たたく速い足音が近づいてくる。まだ姿は見えていなくても、レリウスやアンバーたち魔物は匂においで識別できる。

「これは、〝サタン・オブ・ギルド〟のおでましかな？」

「うん。リーゼの匂いがする」

「におい、する。りーぜ、どこ？」

　ルピナスの花か穂すいの向こうに姿をあらわした青年は仕立ての良いテール・コートとウェスト・コートを着てアスコットタイを結んでいる。普ふ通つうに歩いているだけでも速いのは常に多た忙ぼうを極きわめる彼の癖くせだ。黒い革かわ靴ぐつの踵かかとが鳴るたびポニーテールが揺れ、緑色の髪かみ留どめとピアスがきらきらと煌きらめく。

　竜とバトラーによる組織〝ドラゴンギルド〟──その筆頭バトラーであるリーゼは、三十年余にわたって世界最強の竜たちを統制してきた。二十歳はたちほどの若者に見えるが実じつ年ねん齢れいは五十を過ぎ、飼育小屋で孵化したアンバーたちの保護者でもある。

　伝説の魔女・ジゼルを母親に持つリーゼだけれど、血があまりにも薄うすくて魔物の匂いはしない。先ほどレリウスが言った〝サタン・オブ・ギルド〟という異い称しようは、ドラゴンギルド創設当時を知る高齢の軍人や政治家らが口にしだしたもので、三十年経たっても変わらない容姿で意のままに竜たちを動かすリーゼへの揶や揄ゆと恐きよう怖ふが籠こもっているそうだ。

『人間にしか見えないが、あいつは精神も肉体も思考も筋金入りの魔物だよ。魔物たちを守るためなら竜のことも吸血鬼ヴアンパイアのことも平気で扱こき使う。ああ、なんて恐おそろしいんだ、サタン・オブ・ギルド』──レリウスにそう教えてもらったとき、レリウスとリーゼは仲よしだなぁとアンバーは嬉うれしく思った。

「リーゼ、こっちだ」

　レリウスが片手を上げて呼びかけ、猫ねこみたいな瞳をぴんと吊り上げたリーゼが芝しば生ふをずんずん進んでくる。まだ寝ね転ころんでいるレリウスと彼の胸に乗り上げたままのアンバーを見おろし、片眼鏡をカチャリと鳴らして、綺き麗れいな貌かおからは想像できない野太い声を出した。

「またいちゃこきやがって。おいサージェント、執しつ務む室に来いって言っただろうがよ」

「たまには場所を変えるのもいいだろう？　ギルド内ならどこで話しても外部に漏もれることは決してないしな」

　リーゼにそのような低い声と怖こわい顔で話しかけられたことがないアンバーはびっくりしたが、レリウスは慣れた様子でさらりと受け流す。身体からだを起こし、ベンチの脚きやく部ぶにもたれて胡坐あぐらをかくと、そこにアンバーの上体を乗せて抱だき直してくれた。

「レリィは、リーゼとお話しする約束だった？」

「ん？　うん。でもアンバーが最優先だ」

「なぁにが最優先だ、おまえのものみたいに言うな。ひとこと飼育小屋と伝えろ、捜さがす時間が無む駄だだろうが」

「悪い。だがリーゼは執務室からまっすぐここへ来ただろう？　一秒も無駄にしてない。本当に俺を捜したなら今ごろ怒ど鳴なりつけている」

　アンバーは瞳をぱちぱちさせて二人を見比べる。二十七歳のレリウスよりもリーゼのほうが若く見えるけれど実際は逆で、しかも人間の親子ほどの年齢差があるから不思議だった。

　リーゼはやや不満げに吐と息いきをついてベンチに座り、アンバーの尻尾からおりたメフィストがてくてく歩いて「んっ」と短い前まえ脚あしを伸ばす。

「りーぜ、だっこ」

「おうおう！　よし来い」

　レリウスには厳しいのに幼生体たちにめっぽう甘いリーゼは、メフィストにねだられるなり破顔して、赤い[image: 鱗]を纏まとう小さな身体を抱き上げた。

「お？　昨日よりちっと重いぞ？　また大きくなったか」

「ウン。めふぃすとね、ないんへるくらいおおきくなるよ。あした、なる」

「明日ナインヘルくらいになるのか。飼育小屋が壊こわれちまうな、対策を立てねばならん」

　嬉しそうなリーゼは本気で答えているけれど、たぶんメフィストの体重は昨日と変わっていないし、明日、成体にはならないと思う。

　頭の中にふと浮うかんだその言葉に、アンバーは自分で驚いてしまった。

　──成体、に、なる……って？

　竜は孵化後二十年から三十年で成体になり、〝人型〟をとれるようになる。

　逆を言えば、人型に変容することで成体とみなされる。

　でも、ぼくはいつ？　どうやって──今まで一度も考えたことがなかったそれは霧きりのようにぼんやりとしており、にこにこ笑うリーゼに「アンバーも来い」と言われて、「えっ！」と声をあげた拍ひよう子しに消えていった。

「ほら、早く来いよ、抱いてやる」

「え、えっと……」

　リーゼはその華きや奢しやな身で大きくなったアンバーを抱き上げるつもりなのだろうか。

　どう見ても無理で、まちがいなくぺたんこになってしまうし、なによりアンバーはレリウスにくっついていたい。逞たくましい腿ももを包む孔雀緑のパンツをぎゅっと握にぎり、瞳を逸そらしつつ、ぽそりとつぶやく。

「ぼく……、ここでいい……」

「なんでだよ、俺が一番優やさしく抱くのわかってるだろ？　ええい、そいつの股こ間かんに顔を埋うめるなっ」

　やけに抱こうとしてくるリーゼから逃にげるように顔を伏ふせると、ふふん、と得意気に笑うレリウスが、強い痒みを帯びた琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]を撫なでてくれた。

「おまえ相変わらずの親おや馬ば鹿かだなぁ。メフィストが孵かえってからいよいよ重じゆう篤とく化した。一度医者ジユストに診みてもらえ。しかしジュストも最近おっかないんだよな。『うちの仔こにちょっかい出すな』とか『泣かせたら閣下でも絶対に許しません』とかさ──」

「おい。話があると連れん絡らくをよこしたのはおまえだろうが。くだらねえこと駄だ弁べりにきたならアンバーを俺に返して総司令部へ戻もどれ」

「まぁまぁ、妬やかずに俺の話を聞けよ、リーゼ。──我われらが陸軍元げん帥すい・レンヴィートル閣下の素す性じようがわかってきた」

　アンバーが初めて耳にするその名にリーゼはすぐ反応し、猫の瞳ひとみを一いつ瞬しゆん見開く。片眼鏡がカチャリと鳴る。

「レンヴィートルね。あまり聞かん仰ぎよう々ぎようしい名だよな。わずか二十八で陸軍元帥に就任──奇き妙みような奴やつがあらわれたものだ。なぁ、メフィスト？」

　最近になって言葉を憶えだした小さな弟は、なんでも口くち真ま似ねしたいらしい。なにもわかっていないのに物知り顔でウンとうなずき、牙きばの生え揃そろってない口を大きく開ける。

「きみょーう、なやつ、あわ、あわら、れ。ンー、ものだなー」

「ははは！」

「おいぃ……めちゃくちゃ可愛いじゃねえか、また俺に鼻血出させるつもりかよ」

　二人の笑い声が飼育小屋に響ひびき、アンバーも「ふふふっ……」と声を出して微笑ほほえむ。

　しかし、戯たわむれの時間はそこまでだった。レリウスとリーゼは真しん剣けんな表情になって難しい話を始めた。

　メフィストはリーゼの腕うでの中で身体をくるんと丸め、「がう、がふーっ」と自分の尻尾しつぽを甘あま嚙がみして遊ぶ。少し離はなれたところから、オリビエのあとを追うジェイドとフェアリーの楽しそうな声が聞こえてきた。

「………」

　アンバーはレリウスたちに気づかれないよう眉まゆをひそめる。

　さっき、まだまだ平気だと思ったのに。後脚から発生した骨の痛みは下半身全体と翼つばさの付け根に広がり、上半身まで伝ってきそうだった。強い痒かゆみも変わらず[image: 鱗]うろこに纏わりついている。

　ライラックの茂しげみに戻って冷たい土に触ふれたら治まるかもしれない。でも、このままレリウスの胡坐に乗っていたかった。

　痛つう痒ようから気を逸らすためにアンバーはまぶたを閉じ、レリウスが話してくれた、この国の歴史物語を思い出す──。

　──広大な土地と海洋を保持するアルカナ・グランデ帝てい国こくには、人間のほかに〝魔ま物もの〟が存在する。海には人魚や魔ま海かい獣じゆうが、森と山さん岳がく地帯には一角獣ユニコーンや魔鳥が、夜の闇やみには吸血鬼や淫いん魔まや名もない魔獣たちが数多あまたと棲せい息そくしていた。

　そしてそれらの頂点に君臨するのが竜りゆうであり、ほぼ同等の地位に、強い魔力と知ち恵えを持つ魔女がいる。竜と魔女はともに魔物たちを統とう率そつし守護する絶対的存在だった。

『だがこれは俺やアンバーが生まれる前の、遥はるか昔の話だ。現在、竜の一族は絶ぜつ滅めつ寸前に追いやられ、多くの種族も数の激減を余よ儀ぎなくされた。そして魔女は世界から姿を消した。──十五テナー（約二百センチ）ある瘦そう軀くを夜色のローブで包み、鉞まさかりや魔ま杖じようや大おお鎌がまを手に佇たたずむ魔女の群れは、現世のものとは思えないほど恐ろしくて妖よう美びだという。自分の目で見られないのは……彼女たちに会うことが叶かなわないのは本当に無念だ、口くち惜おしい』

『なんで竜や魔物たちの数が減ってしまったの？　魔女がいなくなったのはどうして？』

『すべての元げん凶きようは〝魔ま物もの狩がり〟にある。数十年前、アルカナ・グランデ帝国は産業革命を興おこし、魔物との共存共栄の道を棄すてた。魔物狩りは、魔物に世界の統治者の座を奪うばわれることを恐おそれた人間が生み出した、身勝手極きわまりない法令だ』

　レリウスの話は楽しいものがほとんどなのに、帝国の歴史物語だけは怖くて悲しいとアンバーは思う。

『人類の進歩を阻はばむ魔物を殲せん滅めつせよ』──政府の一方的な宣言のもと、帝国軍は魔物狩りをさかんにおこない、強きよう襲しゆうされた魔物たちや、彼らを守護する竜と魔女は恐るべき速さで生存数を減らしていった。数多の魔物が混乱と絶望に陥おとしいれられる中で、暗あん躍やくを見せたのが吸血鬼ヴアンパイアの一族である。

　ヴァンパイア──生き血を主食とし、〝擬ぎ態たい〟〝記き憶おく抹まつ消しよう〟〝催さい眠みん〟の魔力を持つ彼らは、中世より人間社会に溶とけ込み、貴族として領地を治めてきた。魔物のうちで唯ゆい一いつ爵しやく位いを保持し、竜とも魔女とも魔獣たちとも違ちがう、独特の地位に立つ。人間を装よそおいながら魔物であることに強い誇ほこりを持ち、〝崇すう高こうな血統〟を遵じゆん守しゆしてきた種族だった。

『人間に擬態している吸血鬼が魔物狩りに遭あうことは非常に少ない。だが同どう胞ほうたちを狩る帝国軍に激しい憎ぞう悪おを覚え、動きだした』

『レリィたちは……ヴァンパイアは強いよね？』

『竜と魔女に次いで強いよ。吸血鬼の一族も魔物たちを守る使命感を持っている。始祖バートリ家、バセスク家、ナスターセ家、プレシアナ家──四大名家の命を受けたヴァンパイアたちは、夜や陰いんに乗じて軍人どもを殺し、血を吸い、魔物たちを逃がした。満月の夜に強きよう[image: 靭]じん化した吸血鬼の群れが六個旅団を同時に壊かい滅めつさせた記録が残っている。吸血鬼にとっては美食ばかりの晩ばん餐さん会だ、満月の夜が来るたび正装ドレスアツプして帝国軍の駐ちゆう屯とん地ちへ向かったそうだよ』

　アンバーは、燕えん尾び服ふくを着た男性や煌きらびやかなドレスを纏う女性を想像する。

　擬態の魔力を持つ貴族たちは夜の闇に溶け、赤い瞳だけを光らせて、音もなく軍人らに忍しのび寄る。首に食くらいついて生き血を啜すすりきったあとは、シルクのハンカチを使って鮮せん血けつに濡ぬれた唇くちびるを上品な所作で拭ぬぐうのだろう。

『しかし、竜が守り吸血鬼が逃がすよりも多くの数の魔物たちが、最新兵器を駆く使しする帝国軍に狩られた。陸にも海にも魔物の亡なき骸がらが累るい々るいと横たわる光景はあまりにも凄せい惨さんで、現世にあらわれた地じ獄ごくのようであったという……』

　やがて、二十年以上に及およんだ動乱の果てに、竜は魔物狩りを免まぬがれることとなった。

　最強位にして最後の魔女・ジゼルが命を賭として設立した結社〝ドラゴンギルド〟によって。

　魔物の統率者であり守護者である竜の一族が絶滅するときは、魔物が世界から一いつ匹ぴき残らず消えるとき──ドラゴンギルドは、すぐそこに迫せまっていた恐ろしい現実を回かい避ひするための唯一の手立てだった。

『ドラゴンギルドの竜を狩ったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅亡する』──ジゼルが命と引き替かえに遺のこした不ふ朽きゆう不ふ滅めつの呪のろいは竜を守る盾たてとなり、三十年余が経たった今も帝国軍と政府の人間を脅おびやかしている。

　ドラゴンギルドは組織形態を結社としたが帝国軍の末まつ端たんに位置づけられた。竜は結社の従業員となり、帝国軍に所属する軍士となる。

　魔物狩りを免れるその代だい償しようは、労働によるアルカナ・グランデ帝国への貢こう献けんだった。

　結社が発ほつ足そくしても魔物狩りは収束を見せない。政府と帝国軍は数えきれないほどの指令を出し、竜やリーゼは不ふ眠みん不ふ休きゆうで働かされ、そのあいだに魔物は狩られていった。小さな生き物たちを守ることが叶わず、守護の本能が満たされない竜は苛いら立だちを募つのらせていく。

『閉へい塞そく感かんに苛さいなまれていた最中に、アンバーは完成したばかりの飼育小屋で生まれたんだよ。竜たちの歓かん喜きと希望に満ちた咆ほう哮こうは大気を震しん動どうさせたそうだ。リーゼが言っていたよ、竜と魔物を決して絶滅させないと改めて決意できたのも、創設からの十年間を持ち堪こたえることができたのも、アンバーがドラゴンギルドで孵ふ化かしてくれたからだと』

　帝国の歴史物語は怖こわくて悲しいけれど、喜びも確かに存在していて、それに自身が関かかわっていることがアンバーは嬉うれしい。

　アンバーの孵化と一、二年も変わらないころ、レリウスもバートリ家に生を受け、五歳でサージェント家の養子となる。

『サージェント家は四大名家に入っていないが吸血鬼の一族で最も人間の擬態に秀ひいでている。父上が一から叩たたき込んでくれたおかげで俺は憎にくき帝国軍に上手うまく潜せん入にゆうすることができた。だが、この先誰だれにも気づかれない自信があったのに、リーゼに初めて会ったとき一瞬で正体を見み抜ぬかれた。あいつの片眼鏡をかけた猫ねこの瞳は本当に恐ろしいな。そうして連れてこられた飼育小屋で、俺は、夢のように美しく愛らしい琥こ珀はく色いろの幼生体に会ったんだよ、アンバー──』

　帝国軍への嫌けん悪おを押し殺して、いつも軍服をきちんと身に纏まとい、〝帝国軍の人間〟を完かん璧ぺきに装うレリウス。法務将校だけが着る綺き麗れいな孔雀緑の軍服のうちには、崇高な吸血鬼の血が流れる肉体があり、揺ゆらぐことのない強い魔物の心が存在する。

『先帝の御み世よに産業革命を興し、魔物狩りを始めたアルカナ・グランデ帝国は長い変動期の只ただ中なかにある。しかし不変のものがあると俺は信じている。それは竜が世界最強を誇り、すべての生き物の頂点に君臨し、魔物と人間と世界を守護しつづけることだ。俺は魔物として、自分が信じるもののために働いていく』

『竜が……？　守護って、どうしたらできるの？　難しくてわからないよ……』

『今は難しくても、成体になって守護の本能が目覚めれば、わかるときが必ず来るよ』

　身体からだは大きくなったのに幼生体のままのアンバーは、レリウスの言葉をまだ理解できていない。

　政府と帝国軍によって恐ろしい魔物狩りが継けい続ぞくされているという実感もない。人魚の一族と大規模な海戦、キマイラ・ドラゴンと禁断の錬れん金きん術じゆつ──レリウスが語る、ドラゴンギルドと帝国軍の度たび重かさなる争いは、楽園のような飼育小屋で過ごすアンバーにとっては異なる世界の出来事のように思われた。

「……っ、──」

　背骨に一いつ瞬しゆんの激痛が走って追憶を阻まれる。

　声が詰つまり、[image: 鱗]が勝手に逆立つ。レリウスとリーゼが驚おどろいて会話を中断した。

「どうした、アンバー。具合が悪いのか」

「そういえばさっきどこか痒いと言ってなかったか？」

「ううん……だいじょうぶ。いま、うとうとしてて、びくって、なっちゃった……」

　なおも眠ねむいふりをすると、リーゼは安あん堵どの吐と息いきをつき、レリウスが[image: 鱗]を撫なでてくれた。

　実際は痛痒で微睡まどろむことすらままならないアンバーの耳に、話を再開した二人の声が入ってくる。

「昨夏、ゲルベルト元中ちゆう将じようが起こした連続猟りよう奇き殺人事件により、帝国軍の権けん威いが底辺まで落ちたのは言うまでもない。アルカナ大帝は憂ゆう慮りよされ、帝国軍を改変・制せい御ぎよすべきだとお考えだった。その折に、陸軍による竜の改造が発覚した」

「なら陛下は、ベルグマンの爺じじいを再起不能にした俺に感謝状をよこすべきじゃねえか？」

「はは、そうだな、俺もそう思う。陛下に提案しておくよ」

　ベルグマンという名は聞いたことがある。冬の終わりにレリウスが教えてくれたばかりだし、弟竜りゆうに──ファウストに関する話に出てきたのではっきり憶おぼえていた。

　竜の一族で唯一の雷竜ヴオルト・ファウストは黒と金に輝かがやく美しい色の[image: 鱗]うろこを持っていて、現在は公爵でありドラゴンギルド・フェンドール支社の責任者でもあるリシュリーとともに最北端の地で暮らしている。

　しかしファウストは陸軍の研究施し設せつに二十年近くも囚とらわれていた。なによりも大切な竜が帝てい国こく軍に改造されたことを知ったリーゼはかつてないほど激げき怒どし、レリウスの協力を得て高等軍法会議に訴うつたえ、当時の陸軍元げん帥すい・ベルグマンをその座から引きずりおろした。

「陛下が元帥候補を思案しておられたところに、枢すう密みつ院いん議長が『遠とお縁えんの者に適任がおります』と、レンヴィートルを強く推挙したらしい」

「縁故かよ。しかし陛下がそんなことで陸軍トップを決定するとは思えんが？」

「陛下も縁故の類たぐいを好ましく思っていない。だがそれを覆くつがえすほどの条件が揃そろっていたんだ。レンヴィートルは十代なかばからアルカナ・グランデ帝国と異国を行き来し、周辺諸国の士官学校を巡めぐっていた。つい先月もサン・ノト王国で最新の兵法を学んでいたそうだ。魔物狩りを含ふくめて実戦の経験はなく、専門書を読み耽ふけり、戦術や戦略を紙の上で展開させる」

「軍事学者──」

「そうだ。優やさ男おとこだし、あれは軍人じゃなくて軍事学者だな。拳けん銃じゆうや小銃をばらしたことはあっても撃うったことはなさそうだ。純白の軍服が、まぁ似合わなくてな……サーベルを下げてないせいもあって、白衣を着た研究者に見えてしまう。でもそれらも決め手だったんだろう。生きつ粋すいの軍人ではなく学がく者しや肌はだのレンヴィートルをトップに据すえるという大変革を国民にアピールでき、且かつ枢密院を通して帝国軍を御することができると、陛下や政府の人間は若き新元帥にかなりの期待を寄せている」

　難しい会話の中の、アンバーがわかる言葉だけをつなげると、初めて聞いたレンヴィートルという名の人間が新しい陸軍元帥になったようだった。リーゼはあきれた声を出す。

「枢密院を通して帝国軍を御するだって？　政府の爺じいさんたちはまだそんなこと夢見てんのか。無理だと思うぜ……。レンヴィートルが就任して今日で二週間ほどか。なぜ短期間で素す性じようが知れた？　サージェントもまったく知らん奴やつだと言ってただろ？」

「今朝、レンヴィートルに召しよう致ちされたんだ。そのとき向こうから少し話をしてきてな。歳としもひとつしか違ちがわないし、取り巻きの老将たちに比べたら話しやすかっただけだろう。そして彼から直接命令を受けた」

「なるほどな。──それで、命令の内容は？　おまえが話をしにきたのはそっちだ、若造の素性なんぞ単なるおまけに過ぎん」

　リーゼが急に声を低くしたことが気になってアンバーは目を開けた。なんでもお見通しの筆頭バトラーの、やや乱暴な言いかたにレリウスはふっと笑い、しかしすぐに表情を硬かたくする。

「これは機密事じ項こうだ。無論、新聞にも載のってない」

　先ほど『ギルド内ならどこで話しても外部に漏もれることは決してないしな』と言っていたレリウスは、それでも銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを素早く動かしてあたりを見み渡わたし、リーゼと自分以外に四匹ひきの幼生体とオリビエしかいないことを改めて確かく認にんしてから慎しん重ちように唇くちびるを開く。

「一昨夜に政府の高官が一人、昨夜に将校が一人、帝都内にある自宅の寝しん室しつで殺害された」

「なんだと……」

　殺害という不ふ穏おんな言葉に耳がぴくりと動いてしまう。

　二人の声が、より低くなる。

「ふたつの事件は類るい似じ点が多くある。まず、頸けい部ぶを切られたことによる失血死。凶きよう器きのナイフは現場に落ちていたが指し紋もんが検出されなかったこと、寝室の窓が開いていたこと、ナイフ以外に手がかりはなく犯人像が不明であること──。直ちに箝かん口こう令れいが敷しかれたが、高官や将校たちが次は自分が狙ねらわれるのではないかと騒さわぎ立ててな……総司令部も議事堂も、宮きゆう殿でん群全体が異様な雰ふん囲い気きになっている。レンヴィートルは要人らの慌あわてふためく様子に驚いたらしく、俺を召致した」

「法務将校のおまえに探たん偵ていの真似まね事ごとをしろと？」

「ああ。『不要の騒ぎを治めるためです、表向きでかまいません』という寛かん大だいな御お言こと葉ばつきで事件の調査を命じられたよ。だが将校が殺されたからな。フレイザー大将などは鼻息を荒あらくして『警察は介かい入にゆうさせず内々で解決するのだ！　犯人を直ちに銃じゆう殺さつ刑けいにしてやる！』と宣のたまっていた。俺も立場上、いいかげんな扱あつかいはしにくい」

「ご苦労だなサージェント。指紋鑑かん定ていか……あれは導入されたばかりだろう。熟達していない手法で回収した指紋が犯人検挙につなげられるかが疑問だ。それに『検出されなかった』ではなく採取に失敗しただけの可能性もある。どちらにせよいまひとつ信用ならんな」

「だから難なん儀ぎなのさ。犯人検挙に利用可能か否いなかは別にして、下手へたでもひとつかふたつ採取できていればよかったものを。指紋が検出されないのをいいことに、政府と帝国軍は魔ま物ものの犯行と決めつけるぞ」

「なぜ指紋が出ないことを魔物の犯行に直結させる？　頭の悪い連中だな。魔物がナイフなんぞ使うかよ。そもそも無益な人間の殺害はうちの竜が許してない。明らかに人間同士の事件じゃねえか」

「それは俺たち魔物の常識であって奴らは理解できない。元帥の直接命令だ、遂すい行こうせんことには俺も通常執しつ務むが滞とどこおるからな、表向き〝調査を一通りおこなう〟。……が、仮に第二、第三と事件がつづけば確実にギルドも巻き込まれるぞ。すでに自警団を雇やとうと決めた政治家もいる。そうなればゴシップ記者がすぐに嗅かぎつける。奴らは魔物並みに鼻が利きくからな。ギルドを潰つぶしたい連中が尾お鰭ひれをつけて新聞社にリークする可能性はかなり高いと俺は思うが」

「『ドラゴンギルドが魔物を使し役えきして殺させている』とリークするのか？　ファウストのときと同じ遣やり口じゃねえか。とことん進歩のない奴らだぜ。──……おい。まさか、そんなことのために高官と将校を犠ぎ牲せいにしたとでも？」

「俺も一瞬同じことを考えたが、違う。あいつらは魔物は殺せても同じ立場の者を手にかけることができない。殺害の嫌けん疑ぎをかけられた時点で出世の道が断たたれてしまうからな。『殺したいくらい大だい嫌きらいなあいつがどうか失しつ脚きやくしますように』って、流れ星に願うのが関の山だ。将校を殺害できるほど胆たん力りよくの据わった者は帝国軍にはいないよ」

　レリウスとリーゼのやりとりがあまりにも速すぎて、なにを話しているのか、わからなくなる。

　人間が殺されたことと、レリウスのまわりが大変になっていることは二人の声の低さや雰囲気から知れた。彼が顔を曇くもらせて口にした『少々厄やつ介かいな仕事』というのも、きっと関係している。

　これまでも『しばらく来られなくなる』と言いながら、時間を作ってアンバーに会いにきてくれたレリウス。でも、今回ばかりは本当にしばらく来てくれないかもしれない。

「………」

　──成体って、どうしたらなれるんだろう。

　さっきぼんやりと頭の中に浮うかんできて、霧きりのようにすぐ消えていったそれを、今しっかりと考える。アンバーは土竜ゲノムスだから地面を掘ほって中に入ればいいだろうか。それとも自然と蛹さなぎみたいになるのだろうか。

　──うぅん……どっちも違う気がする。

　同じゲノムスのエドワードは約三百歳のお爺ちゃんで、成体になった日のことをすっかり忘れただろうから、最も歳の近いナインヘルに訊きくのがいいかもしれない。

　弟竜たちと遊んだり一いつ緒しよに昼ひる寝ねをしたりする毎日はとても楽しいけれど、でも、レリウスに会えない一日は悲しくなるほど長く感じる。それが明日からしばらくつづくのは、たまらなく寂さびしい。

　──成体になりたいな。

　アンバーは生まれて初めて強く思った。

　早く成体になりたい。そうすれば人型に変容して好きなときにレリウスのところへ行けるから。

　彼が来てくれるのを飼育小屋で待つのではなく、広い世界に出て、自分の足で駆かけ、ときには飛んだりもして、アンバーはレリウスに会いに行きたい──。

「……う、うっ！」

　アンバーが心から願ったその瞬しゆん間かん、かつてない激痛に襲おそわれた。

　全身の骨が心臓に変わってしまったかのようにドクンドクンと激しく脈打つ。

「アンバー!?　どうした！」

「やっぱり具合が悪いんじゃねえかっ」

　またレリウスとリーゼの大事な会話を中断させてしまった。先ほどと同じように眠ねむいふりをしてごまかしたいのに、それが叶かなわない。

　レリウスの胡坐あぐらの上で、大きな身体からだがぶるぶると震ふるえだす。レリウスと、ベンチからおりたリーゼが[image: 鱗]うろこを撫なでてくれる。メフィストはリーゼの背にくっつき、「あんばー。どしたの……」とつぶやいた。

　孔雀緑の軍服を必死で握にぎりしめながら、アンバーは孵ふ化かしたときからずっと守ってきてくれた保護者の名を呼ぶ。

「[image: 鱗]、かゆいっ、骨が痛いよ……助けてリーゼ……」

「痒かゆい？　アンバー、痛むのは全身の骨か!?」

「う、ん……骨、ばら、ばら、に……なりそう」

「骨の痛みと、この[image: 鱗]の音……おまえ、もしかして──」

　異変に気づいたオリビエが走ってきて両りよう膝ひざをつく。あとをついてきたジェイドとフェアリーの「アンバーは病気なの？」「こわい。早くなおして」という沈しずんだ声がする。

「どうしたってんだよ、さっきまであんな元気だったのに！　俺なんで気づけなかったんだ……ごめん、アンバー」

　いつも冷静なオリビエが泣きそうになっていて、アンバーまで悲しくなった。強い痒みを帯びた[image: 鱗]がキシキシと変な音を立てている。目を開けていられなくなる。アンバーが涙なみだを落としながらまぶたを閉じると、レリウスが力いっぱい搔かき抱いだいてきた。

「アンバー、しっかりしろ！　おいリーゼっ、どうしたらいい、ジュストを呼ぶか!?」

「お、俺っ、ジュストさん呼んできます！」

「待てオリビエ、これは急病ではないっ。アンバーは成体になる！」

　その力強いひとことにレリウスもオリビエも、アンバーも驚きよう愕がくした。

　竜りゆう自身よりも竜のことを熟知しているリーゼの言葉は疑いようがない。でも、どうすればいいのかわからなかった。アンバーはもう一度、成体になりたいと強く願い、絶対に成体になるんだと心の中で叫さけぶ。

「成体に!?　今ここでか？」

「アンバーは孵化して二十八年目に入った。体たい軀くの急速な巨きよ大だい化、[image: 鱗]の痒みと音、骨の痛み、まちがいない！」

「ううっ」

　キシッキシッと[image: 鱗]の悲鳴が一層強くなる。四本の脚あしをじたばたさせてしまっても、レリウスが逞たくましい長軀で抱だきとめてくれた。開けられないまぶたの端はしからぽたぽた落ちる涙をオリビエが拭ぬぐってくれる。

「アンバー、がんばれっ」

「痛いよ、オリビエ、まっくら怖こわい……」

「激痛も痒みも長くはつづかない、人型に変容できれば楽になるぞっ。竜はこうやって成体になるんだ、恐おそれなくていい」

「大だい丈じよう夫ぶだ、みんなここにいる、アンバーのそばにいるよ」

「リー、ゼ……、レリィ……くる、し──」

　そのとき、身体じゅうの骨が、ぐうっと膨ふくらんだ。

「ウーッ!!」

　膨らんだ骨が急速に収縮しながら形を変えていく。

　硬かたい琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]が溶とけていくようだった。

　身体の至るところで組織が瞬時に組み換かわる。ぞくぞく、ぴりぴり、不思議な感覚がする。

「アンバー！」

「は、──」

　やがて、ふっと身体が軽くなり、あれほどアンバーを苛さいなんでいた痛つう痒ようが一瞬で消え去った。

「あ、れ……？　痛く、なくなった。うそみたい……」

　ぱちっと開いた目に最初に飛び込んできたのは、銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを大きく開いたまま大理石像のように固まっているレリウスだった。

　次に見えたのは、レリウスの胡坐に乗っている人間の、胴どうと手足。裸はだかのそれはリーゼと同じくらいの細身で所々に琥珀色の[image: 鱗]が浮かぶ。赤色の髪かみが、頰ほおや肩かたを撫でてくる。

「やったぞ、アンバー！」

　わあっ、と歓かん声せいがあがり、混乱しているアンバーは「この人間の手、ぼくの手!?」と、よくわからないことを叫んでしまった。

「ギルド生まれの幼生体が、俺の竜が成体になったぞ!!」

「すげえよアンバー！　いつも見てる竜たちの変容と同じだってのに、なんでだろ……めちゃくちゃ感動する。みんなにも見せたかった……」

　オリビエは目め頭がしらを押さえ、リーゼが満面の笑えみでアンバーを抱きしめてくる。ジェイドとフェアリーが前脚を取り合って喜び、メフィストはきょとんとしたあと「あんばー、へんしん、した！」と口を大きく開けて言った。

「出血してないか？　出血してたら大ごとだからな。ほかにどこか気になるところは？　内臓に痛みは？」

「うん……血も出てないし、どこも平気。リーゼが言ってたみたいに、楽になったよ」

　楽になれたけれど、落ち着かないふわふわした不思議な感覚に包まれている。

　成体になりたいと強く思ったその瞬間に変容できるなんて夢みたいだった。でも、春の訪おとずれと同時に始まった[image: 鱗]の痒みや骨の痛みや、急に大きくなった身体は、成体になる準備をしていて、アンバーの心が動く瞬間を待っていたのかもしれない。

　そして昨日『そろそろかもしれない。ボスに報告を……』という小さな独り言をこぼしたジュストは、早いうちからアンバーが成体になることを察知してくれていたのだろう。

　そのジュストがアプリコットオレンジの髪を揺ゆらし、ノートをぱらぱら捲めくりながら歩いてくるのが見えた。

　とびきりの甘い声と柔やわらかな笑顔で幼生体たちを可愛かわいがってくれる医師兼けんバトラーは、いつになく真しん剣けんな表情でリーゼに話しかける。

「ボス、執しつ務む室にいないから捜さがしたよ。でもちょうどいいところにいた。アンバーちゃんの成長記録帳を確かく認にんしてほしいの、あの仔こそろそろ成体になるかもしれなくて──」

「ジュスト、おまえの見立ては正しい！　見てみろよ！」

「え、なぁに？」

　ノートに視線を落として喋しやべっていたジュストは顔を上げるなり「うわあっ！」と彼らしくない凄すごい声を出した。ざざっ、と芝しば生ふを滑すべるように膝をついてアンバーに近づき、綺き麗れいな紫むらさきと桃もも色いろの瞳をきらきらさせる。

「アンバーちゃんっ、やっぱり成体になったんだね！　わぁ、そばかすちゃんだぁ……！　まっすぐの赤毛、可愛い！　おでこ広くて可愛い！　最高っ。世界一可愛いんじゃない？」

「俺もジュストさんとまったく同じこと思ってました」

　オリビエは涙ぐんでいたのが幻まぼろしみたいに白い美び貌ぼうをきりっとさせて断言し、腕うでを組んだリーゼは片眼鏡が外れそうな勢いで激しくうなずいたあと「いや、宇宙一だな」とつぶやいた。

　皆みなが歓喜に騒さわぐ中、レリウスだけが驚おどろいたまま固まり、黙だまってアンバーを見つめつづけている。

　いつも通り快活に笑って大喜びしてくれると思ったのに。アンバーは前脚で──否いな、両手で自分の顔をぺたぺた触さわった。人間の姿になったアンバーはそんなに変だろうか。乗りっぱなしになっているレリウスの胡坐の上で、なおも身を乗り出して話しかける。

「レリィ。あのね、ぼく──」

　変な姿だってかまわなかった。忙いそがしくても時間を作って会いにきてくれるレリウスに、今度はアンバーから会いに行くために成体になることを望んだのだと伝えたい。

　しかし、ようやく動いたレリウスに息が詰つまるくらい強く抱きしめられて言葉にできなかった。

「レリ、ィ？」

「アンバー。美しい……心が震えるほど愛らしいよ。俺はおまえが成体になるときをずっと待っていたんだ。これでようやく俺のものにできる。この瞬しゆん間かんに立ち会えたのはまさに運命だ」

「なに言ってんだてめぇ！　アンバーを放しやがれ！　寝ね言ごとは寝てから存分に言えよ、今すぐ眠らせてやるぜ」

「うちの仔にちょっかい出さないでくださいって言ったでしょうっ」

　なぜリーゼとジュストはいきなり怒おこりだしたのだろう。レリウスはとても素す敵てきなことを言ってくれて、アンバーは凄く嬉うれしいのだけれど──。

「わぁ」

「あんばー、まって、めふぃすともー」

　なにがなんだかわからないまま、怒る二人の手でレリウスから引き剝はがされたアンバーは、その勢いで芝生の上をごろんと一回転した。真似まねをして楽しそうにころころ転がってくるメフィストを抱いて止める。

　倒たおれたレリウスにリーゼとジュストが覆おおいかぶさるなり、ぼこ、どふ、という鈍にぶい音と、「うおっ……」という唸うなり声が聞こえてきた。オリビエだけがいつも通り冷れい徹てつで、「いやいや、ほんとに起きてこなくなりますって」とつぶやきながらレリウスを庇かばっているみたいだった。

「悪い、助かった。世界最強は竜だが、最恐はこの別べつ嬪ぴん凶きよう暴ぼう父子だと思わんか？　おぉ怖い」

「冗談ジヨークとはいえ今のはさすがに命取りだと思います、閣下」

「おまえ相変わらず冷淡クールだね……。ま、ジョークじゃあないがな」

　二人の会話と、レリウスにがみがみ言うリーゼとジュストの声が、すうっと遠のく。

　柔らかな芝生にぺたりと座ってメフィストを抱くアンバーは、天を仰あおいだ。

「まぶしい──」

　午後の太陽は夕ゆう陽ひへと移ろいかけてもなお強い輝かがやきを放ち、イフェイオンや色とりどりのルピナスの花か穂すいを煌きらめかせている。　>>>♥

　豊かな緑葉が重なり合って奏かなでる心地ここちいい音、清らかな小川のせせらぎ。

　お気に入りのライラックの茂しげみ、美しく咲さく白薔ば薇らの群生。

　人型になると見えかたや聞こえかたが違ちがってしまうのではないかと心配だったけれど、なにも変わっていなくて安心した。美み魔ま、鴉からす、弟竜りゆうたち、いま飼育小屋にいる魔物の匂においもわかるし、リーゼだけが喫のむ煙草たばこの薫かおりも、大好きな吸血鬼レリウスの冷たくて甘い匂いもちゃんと嗅かぎ分けられているのが嬉しい。

　──アンバー──

「はい」

　ふいに名を呼ばれ、アンバーは迷いなく返事をした。

　金剛石ダイヤモンドが触ふれ合うようなとても美しい声は、耳ではなく竜の頭の中に直接響ひびく。

　懐なつかしくて泣きそうになるほど嬉しくて、胸が高鳴る、彼女の声だ。

　──真まことの竜となった琥珀色の身が朽くちるその日まで、世界を守りなさい、アンバー──

「はい。ティアマトーさま」

　天空からきらきらとこぼれ落ちてくる虹にじ色いろの光が視みえているのは、アンバーだけのようだった。

　帝てい国こく暦れき一八七三年、春──。

　ドラゴンギルドで生まれ育ったアンバーは琥珀色の[image: 鱗]うろこと赤い鬣たてがみを持つ成体の土竜ゲノムスとなった。

　守護と支配、そして所有の本能は、身体からだの奥底で目覚めのときを待っている。

　恋こいも、まだ知らない。










「ちょっと……待って、リーゼ……」

「待ってるぞ、教えた通り書け。Ａ・Ｍ・Ｂ・Ｅ・Ｒだ、今はこの五文字が書けたらそれでいい、あとは明日からの七日間研修でバトラーが教える」

「ち、ちがうよ、そうじゃなくて──」

　ペンを持たされた手に思わず力が入ってしまう。

『今日は時間の許す限りアンバーのそばにいるつもりだ』と言ったレリウスは、大切な約束を守ろうとしてくれたが、リーゼが物凄い剣幕で追い返してしまった。アンバーは落らく胆たんする隙すきすら与あたえられず飼育小屋から連れ出され、スモックという衣服を着せられて、やけに豪ごう華かな部屋に放ほうり込まれた。

　目まぐるしく変わる状じよう況きようにまったくついていけない。

　甘くて苦い煙草の薫りが染しみついたこの部屋には、巨きよ大だいな書しよ架かや暖だん炉ろ、書類が山積みになった机と黒くろ革かわの椅い子す、応接セットなどがあり、壁かべには兄竜・サリバンの[image: 鱗]で作られた緑色の鉞まさかりがかかっている。筆頭バトラーの執務室は、サロメに読んでもらった絵本に出てくる王さまの部屋そのものだった。

　アンバーは応接セットのソファに座らされている。ローテーブルには小さな文字や数字がびっしり並んだ紙が一枚と、血で真っ赤に染まった大判の羊皮紙が置かれていた。

「ドラゴンギルドに所属するすべての竜とバトラーが目を通すべき〝鮮せん血けつの契けい約やく書〟だ。記き載さい内容は俺が説明する。よく目に焼きつけて、そっちの雇こ用よう契約書にサインしろ」

　羊皮紙の端はしから滴したたり落ちそうな赤い雫しずくが魔女ジゼルの血であることは、説明されなくても明確に感じられた。

　鮮血に濡ぬれた【CONTRACT ～Dragon Guild～】の文字が躍おどるように揺ゆれる。魔女の肉体は朽ちても血は羊皮紙の中で生きつづけている。このまま目が離はなせなくなりそうで、アンバーは金色の瞳ひとみを無理やり動かした。

　ローテーブルを挟はさんだ向かいのソファに座るリーゼは、レリウスへの怒いかりをとっくに治めたようだった。でも、飼育小屋でいつも見せてくれる優やさしい笑え顔がおはない。

「ティアマトーさまは成体に──真の竜になった息子むすこのもとへ来られるという。彼女の御お声こえは聞こえたか？」

「うん……聞こえたよ。世界を守りなさい、って……」

　永生の竜母神ティアマトーとは、すべての竜の母親のことを指す。

　アルカナ・グランデ帝国が興おこる遥はるか前よりこの地に棲すむ彼女は唯ゆい一いつの雌めすの竜であり、生と死を永遠に繰くり返しながら雄おすの竜だけを産み落とし、息子たちに世界を守護させていた。

　不ふ滅めつの身体は虹色の[image: 鱗]で覆われているが、誰だれもその姿を見たことがない。アンバーは当然のこと、約三百年を生きるエドワードでさえも。美しい声は聞けても決して会うことが叶かなわない母親に、竜の兄弟は懐かい慕ぼと絶大の敬愛を抱いだく。

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、土竜ゲノムス、風竜シルフイード、雷竜ヴオルト──ティアマトーの息子たちは五つの竜種に分けられ、そのうちゲノムスは温おん厚こうで優しい竜が多く、鉤かぎ爪づめを保持していないことが最大の特とく徴ちようだった。琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]で覆われた巨大な丸い身体は生き物を守る盾たてとなるために存在し、人の姿のときも大地を思わせるようなどっしりとした巨きよ軀くを誇ほこる。

　それなのに、人型になったアンバーは細くて頼たよりない。

　竜の兄弟は竜母神ティアマトーに植えつけられた本能に従って魔物や人間を守り、世界を守護し、純血種を完全に保持するため一代で死んでいく。けれど──。

「──守るって、どういうこと？　ぼく、ティアマトーさまとお話しできたのが嬉しすぎて、わからないのに『はい』って言っちゃった。どうしよう、ぼく噓うそつきになってしまう……」

「アンバーは噓つきになどならん。俺がおまえの守護の本能を覚かく醒せいさせ、ドラゴンギルドの知識と作法と、守ることのなんたるかを叩たたき込んでやる。だからその雇用契約書に教えた通りの文字を書け」

　猫ねこみたいな菫すみれ色いろの瞳が、すっと細くなる。

　リーゼは飼育小屋を出てから見たことのない顔ばかりを向けてくる。それがほんの少し不安だった。でも、孵ふ化かする前の卵のときから二十五年以上も愛情を注いできてくれた保護者の言葉をアンバーが疑うなんて絶対にない。

　鋭するどい視線を浴びながらペンを握にぎり直して、紙の一番下の空くう欄らんに、教えられた〝AMBER〟の五文字を書いた。

「あっ……」

　アンバーがペン先を浮うかせるなりリーゼは雇用契約書を半回転させて確かく認にんする。

　片眼鏡をカチャリと鳴らし、「よし……いいだろう」と満足そうな表情で言った。

「ではあらためて確認しておこう。ドラゴンギルドは、竜と、彼らを補ほ佐さするバトラーによる組織だ。組織形態は結社だがその位置は帝国軍の末まつ端たんにある。たったいま我が社と所属契約を成立させたアンバーは、ただの魔物ではなくなった。魔ま物もの狩がりから免まぬがれ、結社の従業員となり帝国軍の軍士となり、アルカナ・グランデ帝国のために働くことになる」

　それらはレリウスが話してくれた帝国の歴史物語に出てくるので知っている。

　しかしアンバーが理解できたのはそこまでだった。リーゼが淀よどみない早口で怒ど濤とうのごとく話しだす。

「我が社では竜を『一いつ匹ぴき』ではなく『一機』と数える。支給する軍服一式は着用厳守だ。主な任務は大規模な人災の鎮ちん静せい、火山噴ふん火かや竜たつ巻まきなど天災時における人命の守護、鉱毒・煙えん毒どく類の回収および浄じよう化か、超ちよう大型物資の輸送──竜には任務遂すい行こうの代だい償しように〝巣〟を与えるほか、趣しゆ味み嗜し好こう・遊ゆう戯ぎ・地位・名めい誉よ・議会での発言権・金のすべてを保障する。アンバーの研修終しゆう了りよう翌日を顔かお見み世せの日に設定し、それに合わせてファウストを本社へ呼び寄せる。顔見世とは、新たにドラゴンギルドと所属契約を交かわした竜が政府および帝国軍の上層部にその姿を披ひ露ろうすることだ。ファウストは諸事情があって顔見世をさせていなかったからな。ちょうどいい、二機同時におこなう。ここまでで質問はあるか？」

　アンバーは、ぱちぱちとまばたきをした。なにを言っているのかさっぱりわからないし、こんな変なリーゼは知らない。

　少し不安を感じていたところに嫌いやな気持ちまで芽生えてしまった。一いつ緒しよにいても楽しくない。幼生体にめっぽう甘くて、いつも『ほら、抱だいてやるから来いよ』とにこにこ笑いかけてくるアンバーたちの保護者は、どこへ行ってしまったのだろう。

　質問はあるかと言われて思い浮かんだのは「あなた本当にリーゼ？」だけで、それを訊たずねようとしたとき、トントンッと扉とびらがノックされた。

「どうぞ」

　リーゼの短い返事のあとに執しつ務む室へ入ってきたのはジュストと軍服姿のオーキッドだった。どうしたらいいかわからなくなっていたアンバーが縋すがるように瞳を向けると、風竜の兄・オーキッドが花びらみたいな唇くちびるを大きく開く。

「あーっ。ほら、やっぱりだよジュスト」

「本当だ、僕たちの勘かんが当たっちゃったみたいだね」

　ジュストとオーキッドは慣れた足取りで応接セットに近づき、向かい合って座っているリーゼとアンバーの左右に立つ。くるくるの巻き毛が可愛かわいらしい兄竜りゆうは、薔ば薇ら色いろの頰ほおをぷくっと膨ふくらませて言った。

「リーゼくんったら、どうせまた難しいこと一気にいっぱいしゃべったんでしょ？」

「なんだ、どうせまたって」

「忘れちゃったの？　ギルドに来てすぐのぼくに発言権とか名誉とか難しいことばっかり早口で言って、『泣くなっ』って怒ど鳴なったり、サインしろってしつこく迫せまったり」

「俺がいつおまえにそんな酷ひでぇことしたんだよ」

　アンバーは言い合う二人を交こう互ごに見て、反対側に立っているジュストはローテーブルをのぞき込む。

「雇用契約書にばっちりサインできてるじゃない。ボスは次の大事な処理があるでしょ？　僕らも今日中に健康診しん断だんと採血と、軍服の採寸と、バスルームの使いかたも教えなきゃだめだし、けっこう時間かかるからアンバーちゃん連れて行くね」

「なに？　おいジュスト」

「明日からの七日間研修のスケジュールは今テオとレスターが組んでるよ。あとで提出しにくるって。承認サインちょうだい……ね、ボス」

　見る者をうっとりさせる綺き麗れいな美魔は、リーゼの耳に唇を近づけて、蜂はち蜜みつみたいな甘い声でささやく。

　オーキッドが扉に向かって軽かろやかに駆かけ、ジュストに腰こしを抱かれて立ち上がったアンバーはなにもわからないまま執務室を出た。ジュストとオーキッドがくすくす笑い合う。

「やったね、救出成功っ」

「アンバーちゃん、次は医務室だよ」

「え？　いむしつ？　……わっ」

　三人で長い廊ろう下かを歩く最中、なぜか急に転てん倒とうしそうになった。腰を抱いたままのジュストが支えてくれる。

「ありがとう、ジュスト」

「今のふらつきかたちょっと気になるな。頭くらくらしてない？」

「くらくらしてないよ。けどさっきも、なにもないところで転びかけたんだ……」

「アンバー、それね、尻尾しつぽがないからだと思うの。ぼくも成体になったばかりのとき上手うまくバランスが取れなくてふらふらしたよ。でも三日くらいで慣れたから大だい丈じよう夫ぶ！」

　にこっと微笑ほほえむオーキッドは天使みたいに可愛いけれど、教えてくれたその内容に驚おどろいた。尻尾がないとはどういう意味だろう。アンバーは焦あせって尻しりを触さわり、そこがすかすかであることにさらにびっくりする。

「ああーっ、ほんとだ！　しっぽ、ない！」

「あれ、いま気づいた？」

「成体になってすぐ執務室に直行だったし、慌あわただしくて気づけなかったよね。慣れるまで転ばないように気をつけよう。こんなふうに僕がずっと抱いてあげるのもいいよね……」

　ウフフ……と、ちょっぴり妖あやしく笑うジュストに連れてこられた医務室は天てん井じようも壁かべも白く、ツンと鼻び腔こうをつく薬品の匂においが漂ただよっていた。

　身長と体重を確認して視力検査をおこなうと、ジュストはアンバーを丸椅い子すに座らせ、ノートやいろいろな器具を載のせたワゴンを運んでくる。角と歯し牙がのチェックをしてもらい、指示に従って琥珀色の涙なみだを試験管に落とす。そのあと見せてくれたノートは、先ほどジュストが飼育小屋に持ってきていたものだった。

「このノート、とっても古いでしょう？　アンバーちゃんが孵化した日から毎日つけてる成長記録帳だよ。アンバーちゃんはね、孵化して一万二百五十七日目──つまり、二十八年と一か月と七日で成体になったの。本当におめでとう。僕、嬉うれしくて嬉しくて、気を緩ゆるめたら泣いちゃいそう」

「えっ、二十八年？　ぼく、孵化してだいたい二十五年って思ってた」

「それでいいよ、竜は年ねん齢れいをざっくりとしか憶おぼえられない魔物だから」

　レリウスよりもアンバーのほうが早く生まれていた事実に驚いたが、竜の習性が働いて、年齢なんて大凡おおよそでいいかという考えに戻もどった。

　ジュストが手招きをして、視力検査表で遊んでいたオーキッドが駆け寄ってくる。

「ねえねえ聞いて、ぼくはねー、たぶん六十歳！　可愛くてぴちぴちのシルフィード」

「あはは、そうだね、オーキッドもアンバーちゃんもぴちぴちで可愛いよ」

　ジュストは楽しそうに笑ってノートを閉じると、マスクをつけてゴム手て袋ぶくろを嵌はめ、注射器を手に取った。マスク越ごしの声が急に慎しん重ちようなものになる。

「今からアンバーちゃんの腕うでに注射針を刺さして血液を採るね。僕が『動いていいよ』って言うまでじっとしててほしいんだけど、大丈夫？　できそう？」

「うん、できる」

「いい仔こだね。そしたら針を刺すよ。痛くないからね」

　針が腕に刺さっても、本当に痛みもなにも感じなかった。砂金のような粒つぶが交ざった粘ねん性せいの高い血液が注射器にゆっくり溜たまっていく。

　やがてジュストは「オーキッド、涙お願い」とつぶやき、兄竜がうなずいた。長い金色のまつげから生まれた若葉色の雫しずくがきらきらと煌きらめく。

「わ。オーキッド兄さまの涙すごく綺麗」

　注射針が抜ぬかれると同時に若葉色の涙が落ちてきて、極小の傷口はあっという間に消えて見えなくなった。

「ありがとうオーキッド。アンバーちゃん、動いて大丈夫だよ。検査の下準備だけ終わらせてくるからちょっと待っててね」

　いつもの甘い声に戻ったが、ワゴンを押しながら部屋の奥にあるもうひとつの扉の中へ入っていくジュストの動きはなおも慎重だった。

　その理由を、オーキッドがニコッと笑って言う。

「もちろんアンバーも知ってるよね。竜の血は猛もう毒どく、涙は薬、精液は永遠の若さの源だってこと──」

　兄竜の言葉に、こくりとうなずく。アルカナ・グランデ帝てい国こくに生きる者でこの伝承を知らぬ者はいない。アンバーはレリウスから教わった。

　竜の血を浴びた人間は即そく死し・魔ま物ものは悶もん死しすることや、涙が万ばん能のう薬やくで護ご符ふにもなることは、魔物のあいだでは周知の事実であり、帝国側も複数の実例を認めている。精液だけが噂うわさの範はん疇ちゆうを抜けきらない。入手不可能な精液は竜の最大の謎なぞとされ、その正体を暴あばきたい政府や帝国軍は噂だ虚きよ偽ぎだと騒さわぎつづけているという。

『竜の精液は永遠の若さの源──それが噂ではなく真実であることは、ドラゴンギルドに深く関かかわる者だけが知っている。リーゼに若さを維い持じさせ、〝サタン・オブ・ギルド〟を創つくり出したのはアンバーの兄さまだよ』

　レリウスから話を聞いたのは五年以上前で、そのときはなにも思わなかったことが、今はとても気になる。

「オーキッド兄さま、精液ってなあに？　涙は目から出るけど、精液はどこから出るの？」

「え！」

　気になるそれを訊たずねた途と端たん、なぜかオーキッドは顔を真っ赤にした。でも三十ほど歳としの離はなれた兄竜として、しどろもどろになりながらも説明してくれる。

「え、えっと……精液はね、えっと……ペニ、ス、から出るの。は、発情すると出るんだよ……ぼくはまだ、発情してないけど……。きっともうすぐ……もしかしたら今夜かも？　テオにおねだり……じゃなくって、訊きかなくっちゃ」

「はつじょう？　ぺにす、って？　あ、この柔やわらかいもの？」

「もうっ、なんで下着を穿はいてないのっ」

　アンバーはスモックの裾すそを捲まくり、裸はだかの下半身をじっと見た。ペニスと呼ばれる器官は竜の姿のときは隠かくれて見えないが、人型になるとこうして表にあらわれるらしい。

「尻尾がなくなる代わり？　へんなの」

　それにここは尿にようが出る部分ではないだろうか？　ふにゃふにゃした不思議な感かん触しよくのそれを摘つまみ、伸のばしてみる。すると、「きゃーっ」と叫さけぶオーキッドに手を払はらわれ、スモックの裾を大急ぎでおろされた。

「ひ、引っぱっちゃだめ！　自分でいじっちゃだめなの！　かちかちに、なっちゃう……じゃなくって、……痛くなるからっ」

「うん、わかった」

　本当はオーキッドの説明はよくわからなかったけれど、薔ば薇ら色いろの頰ほおをさらに赤くする兄竜りゆうが可愛かわいかったので、嬉しくなったアンバーはにこにこ笑って返事をした。

　マスクとゴム手袋を外したジュストが戻ってくる。アンバーが怖こわがるとわかっていたのだろう、魔物専門の医師はできるだけ穏おだやかに伝えようとしてくれた。

「細かい検査はこれからしていくんだけど、アンバーちゃんの血は猛毒になってたよ。これは幼生体の時期をきちんと経て本当の竜になった証あかしなんだよ」

　竜の血は猛毒。人間は即死、魔物は悶死──自分からレリウスに会いに行くために成体になりたいと願ったときは、このことまで考えが及およばなかった。

　大好きなレリウスやリーゼやバトラーたちの命を脅おびやかすほど危険なものが、自分の身に流れているなんて。今までにこにこ笑っていたのに、心が一気に沈しずむ。柔らかく微笑むジュストはすぐそばにしゃがみ、アンバーの手を取って言った。

「竜って、大きくて強いよね。だから痛みをほとんど感じないの。激痛に苦しんでもすぐに忘れてしまう魔物なんだよ。そのせいで無む茶ちやばかりするから、僕は少しくらい憶えててほしいなって思うんだけど。人型のときの、この柔らかい皮ひ膚ふも、じつは凄すごく強きよう[image: 靭]じんなんだ。アンバーちゃんは注射針、痛くなかったよね？」

「うん……」

　注射針を刺されても痛くなかったし、先ほど経験したばかりの、幼生体から人型へ変容するときの凄すさまじい痛つう痒ようも、もう記き憶おくから抜け落ちて二度と思い出せない。

「アンバーちゃんはこれからどんどん強くなって、小さな傷ができて出血しても気づけなくなる。その血が魔物や人間を苦しめたり、死に追いやってしまう場合もあるんだよ」

「いやだ、ぼくの血で誰だれかが死ぬなんてすごく怖い。そんなことになったら悲しくて悲しくて、ぼくも死ぬと思う」

「うん、そうだね。ゲノムスはとっても優やさしい竜だもの。だから絶対に悲しいことが起こらないようにしようよ。身体からだのどこかを強くぶつけたら、痛くなくても出血の有う無むを確かく認にんすること。血が出たらその場を動かずに生き物たちを逃にがすこと。そして兄弟とバトラーを大急ぎで呼ぶこと。このみっつの決まりごとを必ず守るって、僕と約束してくれる？」

「約束するっ、ぜったい！」

「ぼくもみっつの決まりごと、ずっと守ってるよ！　ね、ね、ジュスト」

「うんうん、みんないい仔だねー」

　そうして笑い合うアンバーたちよりも、医務室の入り口のほうが賑にぎやかなことに気づいた。

　見ると扉とびらが開いていて、シャハトとバーチェスとシーモアが「このドア小さくないかな」「押すなよシーモア」「お、押してないもん」と騒いでいる。

「来た来た。ふふっ、土竜ゲノムスのお兄ちゃんたち、成体になったアンバーちゃんが気になってしかたないんだよ。ゲノムスってころころしてて本当に可愛いよね、大好き」

　立ち上がったジュストにそう教えてもらい、アンバーは物凄く嬉しくなった。

　三匹びきの兄竜はどっしりした身体に銀ぎん灰かい色しよくの軍服がとてもよく似合っていて、手も大きく角も立派で、癖くせのある赤毛が炎ほのおみたいで最高に格好いい。それはアンバーが理想とするゲノムスの姿だ。

　でも、なぜか扉の近くで押し合いばかりしている。

「どうして兄さまたちは部屋に入ってこないの？」

「んー、本当は入れてあげたいんだけどねぇ、僕たち仕事ができなくなっちゃうからね……」

　理由はよくわからなかったが入室を止められているらしい。

　ジュストの言いつけをきちんと守る兄竜たちは扉ぎりぎりに立ち、揃そろって手を振ふってくれた。彼らのところへ行きたいのに行けなくて、うずうずそわそわしながら笑え顔がおを返すと、「わー、笑ったよ！　可愛いなあ」「高い高いしてやりてえ」「僕と手つないでくれるかな……」という会話が聞こえてくる。

　さらに、兄竜たちの向こうから元気な声がした。

「はいー、どいてどいて。もーっ、大きくて丸っこいのが三機も固まってたら、ここの廊ろう下かだけへこんじゃうだろーっ」

「あっ、ずるいぞエリス」

「僕は仕事だからねー」

　巨きよ軀くの壁かべをするりと通り抜けて医務室へ入ってきたのは、クリップボードを持ち、首から巻き尺を下げているバトラーのエリスだった。

　いつも元気潑はつ剌らつで服装フアツシヨンに敏びん感かんなエリスはアンバーの髪かみをふわりと広げて楽しそうに言う。

「さらっさらの赤毛と、そばかす、広いおでこ！　かっわいいなあ！　軍服よりセーラー服と麦わら帽ぼう子しのほうが断然似合うね！　セーラー服の袖そではギャザーを寄せたパフスリーブにしてさ。あーぁ、厳いかつい軍服と軍帽なんかキュートさの無む駄だ遣づかいだよ、もったいない」

「身長だけ測っといたよ、十二・八テナー（約百七十センチ）だった」

「ありがとうございます！　オーキッドとほとんど同じですね」

「うそぉ、ぼくのほうが絶対高いっ、だってお兄さまだもん。ねーぇ、ジュスト、ぼくも身長測りたーい」

「はいはい、こっちおいで」

　ジュストとオーキッドが身長計のところへ行くあいだに、エリスは「はい、立って」とか「ちょっと腕うでを上げて」とか言い、アンバーの身体のあちこちを巻き尺で測ってはクリップボードの紙に数字を細かく書き込んでいく。ペンの尻しりで頭をかりかり搔かきながら、戻もどってきたジュストたちに言った。

「こりゃあ既き成せいの軍服を詰つめまくるよりも一から作ったほうが早いですね。早いって言っても一週間はかかっちゃいますけど」

「いいよ、サーベルも同じころに仕上がると思う。明日からのアンバーちゃんの服をどうするかだなぁ。ずっとスモックってわけにはいかないし、バトラーのシャツとスラックスはボスが嫌いやがりそうだし……」

「ぼくの軍服、貸してあげる！　やっぱりぼくのほうがほんのちょっと背が高いから、軍服も大きいかもしれないけど……ふふっ」

「オーキッド兄さま、ありがとう。嬉うれしい」

「優しいねオーキッド、さすがはお兄ちゃん。──エリス、そしたら明日の朝一で軍服一式の発注お願い。ひとまず急ぎで一セット。追加で五セットあれば充じゆう分ぶんかな。見積書の回収と納期確認も忘れずにね。報告よろしく」

「わっかりました！」

「わぁっ……」

　油断していたらまた急に脚あしの力が抜ぬけて、うしろへ倒たおれてしまった。

　竜は頭も頑がん丈じようで、ドコォッ、と床ゆかのほうが大きな悲鳴をあげる。ジュストが焦あせって抱だき上げてくれた。

「痛くない？　血はっ？　たんこぶできてない？　氷ひよう囊のう作ろっか？　膝ひざ枕まくらしてあげよっか？」

「ありがとう。ぜんぜん痛くないし血も出てないよ、びっくりしただけ」

「竜は強いから痛みを感じないって自分で説明したばっかりなのに」

「あちゃー、ジュストさんまで過保護の予感～」

　そうして四人で笑ったりわいわい言ったりしていると、医務室の入り口から「いいなぁ、楽しそう」「僕らも交ざりたい」「おれたち土竜ゲノムスの弟だぞ、くっそう」というつぶやきが聞こえてきた。

「僕とオーキッドはもう一度ボスのところへ行くから、エリス、あとお願いしていい？　食堂と……、巣はファウストくんの隣となりにしよう。バスルームの使いかたと歯は磨みがき教えてあげてね」

「了りよう解かいです！」

　医務室を出てすぐにバーチェス、シャハト、シーモアと笑顔で抱き合った。

　そのまま皆みなで食堂へ行く。今までバトラーが用意してくれるものを食べていたから、自分で選んで準備すると教えられて驚おどろいた。でもそれは好きな食べ物を選べるということで、アンバーが迷わず「胡桃くるみいっぱい食べる！」と言うと、兄竜たちは素す手でで胡桃を次々と割り、シーモアが蜂はち蜜みつをたっぷりかけてくれた。

　アンバーはきらきら輝かがやく胡桃の蜂蜜がけを手づかみで食べ、同時にエリスが「手はだめだって！」と叫さけぶ。

「あーぁ、手も口まわりもべったべた……。髪にも蜂蜜が付いてる！　こういうときはスプーンを使って食べるんだ。バーチェスたちも放ってないで教えてやりなよ」

「すぷーん？」

「べつに手で食ったっていいじゃねえか」

「さっきまで幼生体だったんだよ」

「みんな過保護だし甘すぎる！　あとから苦労するのはアンバーなんだからな」

　もっとシャハトたちと一いつ緒しよにいたいのに、怒おこりぎみのエリスに「今日は終わりっ」と言われてしまった。

　水差しとグラスを持つアンバーは、大きな籠かごを抱かかえるエリスのあとをついて歩く。エントランスホールを抜けて飴あめ色いろの大階段を上る。

　長い廊下に等とう間かん隔かくに設しつらえられた鈴すず蘭らん型のシェード。そこからオレンジ色の光がこぼれ落ちている。レリウスの腕の中で成体になったときはまだ明るかったというのに、縦長の窓の外はすっかり暗くなっていた。

「ここがアンバーの巣だよ」

「巣……？」

　重そうな扉が、ギ……、と音を立てて開く。

　エリスが慣れた手つきでランプを灯ともすと、蔦つた蔓かずら模様の絨じゆう毯たんがどこまでも広がっているのが見えた。机や椅い子すや、なにも入っていない棚たなが並んでいて、中央には立派な応接セットがあり、その向こうに驚くほど大きな寝しん台だいがある。

「広くて綺き麗れいだろ？　アンバーたちがいつ成体になってもいいように、バトラーみんなで欠かさず掃そう除じしてきたんだ」

　確かにとても綺麗だけれど、広すぎてがらんとしていて落ち着かない。アンバーは、苔こけむした岩と岩の隙すき間まやライラックの茂しげみのような、草花の生えた狭せまい場所が好きだった。

　エリスは抱えていた大きな籠を絨毯に置き、オーキッドに借りた軍服やシャツを取り出してソファに並べていく。

「ピッチャーとコップはベッドの横のテーブルに置いて、好きなときに飲んで。今日はばたばたして疲つかれただろ？　シャワーを浴びたらリラックスできるよ。歯磨きもしないと。バスルームはこっち」

　タオルと歯ブラシを持って部屋の奥へ行くエリスを追いかける。バスルームも広く、そこに全身が映る縦長の鏡があり、アンバーは人型になった己おのれの姿を初めてまじまじと見た。

　手足も胴どうも、角まで細くて、頼たよりない印象がある。鼻先のぶつぶつは〝そばかす〟と言うらしい。広い額と、やけにまっすぐの髪。

「ぼくだけ、ちょっと違ちがうみたい……」

　でもアンバーは成体になったばかりだ。これからどんどん大きく丸くなって、赤毛だって炎みたいにちりちりに変わり、エドワードやバーチェスたちのような最高に格好いい土竜ゲノムスになるに違いない。

　そう自分を励はげまし、エリスにバスルームの使いかたを教わる。用の足しかたと歯磨きは簡単だったが、風ふ呂ろがどうにも難しかった。

「泡あわは全部流すっ、幼生体のときもそうしてたろ？　あーっ、びちゃびちゃのままウロウロしたらだめだって！　まずバスタオルで拭ふく！　頭ぶるぶる振るのもナシっ。それやっていいの幼生体だけ」

「えぇー。さっきからだめばっかり」

　エリスはリラックスできるよと言っていたけれど、逆にぐったりしてしまった。

　温まった身体からだが冷えないうちに寝台に入れと急せかされる。エリスはアンバーに優やさしく毛布をかけ、ぽんぽんと軽く叩たたいて言った。

「よし、寝ねる準備ばっちりだね。朝は六時台に食堂でごはんを食べるんだ。念のため明日は巣に迎むかえにくるよ。まだ目覚まし時計もないし、初日から寝ね坊ぼうなんて考えただけでゾッとする～。明日の朝もモリモリ食べて、研修がんばろうな。おやすみー」

「おやすみ、なさい……」

　ランプが消え、大きな扉とびらの閉まる音がする。

　元気で賑にぎやかなエリスが出て行ってアンバーだけになると、部屋の空くう虚きよさが一層強く感じられた。

　花びらと土を鼻先にかぶって寝るのが好きなのに、ここにはない。アンバーは溜ため息をついてうつ伏ぶせになり、たくさんあるクッションの下に頭を突つっ込む。今も混乱と戸と惑まどいが消えないほど多くの出来事があったけれど、閉じたまぶたに最初に浮うかんできたのは大好きな吸血鬼の姿だった。

「レリィ。……レリウス」

　──今日は時間の許す限りアンバーのそばにいるつもりだ──

　果たされなかった大切な約束が、音もなく舞まい降りてくる。

　成体になれば人型に変容して好きなときにレリウスのところへ行けると思った。だから早く成体になりたいと願ったのだ。それなのに、まったく違っている。レリウスと一緒にいられるはずだった時間まで消えてしまった。

　成体になって嬉しいことも確かにあった。でも、わからないことだらけで戸惑いのほうがずっと強い。どうしてレリウスと離はなれ離ばなれになったのだろう。なぜ服を着ないとだめなのだろうか。なにもない部屋で、アンバー一いつ匹ぴきで眠ねむらないといけないのはどうして──。

「ゥー……」

　わからないことばかり思い浮かんでくる。息苦しくなって何度も寝返りをうつ。清潔なシーツは石せつ鹼けんのいい匂においがするけれど、苔こけ桃ももや芝しば生ふの感かん触しよくとはまるで違っていた。ここには葉音も小川のせせらぎも弟竜りゆうたちの寝息もなく、静かすぎて耳鳴りがする。

　寂さびしくて眠れないまま時間が過ぎていく。アンバーはとうとう上体を起こした。

「………」

　すん、と鼻を鳴らす。空気の匂いと冷たさから今が深夜だとわかる。

　寝台をおりて大窓をのぞくと、綺麗な星空と見覚えのある景色が広がっていた。

「中庭だ」

　幼生体のときに何度か遊んだ、親しみのある場所だった。アンバーはこの部屋が三階にあるとわかってもためらわず大窓から外に出て壁かべを伝いおり、静かに着地してしゃがみ込む。

　中庭は手入れが行き届いていて美しく、見上げれば鈴なりに咲さくミモザが天から降ってくるみたいだった。チューリップを濡ぬらす夜よ露つゆを口に含ふくんで喉のどの渇かわきを潤うるおす。

　どの方向へ行けば飼育小屋があるのか、まだきちんと把は握あくできていない。アンバーは中庭を漂ただよう花か香こうのあいだからジェイドとフェアリーとメフィストの匂いを嗅かぎ分け、それを頼りに走りだす。

　駆かけながら、煩わずらわしいスモックを脱ぬぎ捨てて裸はだかになる。

　身体も鬱うつ々うつとしていた心も軽くなった。

「わっ」

　飼育小屋が見えて安あん堵どした瞬しゆん間かんまたドテッと転てん倒とうしてしまった。強打した膝ひざは痛くないが、ジュストとの約束をしっかり守る。

「すぐ出血確かく認にんっ。……よかった、大だい丈じよう夫ぶだった」

　膝に付いた砂もそのままに、アンバーは磨すりガラスでできた扉を開けた。

　懐なつかしい飼育小屋の空気を思いきり吸い込んで白い石いし畳だたみの小道を走る。馴な染じんだ匂いと風景に、おのずと笑え顔がおになる。ラズベリーの茂みがかさかさと揺ゆれて、弟たちが顔をのぞかせた。

「あ！　アンバーっ」

「みんな……！」

　こんな遅おそくまで起きてアンバーを待ってくれていたのだろうか。もっと早く戻もどってくればよかった。メフィストはさっそく「あんばー、だっこ！　だっこして」と短い前まえ脚あしを伸のばし、甘えん坊の末まつ弟ていを抱だき上げるアンバーに、ジェイドとフェアリーが興きよう味み津しん々しんで訊たずねてくる。

「遅かったね、なにしてたの？」

「それが……よくわからないことばっかりで。リーゼにすごく難しい話をされたよ、見たことない顔してた。あとはジュストに健康診しん断だんをしてもらったり、エリスにお風呂の入りかたを教えてもらったり」

「ふぅん。おれたちも成体になったら同じことするのかな？」

「きっとすると思うよ。兄さまたちとごはん食べられたのは嬉うれしかった」

「えーっ、いいなぁ」

　ジェイドとフェアリーを不安にさせたくないから、広くてがらんとした部屋に寝かされることは黙だまっておいた。孵ふ化かしたばかりでまだまだ成体にならないメフィストは、楽しそうにアンバーの平たい胸を押してくる。

「じゅすと、ギュッギュしてくれた？」

「そうそう、それもしてもらったよ。あの道具、ええっと……聴ちよう診しん器きっていうんだって」

「めふぃすとも、たまごのとき、じゅすとにギュッギュしてもらってた、おぼえてる」

「卵のときのこと憶おぼえてるの？　メフィストすごいね」

　すると三匹の弟竜は大事なことを思い出したようで、揃そろって「あっ」と口を大きく開けた。

「たまご、ぴかぴかしてる」

「えっ、なんで？　もしかして孵化するの？」

「孵化じゃないと思う。でもさっきからずっと光ってるんだ。こっちだよ」

　ジェイドが先導してくれる。アンバーは片かた腕うででメフィストを抱き、フェアリーと手をつないでついていった。

　アンバーたちの言う〝卵〟とは、冬の盛さかりにファウストが発見した風竜シルフイードの卵のことで、今はメフィストが使っていたゆりかごの中で孵化の時期を待っている。

　鈴蘭水仙スノーフレークの広い花畑全体が緑色の光に染まっていて、アンバーはひどく驚おどろいた。

　シルフィードの卵は時折輝かがやいていたが、こんなにも強い光を放つところは見たことがない。それも、悲しげな光だ。

　花畑へ入ったジェイドがゆりかごを抱かかえて戻ってくる。

「綺き麗れいな花の中に置いたら落ち着くかなって思って移動させたんだけど、だめだったみたい」

　ゆりかごをのぞき込んだアンバーは、自分まで悲しくなった。

　卵はまだ孵化しない。うっすらと透すけている若葉色の殻からに包まれた幼生体は、目に涙なみだをいっぱい浮かべ、ひたすら黒竜の兄を呼んでいた。

「泣いてる……。ファウストがずっといないから、寂しくて不安なんだ……」

「ふぁうすと、どこにいるの？　めふぃすとが、つれてきてあげる。めふぃすとはたまごの、にーちゃんだから、たまご、かなしませない」

　小さな弟が卵を大切に想おもっていることが嬉しかったけれど、ジェイドが「無理だって」とからかってしまい、メフィストは「むーっ、どして？」と大きな瞳ひとみを吊つり上げた。アンバーは赤い[image: 鱗]うろこに覆おおわれた小さな尻しりをぽんぽんと叩いて宥なだめる。

「ファウストはずっとずっと遠くの、北の端はしに棲すんでるから、ぼくたちじゃまだ飛んで行けないんだよ。でも一週間後くらいにファウストを呼ぶってリーゼが言ってた」

　大好きな彼に会えない一週間は果てしなく長い。

　アンバーは飼育小屋でレリウスを待ちつづけてきたから、それがどれほど寂しいか、本当によくわかる。

「ぼく知ってるんだ、ファウストはおちびちゃんのことをいつも想ってるよ。もうすぐ来てくれるからね、一いつ緒しよに待とうね……」

　卵に触ふれ、心を籠こめて伝えると、強きよう烈れつな緑色の輝きが若葉色の淡あわい光へ移ろっていく。

　心配そうにゆりかごをのぞいていたフェアリーが、ほっと安心して言った。

「わたし、みんなでいっしょに寝たい。おちびちゃんもいっしょがいいな」

「おれもそう思ってたとこ！」

「あんばー、めふぃすとをだっこして、ねていいよ」

「ふふっ……、わかった」

　皆みなできゃあきゃあ騒さわぎながら、ゆりかごを囲うようにして横たわる。ほどなくジェイドとフェアリーの寝息が聞こえてきた。

　メフィストは弟のことがまだ気がかりなようで、アンバーの腕から抜ぬけてゆりかごをよじ登る。若葉色の光を纏まとう卵に「さみしくないよ、おやすみね」と、ひそひそ語りかけてギュッと抱きしめ、アンバーの腕の中に戻ってまぶたを閉じた。

　星明かりが降る飼育小屋の、柔やわらかな草花に頰ほおを撫なでられて、心地ここちいい眠気がやってくる。アンバーは小さな弟を抱き、耳に馴染んだ清流のせせらぎを聞きながら眠った。
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「なにをやっているんだおまえは！」

　早朝のドラゴンギルドに大声が響ひびき渡わたる。成体の土竜ゲノムスとなったアンバーの日々は、リーゼの怒ど号ごうとともに始まった。

　昨夜に言っていた通りエリスは部屋まで迎むかえにきたが、寝しん台だいが空っぽだったことに慌あわてふためき、報告するなりリーゼはまっすぐ飼育小屋へ足を向けたという。アンバーは叩たたき起こされて外へ連れ出され、エリスが拾ったスモックを着せられた。

「なぜ飼育小屋にいる!?　裸でうろつくとはなにごとだっ」

　座り込むアンバーの頭にふたたび雷かみなり声ごえが落ちてくる。

　なぜ怒おこられているのか、わからない。リーゼはまた知らない顔をしているし、これは怖こわい夢で、アンバーはまだ飼育小屋で寝ねているのではないかとさえ思った。しかし、潤うるみはじめた瞳もからからに渇いた喉も本物で、アンバーは「寂さびしくて、眠ねむれなかったから」と掠かすれた声で言った。

「そんなもの理由になるかっ。真の竜となった身で飼育小屋に戻るなどと……それがどれほど情けないことか、わからんのか!?」

「う、……ぅ」

「泣くなっ。成体になったのなら安易に涙を落とすな、最強の魔ま物ものである竜りゆうの自覚を持て！」

　わかっている、成体の竜は人型を得られる代わりに落らく涙るいできなくなると。己おのれの涙は万ばん物ぶつに影えい響きようを及およぼす劇薬だと本能が正しく理解するようになるからだ。今も、泣きたい気持ちと、泣くなという強い本能がアンバーの中でせめぎ合っていて物もの凄すごくつらい。

　エリスは黙って立ち尽つくしている。緊きん迫ぱくと沈ちん黙もくに包まれたとき、この場に似合わない飄ひよう々ひようとした声が聞こえた。

「はーい、リーゼくんストップ。弟に期待してるだけだってこと、ぼくはわかるけど、それじゃあぜんぜん伝わらないしアンバーに嫌きらわれちゃうよ？」

　ふいに目の前が綺麗な金色に染まった。とっさにまぶたを閉じた目め許もとに、なにかが触れてくる。舌の感かん触しよくに似たそれが離はなれて、アンバーは瞳をぱちぱちと瞬またたかせた。鼻先が触れるほど間近で微笑ほほえむのは、竜の兄弟で最も美しく端たん麗れいなシルフィード──。

「あはは、本当にそばかすちゃんだ。真っ赤なまつげもかわいいね。細くて小ちっちゃくて、バーチェスたちが夢中になるのもわかるよ。──あの銀の目をしたヴァンパイアも、かな？」

「サリバン兄さま……」

　座り込んだままのアンバーのそばに片膝をつき、肩かたを抱いてくるサリバンは、竜のしきたりに則のつとって涙を舐なめ取ってくれたようだった。

　砂金を溶とかしたみたいに煌きらめく、金色の長い三つ編み。眦まなじりには橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ねたような神秘的な色の[image: 鱗]が浮うかぶ。にっこり笑いかけてくるサリバンは、きらきら眩まぶしい。

「アンバー、サリバン兄さまに聞かせて？　飼育小屋に戻もどって寝ちゃだめなのはね、アンバーがもう幼生体じゃないからなんだー、これはわかる？」

「………。うん」

「いい仔こー。でも成体になったからっていきなり一機にされるのは寂しいし、いやだよね。アンバーの気持ちよくわかるよー。寂しくて眠れないときはね、兄弟たちの巣へ行くといいよ。どう？　今夜はサリバン兄さまとリーゼくんのベッドに来ない？　大だい歓かん迎げいしちゃう」

「サリバン兄さまとリーゼのベッド……？」

　魅み力りよく的なその場所に行きたいけれど行きたくない。

　横目で確かく認にんしたリーゼは、ずっと見たことのない表情をしている。幼生体にはめっぽう甘いのに、アンバーたちの知らないところで成体の兄弟にきつく当たってきたのだろうか。そんなのは絶対に嫌いやだ。昨日リーゼがレリウスを追い返したことまで思い浮かんできて、ひどく混乱したアンバーは本心ではないそれを口走ってしまった。

「いや、だ。もぅ……、き……ら、いっ」

　エリスは目と口を大きく開いて物凄くびっくりし、裏返った声で「きらいぃ!?」と叫さけぶリーゼはこの世の終わりが来たような顔をする。

「ごはん、と、研修、する」

　レリウスや弟たちとの思い出が詰つまった大好きな飼育小屋にはもう戻らない。たまらなく寂しくて悲しい。堪こらえきれなくなったアンバーは、研修を受ける意思があることだけをどうにか伝えてその場から逃にげ出した。

　背にサリバンのあきれた声がぶつかってくる。

「あぁ、行っちゃった……。──えっ、ちょっとリーゼくん、しっかりしなよ。瀕ひん死しのダメージ受けるくらいならそんな怒りかたしなきゃいいでしょ。相変わらず小っちゃい仔の扱あつかいが下手へただなぁ、リーゼくんは」

　がむしゃらに走っていたら勢いよく転てん倒とうし、ズザザ……と顔面をこすってしまった。

「う、ぅ……、すぐ出血確認……」

　サリバンに舐めてもらったばかりなのに、また涙が滲にじんでくる。のろのろ身体からだを起こしていると、息を切らして追いついたエリスが手を貸してくれた。

「やっぱり竜だから走るのめちゃくちゃ速いなあ！　大だい丈じよう夫ぶ？　血、出てない？」

「うん。血、出てない。エリスごめんなさい。ぼくなにもわかってなくて、自分がすごく勝手なことしてたのもわかってなくて。エリスは部屋に……巣に、迎えにくるよって言ってくれてたのに」

「違ちがうよ、僕が言葉足らずだったんだ。それにジュストさんならアンバーが安心して眠るまで手をつないだり頭を撫でたりしたんだろうなぁって……。僕こそなにも気づけなくてごめん」

　いつも元気潑はつ剌らつなエリスが気落ちしていることに焦あせって涙なみだが引っ込んだ。手をぎゅっと握にぎって訊たずねる。

「ぼくのせいでエリスがリーゼに怒られたり、しない？」

「しないしない！　リーゼさん、めっちゃ怖かったなあ！　でもみんなああやってリーゼさんに怒られてきたんだよ。愛の鞭むちってやつ。僕は今も怒られまくってる、ははっ。さあー、朝ごはんモリモリ食べて研修がんばろ！」

「……うんっ。すぷーんの使いかた、教えて」

　朝食を済ませて一いつ旦たん巣へ戻り、エリスに軍服を着せてもらった。

　スモックとは比べものにならないほど窮きゆう屈くつで、巨きよ軀く揃ぞろいの兄竜たちが毎日これを着ていることにびっくりする。あちこち締しめつけられて息苦しくて裸はだかに戻りたくなったけれど、着せてくれたエリスが悲しむと考え、脱ぬがないと決めた。

　アンバーの七日間研修が始まる。

　一日目はアナベルとメルヴィネが文字や文法や書類について教えてくれた。竜が任務以外でドラゴンギルドを出るときは、バトラーを同行させるか〝私用発着願〟という書類を提出しないといけない。アンバーは覚えたばかりの文字を復習しながら、教わったことを支給された手帳に書き込んでいく。

「字にも竜の個性が出るんだね。アンバーの字は読みやすいよ、とっても上手」

「ほんと？　嬉うれしい。兄さまたちはどんな字を書くの？」

「一番の達筆はもちろんエドワードさん。次はサロメ。サリバンもガーディアンも、年長組はみんな字が綺き麗れいだよ。バーチェスは雑で、でもシャハトはタイプライターで打ったみたいな字を書くの。同じ土竜なのに正反対でおもしろいよね」

「フォンティーンとファウストの字は、すごーく細かい。あと、意外とナインヘルさんって字が小さいですよね？　アナベル」

「そうそう、世界最大で最強種の暴れん坊ぼうなのに小さな字を書くから、けっこう几き帳ちよう面めんなところがあって可愛かわいいなあ、って……でも言うと怒るから黙だまってる」

　横並びに座る魔女と土竜と人魚は、ふふっと笑い合う。そうして研修一日目はあっという間に過ぎた。

　日が暮れてくると急に飼育小屋が恋こいしくなった。

　若葉色の卵が泣いていないかひどく気にかかるが、リーゼに叱しつ責せきされたばかりなので飼育小屋へ足を向けることができなかった。

　もうあの場所でレリウスと過ごすことがないなんて、不思議でならない。

　レリウスに会いたかった。彼は今なにをしているだろう。次はいつ、どこで会えるのだろうか。

『寂しくて眠れないときはね、兄弟たちの巣へ行くといいよ。どう？　今夜はサリバン兄さまとリーゼくんのベッドに来ない？』──魅力的な誘さそいを断ってしまったことを少し後こう悔かいしたけれど、誰だれの巣へ行くかは研修を受けているときから決めていた。

　アナベルたちに「彼はいつも早めに休むよ」と教わったアンバーは、急いで夕食を済ませて巣へ戻った。裸でいると怒られるのでスモックに着き替がえて歯を磨みがき、またすぐに巣を出る。

　長い廊ろう下かを走って年季の入った飴あめ色いろの扉とびらをトントンとノックする。扉が開いてすぐ見えた丸い腹に、アンバーは勢いよく抱だきついた。

「エドワードお爺じいさま！」

「やあ、よく来たね、アンバー。さ、早くお入り」

「うんっ」

　エドワードは大きな寝しん台だいに仰あお向むけに寝て、アンバーの細身を片かた腕うでで抱いてくれた。

　どっしりした身体は本当に丸くて大きく、もちろんアンバーの腕はまわりきらない。エドワードの脇わき腹ばらに鼻をくっつけて思いきり息を吸い込む。日向ひなたの土や花の匂におい、ブランデーと刻み煙草たばこの薫かおりもする。アンバーは、うんと歳としの離はなれた兄竜が大好きだった。

「お爺さま、お話して」

　約三百年を生きてきたエドワードが、小さな魔物では耐たえられないような悲しい経験をしていることをアンバーは知っている。それでも老ろう齢れいの兄竜りゆうが話して聞かせてくれる物語は美しくて幻げん想そう的なものばかりだった。

「今夜は地中に広がる宇宙の話をしよう。大地の奥深くには、宝石を鏤ちりばめた幻まぼろしの地層がある。七なな輝き石せき層そうと呼ばれるもので、わしら土竜しか辿たどり着けないと言われているんだよ。惑わく星せいの中心へ向かって深く深く潜もぐっていくと、幸運であれば見えてくる。金、銀、瑠る璃りに玻は璃り、硨しや磲こ、珊さん瑚ごや瑪め瑙のうがきらきら、きらきらと……土の中にいることを忘れて、宇宙を飛んでいるように思えてくるんだ」

「すてきだなぁ。エドワードお爺さまは見たことある？」

「たった一度だけ。あんまりにも美しくて、地上に戻るのをうっかり忘れちゃった。ハッとなって慌あわてて帰ってきたけれど。アンバーは土の中を泳げるようになったかい？」

「ま、まだ……。この前ね、身体の半分まで土に潜れて、目も開けられたんだけど……」

「そうか。焦らずに練習するといいよ。すぐ泳げるようになるし、仲よくなったぶん、大地はアンバーにたくさんのことを伝えてくれるからね。困ったときは必ず助けてくれる」

「ウン……。練習、がんばる、から……いつか、みんな一いつ緒しよに、行こ……ね」

「そうしよう。おやすみ、小さな弟──」

　アンバーはエドワードの温かな腕に包まれて眠ねむり、土竜の兄弟たちで七輝石層へ辿り着く夢を見た。

　翌日は二人の中ちゆう堅けんバトラーによる歴史と社会の勉強だった。二人と言っても教きよう壇だんに立つのはレスターばかりで、テオはアンバーの隣となりに座ってちょっかいを出してきたり「眠ねみぃ」と言ったりしているだけなのだけれど。

　もじゃもじゃの髪かみと黒くろ縁ぶち眼鏡、ウェスト・コート姿に腕貫アームカバーをしているレスター。彼の話は面おも白しろくてわくわくする。レリウスからたくさんの物語を聞いてきたアンバーは、自分が歴史や英えい雄ゆう譚たんが好きなことを再さい認にん識しきした。

「アルカナ神話に登場する〝肇ちよう国こくの三美神〟──長女マリーレーヴェ、次女マリーリネア、三女マリーエヴェナ──彼女たちは非常に人気で、建国以来、多くの王女や姫ひめ君ぎみが三美神のお名前を受け継ついできました。現アルカナ大たい帝てい陛下も御ご息そく女じよにマリーレーヴェさまと名づけられました」

　レスターの研修は興味深くて楽しいのに、ちょっとつらい。なぜかというと、彼の落ち着いた声と丁てい寧ねいな口調が猛もう烈れつな睡すい魔まを召しよう喚かんするからだ。

　一度だけカクッとなってしまったアンバーは焦って口くち許もとの涎よだれを拭ぬぐい、隣の席を見てぎょっとする。テオが腕を組んで顔を上に向け、爆ばく睡すいしていた。大きく開いた口から、ゴ……、と轟とどろきが聞こえる。

「レ、レスター」

「はい、アンバー、質問をどうぞ」

「あの……えっと、テオが……」

「おや。まぁ主任はいつもお疲つかれなので寝ねかせておきましょう。──はい、ここまでで質問がなければ次の時代へ移ります」

　レスターはレンズの厚い黒縁眼鏡をくいっと上げ、彼の丁寧な言こと葉ば遣づかいにつられたアンバーは「し、質問はないです」と言って書写を再開し、テオは「んごー」と鼾いびきで返事をした。

　夜はガーディアンの巣へ行った。サリバンと双そう璧へきをなす美男子の兄竜は全ぜん裸らで寝台に横たわり、スモックを着ているアンバーを不思議そうに見てくる。

「おまえ、裸で寝ないのか？」

「裸がいいけどリーゼが怒おこるから……」

「それは外の話だよ、巣の中は自由だ。もともと竜の一族に着衣の習慣なんかないだろ？　脱げよ」

　ガーディアンにそう言ってもらえたのが嬉しくて、スモックをぽいっと脱ぎ捨てて寝台に入った。腕うで枕まくらをしてくれるガーディアンは、アルカナ神話に登場する英雄神みたいに美しくて同じ竜の兄弟とは思えない。アンバーの腿ももに当たってきているペニスも、柔やわらかさは同じだけれど大きくて長いし、アンバーにはないものがある。

「ガーディアン兄さま、ペニスのところにもじゃもじゃの毛があるのはどうして？」

「成体はみんなあるよ。アンバーはまだつるつるだな。ま、そのうち生えてくるし勃ぼつ起きするようにもなる」

「ぼっき？」

「そう。勃起したら、それを使って気に入りの魔物や人間の孔あなを突ついてやるといい。みんな泣いて悦よろこぶ。──おまえにこの話は早いかな、そばかすちゃん」

　きょとんとするアンバーのそばかすに触ふれ、ふっと笑うガーディアンの顔は見み蕩とれてしまうくらい端たん整せいで、少し憂うれいを帯びていた。

　サロメとメルヴィネ、フォンティーンとジュスト、シャハトとキュレネー──アンバーが巣の扉を叩たたくと皆みなが喜んで迎むかえ入れてくれるから、独りぼっちの寂さびしさに苛さいなまれた夜はない。けれど、レリウスに会えない寂しさがいつも心のほとんどを占しめていた。

　アンバーの七日間研修は終しゆう盤ばんに差しかかる。今日はオリビエから作法と規律に関する講義を受けた。

「筆頭バトラーの業務命令は絶対だ。逆らうことは許されん」

　教きよう鞭べんをパシ、パシと鳴らしながら教壇をゆっくり歩くオリビエは、テール・コートを着てリボンタイを結んでいるのにバトラーらしくない。艶つやめくまっすぐの黒髪と焦こげ茶ちや色の瞳ひとみと白い美び貌ぼうから、東洋の軍記物語に出てくる若将軍みたいに見えた。

「我われ々われドラゴンギルドの従業員は業務命令を厳守する義務があり、筆頭バトラーの発令に対し即そく座ざに『イエス・サー』と返事をする決まりがある」

「いえす・さあ？」

「やや発音がおかしいが今はよしとしよう。そして土竜ゲノムスだけに課せられた特別規律がある。アンバーはゲノムスなのでこれらを遵じゆん守しゆしなくてはならない。よく聞くように。みっつの特別規律──それは人型のときに虫の死し骸がいを拾って食わないこと、蛇へびの抜ぬけ殻がらや蓑みの虫むしをベッドの下に集めないこと、土を食いすぎないことだ」

「えーっ！　なんで!?　ひどい、どうして虫を拾っちゃだめなの！」

　昆こん虫ちゆうの亡なき骸がらや蛇の抜け殻まで禁止されるのは土竜にとっては死活問題である。しかしアンバーの精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎは、パシンッという教鞭の音に虚むなしく搔かき消された。

「バトラーに深刻なトラウマを与あたえかねんからだ。過去にシーモア容疑者が起こした事件を例に挙げよう。人の姿のときも虫の拾い食いを我が慢まんできない容疑者は、蛇の抜け殻や蓑虫や蝸牛かたつむりをブリキの箱に集め、ベッドの下に隠かくしていたんだ。容疑者の巣を掃そう除じしているとき偶ぐう然ぜんブリキの箱を発見し、その中をのぞいてしまった不幸なバトラーは、【もう無理です。退職金は要いりません】というメッセージと事件の経けい緯いを手紙に残して姿を消した。筆頭バトラーは激げき怒どし、シーモア容疑者に凄すさまじい刑けい罰ばつを科した」

「すさまじいけいばつ……って、どんな？」

「竜であるおまえに、聞く勇気はあるか？　泣いたらだめだぜ」

　アンバーはごくりと固かた唾ずを吞のむ。妖あやしく嗤わらうオリビエの、真っ赤な唇くちびるがゆっくりと動く。

「四か月間の〝お昼寝権〟剝はく奪だつだ」

「ひぃー……」

　竜から昼寝を奪うばうなんて、そのような残ざん酷こく極きわまりない罰を思いつく者がいるなんて信じられない。やはりリーゼはサタンなのだ。ぶるぶる震ふるえていると、妖しい笑えみを浮うかべていたオリビエがまぶたを半開きにしたあきれ顔になる。

「俺たちだって嫌いやだぜ、竜の尻しりをこの鞭むちでぺちぺち叩いて昼寝させないようにするのなんか。ではおさらいをする。人型のときは虫の死骸を拾って食わない！　蛇の抜け殻や蓑虫をベッドの下に集めない！　土を食いすぎない！　これは筆頭バトラーによる特別規律である！」

　アンバーはガタタッと音を鳴らして椅い子すから立ち上がり、「いえす・さあ！」と大きな声で言った──。

　研修は刺し激げき的で興味深く、初めて見るものや聞くものがほとんどで、不思議なことや少し警けい戒かいしたくなることもある。夕方、自分の巣へ戻もどったアンバーは、手帳の白いページを開いてつぶやいた。

「レリィ。ぼく今日ね、朝の打ち合わせ、っていうのに初めて参加したんだ……」

　成体になってから経験した出来事の、ひとつひとつをレリウスに伝えたいのに、それが叶かなわない。彼はドラゴンギルドに姿を見せなくなった。『しばらく来られなくなる』と言っていた、その言葉通り。

「レリィ、お仕事が忙いそがしいのかな。総司令部というところにいる？　ぼくも研修がんばってるよ。……会いたい。会いたいな」

　次に会うまでの出来事をすべて憶おぼえているつもりだけれど、レリウスの顔を見たら嬉うれしすぎて吹ふき飛んでしまうだろうから、忘れないよう手帳に記していった。
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『第二ゲートにファウストが到とう着ちやくします。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一いつ旦たん下がってください』

　ドラゴンギルドにそのアナウンスが響ひびいたのは、七日間研修が滞とどこおりなく完かん了りようした翌日のことだった。

　時刻は午後一時二十分──。昼食を済ませたアンバーは脱だつ衣い室の端はしにあるゴブラン織りのソファに腰こしかけていた。朝から緊きん張ちようしつづけていて、「いつも通りの量を食べないとだめだよ」と叱しかってくるジュストにスコッチエッグを山盛りにされたが、普ふ段だんはぺろりと食べられるそれが半分も喉のどを通らなかった。

　落ち着きなく視線を巡めぐらせる。ドラゴンギルドの中ちゆう枢すう部であるこの部屋は、ひときわ広くて豪ごう奢しやな造りをしていた。

　壁かべと柱は焦茶色のウォールナット材で統一され、床ゆかには色いろ鮮あざやかなモザイクタイルが輝かがやく。等とう間かん隔かくに設しつらえられた陶とう器き製の洗面台と真しん鍮ちゆうの蛇じや口ぐち。その手前に並ぶ優美な猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅子。

　棚たなに収められた大小さまざまのタオル、香こう油ゆや香水の瓶びん、櫛くしや歯ブラシ──これらは仕事を終えて帰き還かんした竜りゆうの身を整えるためのものだという。ほかにも大型の鏡、軍服を吊つったラック、アイロン台、給茶のための小さなかまどまであった。

　脱衣室の最奥にみっつ並んでいるアーチ型の出入り口は発着ゲートとつながっていて、ここを通るあいだに竜になって出動したり、帰還して洗せん浄じようとオーバーホールを受けたあと人型に変容して脱衣室に入ったりするそうだ。

　フロマン社の振ふり子時計がカチカチと時を刻む。

　アンバーは今朝も打ち合わせに参加した。リーゼの『──解散。各おの々おの現場で業務に入れ』という号令とともに急に慌あわただしくなる。その忙しい合間を縫ぬってレスターが着せてくれたのは、朝一番に届けられたアンバーの軍服だった。

　軍ぐん帽ぼうも軍人用の手て袋ぶくろも長靴ロングブーツもすべてが真新しい。同時に納品されたサーベルの鞘さやには〝AMBER〟の文字が刻まれている。アンバーは初めて革かわの剣けん帯たいを身につけ、サーベルを佩はい帯たいした。重くはないけれど誰だれかを傷つける武器は大だい嫌きらいで、少しも慣れずに何度もカチャカチャと音を鳴らしてしまう。

「あ……、ファウスト？」

　アンバーはソファから立ち上がり部屋の最奥へ目を向ける。

　みっつ並んだアーチ型の出入り口、その中央からファウストが姿をあらわす。

　洗浄とオーバーホールを受けたばかりの褐かつ色しよくの肌はだは濡ぬれていて、金と黒に煌きらめく[image: 鱗]うろこが浮かんでいた。身長は兄竜たちと同じで十五テナー（約二百センチ）ある。黒くろ髪かみや指先から雫しずくがぽたぽたと落ちてくる。その左手の薬指には黄金の指輪が輝く。

　ファウストは孵ふ化かしてまだ約二十年で、アンバーの弟なのに大きくて堂々としていた。

　二枚のバスタオルを持つメルヴィネが駆かけ寄る。

「ファウスト元気だった？　リシュリーさまも。フェンドールは少し春らしくなってきた？」

「ああ。山々はずっと真っ白だが村には草花が生えてきた。リシュリーは公務が忙しいから俺だけ来た」

「すごく会いたかったけど公こう爵しやくさまのお仕事が優先だものね。リシュリーさまにお土産みやげがあるよ、みんな好き好きに買ってくるから今回も大きな木箱いっぱいになっちゃった。持って帰ってね」

　メルヴィネはお喋しやべりをしながら手て際ぎわよく身体からだを拭ふき、軍服を着せていく。ファウストを猫脚椅子に座らせて黒髪を乾かわかし、軍帽をかぶらせる。その様子をアンバーはぼんやりと見守った。

　カツ、とブーツの踵かかとを鳴らして立ち上がったファウストは、ドラゴンギルド創設当時から所属していたと思わせるほどに、銀ぎん灰かい色しよくの軍服姿が様さまになっている。弟竜が軍人用の手袋を引っ張りながら近づいてくる。

「アンバーか。成体になったと聞いた」

「うん。身体はまだちょっと細いけど、これからどんどん丸く大きくなる予定なんだ」

「小さくて可愛かわいいから、そのままでいいと思う」

　無表情できっぱり言いきるファウストに、アンバーは「ごにょ……」と曖あい昧まいな返事をしてしまった。竜は小さくて可愛いものを盲もう愛あいする習性があるから、弟竜の言い分はたぶんまちがっていない。

　アンバーは自身の外見よりももっと大切な話がしたかった。その思いはファウストのほうが強かったようで、先に口を開く。

「俺とリシュリーの卵は？」

　あまり感情を表に出さないファウストだが、気持ちが逸はやっているとわかってアンバーは嬉しくなり、一いつ緒しよに飼育小屋へ行きたくなった。でも勝手をしてはいけない。メルヴィネに訊きこうとしたとき、脱衣室の扉とびらが勢いよく開いた。

「二機とも準備は済んだか？」

　そう訊たずねてくるリーゼはいつもと同じテール・コート姿なのに、アンバーの知らない気き迫はくのようなものを纏まとっている。

　ぴんと吊り上がった瞳ひとみと片眼鏡。綺き麗れいな形のアスコットタイは、きっとジュストが結び直したのだろう。ポニーテールを束ねる髪留めと両耳で揺ゆれるピアスが美しい緑色の輝きを放つ。真っ白の手袋を嵌はめているから指輪は見えない。

　メルヴィネに剣帯をつけてもらい、サーベルを佩帯したファウストがやや前のめりになって言った。

「リーゼ、俺は今から卵のところへ行く」

「だめだ、あとにしろ。なんのための本社出張か、リシュリーが説明したはずだ。宮きゆう殿でん群へ行く。アンバー、ファウスト、ついてこい」

　メルヴィネがぺこりと辞じ儀ぎをした。脱衣室を出てエントランスホールを抜ぬけ、リーゼが大扉を開く。緩ゆるやかな下り坂になっている小道を進み、美しい装そう飾しよくが施ほどこされた巨きよ大だいな正門をくぐり抜ける。

　アンバーは人間の姿を得て初めて、自分の足でドラゴンギルドの外に出た。

　昼下がりの風が吹き、軍帽からのぞくまっすぐの赤毛がさらさらと揺れる。

「………」

　飼育小屋で待つのではなく、広い世界に出て、自分の足で駆け、ときには飛んだりもして、アンバーはレリウスに会いに行きたい──確かに心から願った。強く願ったからこそ人型に変容できたのだ。

　しかし今、透すき通った青空を金の瞳に映すアンバーの心には、広い世界に出られたという希望ではなく、レリウスにいつ会えるかわからない不安と上手うまく言いあらわせない怖こわさがあった。

「待って、リーゼ……」

　普通に歩いているだけなのに竜のアンバーからしても速く感じるリーゼと、歩ほ幅はばの広いファウストについていく。

　整備された道を進むにつれて、ドラゴンギルドと岩山を挟はさんで背中合わせに建つアルカナ大たい帝ていの宮殿群が見えてくる。

　近代化が進む帝都の中心地やベルガー商業地区とは異なり、アルカナ大帝の住む宮殿は重じゆう厚こうで美麗なゴシック様式を保持していた。広大な敷しき地ち内には群れを成すように建つ宮殿や、神々の黄金像を戴いただく三十二の尖せん塔とうのほかに、政府の中枢である議事堂と帝国軍の総司令部が存在する。

『宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが産業革命の幕開けを導き出し、科学力と軍事力と莫ばく大だいな資産を手にしたアルカナ・グランデ帝国は超ちよう大たい国こくへと上り詰つめた。やがて人間たちは、魔ま物ものという人ならざる存在に世界の統治者の座を奪うばわれることを恐おそれ、〝魔ま物もの狩がり〟を発令したんだ』──アンバーはレリウスが聞かせてくれた歴史物語を思い出しながら、光を纏う宮殿の群れと神々の黄金像を見上げた。

　やがて議事堂のドーム屋根と総司令部の巨大な建物に近づくと、半歩先を進むリーゼがカチャリと片眼鏡を鳴らし、瞳だけを向けてくる。

「長居する気なんぞ更さら々さらないからな。五分ほどで切り上げる。ファウストとアンバーは黙だまって立ってるだけでかまわない。名前を言う必要もない。ひとつだけ、怯ひるみは見せるな。ファウスト、陸軍に文句があるなら好きなだけ言っていいぜ。援えん護ごする」

　ファウストがまばたきをゆっくりしながら「特にない」と言うと、リーゼはふっと笑って歩くスピードをさらに上げた。

　リーゼは黙って立っているだけでいいと言った。なにものにも動じないファウストだって一緒にいる。

　それなのに、なぜこんなにも胸が騒さわぐのだろう。不ふ吉きつな予感がしてならなかった。

　総司令部に入ったリーゼは複雑な構造をしている建物の中を慣れた足取りで歩いていく。

　ドンドンドンッと乱暴にノックして勢いよく扉を開いた。

「ドラゴンギルド、顔かお見み世せに参上した」

　リーゼの低い声と同時にどよめきが起こる。ファウストは表情も態度もいっさい変えず、アンバーはびくりと肩かたを震ふるわせた。

　広い部屋に所ところ狭せましと並べられた椅い子す。三つ揃ぞろいを着た政府の高官と、軍人が半分ずつ席を埋うめており、中央に空席がひとつある。軍服の色は大勢がカーキで、八人だけが白色だった。

　皆みなが座っているのに、なぜリーゼとファウストとアンバーに椅子は用意されていないのだろう。室内に籠こもった人間の匂においがあまりにも濃こすぎて不安が募つのる。しかし、なおも瞳を巡めぐらせたとき、アンバーの不吉な予感が思いもよらない形で外れることになった。

　──レリィ！

　今にも名を叫さけびそうになる。半歩前に立つリーゼが視線だけで強く制してくる。

　椅子の群れから少し離はなれたところにレリウスが座っていた。

　やっと会えた。知らない人間しかいない中で、綺麗な孔雀緑の軍服とマントを纏う彼だけが輝かがやいて見える。リーゼの制止がなかったら、アンバーは今ごろレリウスに飛びついている。

「………」

　だが最高潮に達した喜びはすぐに萎しぼんでしまった。一週間ぶりにようやく会えたというのに、レリウスも見たことのない顔をしている。匂いを嗅かぎ分けようとしても人間の匂いがするばかりで、アンバーの大好きな吸血鬼の匂いはいっさいしない。

　不安だったり歓かん喜きしたりそれがすぐに消えたりと、落ち着きをなくしたアンバーの耳に男たちの声が届く。

「あれが例の黒い竜りゆうか……」

「もう一いつ匹ぴきの赤毛のほう、なんだあれは？」

「本当に竜なのか？　ハハッ」

「竜に決まっておるだろう？　退化したのだ、滅ほろびゆく種に相応ふさわしい姿ではないか」

「はははっ、傑けつ作さくだな」

　それはファウストに対する奇き異いと恐れ、そしてアンバーへ向けられた嘲ちよう笑しようとあからさまな揶や揄ゆ──。

　──いやだ、ここにいたくない。

　このようなことをされた経験は一度もなかった。汗あせが滲にじみ、脚あしが震えてくる。腿ももに触ふれているサーベルがカチカチと小さな音を立てる。

　白い軍服を着た男が腹に響ひびく号令をあげた。

「レンヴィートル陸軍元げん帥すい閣下が入室される。一同起立！」

　ザッ……と[image: ]さざなみのような音が鳴る。部屋の奥にある扉がゆっくり開き、純白の軍服を纏う細身の男が姿をあらわした。

　ネロ・フーリオ・レンヴィートル──わずか二十八歳でアルカナ・グランデ帝国軍の頂点に立った男は、ひとつだけ空いている中央の席に、音もさせず腰こしかけた。

　立たされているアンバーたちと真正面から向かい合う形になる。薄うすい笑えみを浮うかべるレンヴィートル元帥と目が合ったアンバーは、リーゼとレリウスの会話を思い出した。

『軍事学者──』

『純白の軍服が、まぁ似合わなくてな……サーベルを下げてないせいもあって、白衣を着た研究者に見えてしまう』

　彼らの言葉通りだと思った。榛はしばみ色いろの髪かみ、蒼あお白じろい肌はだ、ヘーゼルの瞳。儚はかなく見えるその容よう貌ぼうは大凡おおよそ帝国軍と結びつかず、研究者の印象がある。

　しかし、この儚げな男があらわれたことで部屋の空気が一層張り詰めた。リーゼの背から気迫がびりびりと伝わってくる。初めて感じるこの不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを、アンバーの心は大だい嫌きらいなものと認にん識しきした。

　張り詰めた沈ちん黙もくを破ったのは筆頭バトラーだった。

「雷竜ヴオルトのファウストと、土竜ゲノムスのアンバー。新たにドラゴンギルドの従業員となったこの二機がアルカナ・グランデ帝国に貢こう献けんし、帝国に生きるすべての魔物と人間を守護する。以降、見知り置きを」

　リーゼは、アンバーでもわかるくらい〝魔物〟を強調して言った。

「魔物だと!?」

「きさま、自分たちの置かれている立場がまだわかってないようだな！」

「帝国と人間のために働け！　できないなら魔物を一いつ掃そうしてやる！」

　血気盛さかんな若い軍人たちはリーゼの簡単な煽あおりにすぐ引っかかり、年配の軍人は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　レンヴィートル元帥はうっすら笑う表情を崩くずさない。アルカイック期の彫ちよう像ぞうを連想させる、背筋が冷えるような笑みだった。アンバーが縋すがるように見つめたレリウスは、笑いも怒いかりもせず鋭するどい瞳ひとみで状じよう況きようを睨にらみつけている。同じ部屋にいるのに遠く感じる。

　政府と帝国軍によって魔物狩りがおこなわれているという実感が、アンバーにはなかった。

　人魚の一族と大規模な海戦、キマイラ・ドラゴンと禁断の錬れん金きん術じゆつ──レリウスが語る、ドラゴンギルドと帝国軍の度たび重かさなる争いは、楽園のような飼育小屋で過ごしてきたアンバーにとっては異なる世界の出来事のようだった。

　でも違ちがう。魔物狩りは終わっていない。まちがいなく今も継けい続ぞくされていて、根源がここに──総司令部にあることをアンバーは己おのれの肌で強く感じた。

　リーゼはウェスト・コートのポケットから金色の懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確認する。

　きっかり五分だったのだろうか、唇くちびるの片方だけを上げたリーゼは、パチンッ！　と耳じ孔こうを突つくような鋭い音を立てて蓋ふたを閉じた。

「この二機は十五分後に任務地へ出動しなくてはならない。失礼する」

「わかりました。顔見世を終しゆう了りようします。アンバーはここに残り、皆は下がってください」

「なんだと！」

「レンヴィートル元帥閣下っ、それはどういう──」

「魔物と二人になるなど自殺行こう為いですぞっ」　>>>♥

　リーゼは激しく苛いら立だち、軍人と政府の高官らは唾つばを飛ばして口々に騒ぐ。ファウストは微び動どうだにしない。アンバーは自分の名が出たことにこれ以上ないほど驚きよう愕がくし、うろたえた。

　騒ぎ立つ室内でレリウスだけが冷静のようだった。椅子から立ち上がると孔雀緑のマントを揺ゆらして歩き、レンヴィートルへ浅い辞じ儀ぎをし、静かな声で言う。

「閣下。魔ま女じよジゼルが遺のこした〝鮮せん血けつの契けい約やく〟により、竜への直接命令および干かん渉しようは固く禁じられております」

「サージェント法務将校。それは竜を傷つける前提の話ですね？　私は彼を傷つけたりなどしません。新たにアルカナ・グランデ帝てい国こくを守ることとなった者同士、話がしたいだけです。従ってこれは干渉に相当しません。筆頭バトラー、面談の条件を提示してください」

「俺が許可しないと言ってるんだ、条件もくそもあるか！」

「口を慎つつしめ筆頭バトラー、無礼だぞ」

「元帥就任時に改めて組織図を確認しました。御おん社しやは帝国軍の末まつ端たんに位置していますね。アンバーとの面談をドラゴンギルドへの軍事命令とします。サージェント法務将校、これは〝鮮血の契約〟に抵てい触しよくするでしょうか」

「問題ございません」

「くだらねえことで軽けい率そつに軍事命令なんぞ発令しやがって。ならばこの法務将校を同席させろ。おい、おまえ、しゃしゃり出てきたんだ、最後まで責任を持て。うちの従業員になにかあったらおまえ諸もろ共とも消してやる」

「かまわん、好きにしろ」

「わかりました。それではアンバーとサージェント法務将校はここに残り、皆さん退室してください」

　筆頭バトラー、陸軍元帥、法務将校、三者による矢や継つぎ早ばやの応おう酬しゆうについていける者は誰だれ一人としていなかった。

　リーゼが扉とびらを蹴け破やぶる勢いで出て行く。ファウストはアンバーをじっと見てリーゼのあとを追った。大勢の軍人や政府の高官がささやき合ったり首を捻ひねったりしながらぞろぞろと退室する。

「リーゼ、いやだっ、待って……リーゼっ」

　五分で終わらせようとしてくれたのに。激しく揺れるポニーテールが人波の向こうに見えなくなる。扉が閉められて三人だけになった広い部屋は、今までの喧けん騒そうが噓うそのようにしんと静まり返った。

「顔かお見み世せなのでしかたありませんが、あまりにも人数が多すぎましたね。これで落ち着いて話ができます。アンバー、この椅い子すにかけてください」

「う、……」

「閣下の仰おつしやる通りにしなさい、アンバー」

　レリウスの声なのに、知らない者が話しているようだった。心臓がずっと嫌いやな高鳴りかたをしている。アンバーは力なく椅子に座った。

「帝国軍とドラゴンギルドの関係は想像していたよりも厳しいようですが……私たちで少しでも改善できるといいですね」

「う……ん」

　新参者が二人あらわれたところで、これほど深い溝みぞを埋うめられるだろうか。魔ま物もの狩がりを経験したことがないアンバーですらそう思った。

「私は、アルカナ・グランデ帝国と周辺諸国を行き来する生活を長年つづけてきました。ですから竜りゆうや魔物についてほとんど知らないのです。竜について教えてくれませんか？」

「そう、だったんだ……。ぼくでよかったら……」

「私は飛行の研究もしているのですよ。先日ようやく軍用飛行機の開発に着手しました。道程みちのりは長いですが、いつか人類が竜のように自由に空を飛ぶことができればいいと考えています」

「軍用飛行機？　それはなに……？　みんなを守るためのもの？」

「もちろんです。守ること以外には使用しません」

　レンヴィートルが異国で口にした珍めずらしい食べ物、アンバーの好きな土の匂におい、花の種類──そのあともさまざまな話をしたが、魔物の直感が「警けい戒かいせよ、警戒せよ」とうるさいほどに働きかけてきて、ほとんど頭に入ってこなかった。

　やがて扉がノックされ、レンヴィートルが「入室を許可します」と言う。若い軍人が機械仕じ掛かけの人形みたいな敬礼をした。

「レンヴィートル元げん帥すい閣下にご報告申し上げます！　騎き馬ば隊の演習視察の時間となりました！　第四演習場へお送りいたします！」

「ああ、そうでした。すっかり失念していました。三十分では到とう底てい足りませんね。また改めて面談の時間を設けましょう」

「えっ……」

　ひどく長く感じていたから三十分しか経たっていなかったことに驚おどろく。

　レンヴィートルは大きな声を出さないし、おとなしい。軍人たちのように竜や魔物のことを悪く言ったりアンバーをからかったりしない。しかし魔物の直感がなおも「警戒せよ」と訴うつたえてくるせいで、仲よくしたいと思えなかった。

「今日は急でしたから、このような部屋で申し訳ありませんでした。次は紅茶と焼き菓が子しを用意させます」

「あの……、リーゼに、訊きいてみて、から……」

「サージェント法務将校、あとをお願いできますか。アンバーをドラゴンギルドへ送り届けてください」

「承知しました」

　ぐずぐずと返事をしそこねて、結局また会わなくてはならなくなった。若い軍人を伴ともなって立ち去るレンヴィートルを見送り、つづいてレリウスとアンバーも部屋を出る。

「レリィ！　やっと会、え──」

　思いがけず二人になれたことだけが今のアンバーを支えていた。しかしレリウスへ伸のばした手を、手て袋ぶくろを嵌はめた大きな手で振ふり払はらわれた。

「ここはアルカナ・グランデ帝国軍の総司令部だ、弁わきまえたまえ」

「……なんで、……」

　叩たたかれた手ではなく心がきりっと痛んだ。「弁えたまえ」なんて難しい言葉は、アンバーにはわからない。敬語を使えということだろうか。

「どこに……、行くんですか……」

「私の執しつ務む室だよ。ついてきなさい」

　泣きそうになりながら声を絞しぼり出すと、レリウスはあきれたような返事をする。黙だまって歩かされる廊ろう下かが果てしなく長く感じられた。

　レリウスは焦こげ茶ちや色の扉を開けてアンバーを中に入れ、内うち鍵かぎをかける。壁かべのスイッチを押すと最新型の電灯がついた。大おお股またで窓辺へ行ってカーテンを閉め、棚たなのほうへ移動してランプもつける。「ついてきなさい」という言葉を守ってついていくと、レリウスはいきなり笑って抱だきしめてきた。

「ははっ、あまり可愛かわいい動きをしないでくれ。ここが俺の執務室で助かった。廊下だったら危なかったな」

「レリィ？」

「軍服を着ても可愛さが勝まさるとは、そんな愛らしい魔物はアンバー以外にいないぞ？　本当に、見入ってしまった。今日ほど平静を装よそおうのに苦労した日はない」

　アンバーを抱きしめる彼は、いつものレリウスだった。

　吸血鬼の匂いはまだしないけれど、アンバーの大好きなレリウスだ。総司令部に来たときからずっと消えない混乱と、大きな安あん堵どが綯ない交ぜになり、竜の本能が働く間もなく涙なみだがあふれてくる。張り詰つめていた糸が切れたように、わぁ、と泣き声をあげてしまった。

「……う、ぇ……えっ」

「悪かった。さっきは酷ひどい態度を取ってしまった。許してくれ。知らない人間が大勢いたのも、思いもよらない事態になったことも怖こわかったよな。でもアンバーはよく頑張った。レンヴィートルの話にも、しっかり受け答えできていたよ。近くで聞いて感心していたんだ」

　叩かれたばかりの手が、大きな手に優しく包み込まれる。まだなにも言っていないのに、レリウスはアンバーの気持ちを全部わかってくれていて、ますます涙が止められなくなった。

「な、涙、落としたら、だめなんだ……リーゼに怒おこられる、……うっ」

「そうだね、成体の竜は落らく涙るいしてはだめだったな。俺とアンバーだけの秘密にしよう。それにしても、なんという美しい涙だ……触ふれることをためらってしまうほどだ」

「レリィとリーゼ、大げんか、してた。いやだ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、喧けん嘩かしてないよ。リーゼは俺にレンヴィートルの出かたを見させるために言っただけさ。想定外の展開を利用してやると、リーゼは瞬しゆん時じに決めた。まぁ本気で切れまくっていたが、あれはしかたない。俺が同席するとはいえ、可愛いアンバーを残して去るのは不本意極きわまりなかっただろう」

「ほ……ほん、と……？」

「本当、本当。さっきのは芝しば居いみたいなものだ。リーゼは俺に『おら、アンバーのこときっちり守れよ、あと、元帥の弱点のひとつくらい見つけてやれ』って言ってきたんだよ。ギルドに帰ったらリーゼに確かく認にんしよう。絶対に似たようなことを言う」

「どうしてリーゼの考えてることがわかるの？　吸血鬼の魔力？」

「総司令部で魔力は使わないよ。リーゼとは長い付き合いだからな、だいたいわかる」

「レリィ、すごい……」

「そうだろう、凄いだろう。筆頭バトラーどのの信しん頼らいを勝ち取るために、サージェント法務将校は絶えず努力しているのだ。──まぁ、扱こき使われているとも言う」

　誰もができるわけではないことをさらっとやってのけるレリウスは、アンバーの涙を止めるためにおどけてからからと笑う。そんな彼のことが、アンバーは好きでたまらなかった。

「レンヴィートルの件はリーゼと話をするよ、だから今はいい。こちらへおいで。座ってゆっくりアンバーの話をしよう」

　レリウスはアンバーの手を引いて応接セットへ向かい、先にソファに座る。そうして片方の腿ももに座らせてくれた。

「アンバーは軽く小さくなってしまった。ほら、簡単に包み込めてしまう」

　細身にまわってきたレリウスの腕は長く逞しい。飼育小屋で過ごしていたときのように、竜の姿で彼の胸に乗ることはもうないけれど、あのときよりも今のほうがずっと幸せだった。

　成体になれて本当によかった──心から思うアンバーは、レリウスに伝えられていなかった大切なそれを今しっかりと言葉にする。

「ぼく、自分の足で歩いて、レリィに会いに行きたいなって思ったの。そしたら成体になれたんだよ」

「アンバー。それは、……」

　大喜びしてくれる姿を想像していたが、ちょっと違う。なぜかレリウスは天を仰あおぎ、片手で目を覆おおって、「少し、待ってくれ。衝しよう動どうを抑おさえるのに苦労する」という不思議なことをつぶやいた。

　フーッ、と大きな息を何度か吐き出す。そうして姿勢をもとに戻もどし、柔やわらかな声で言った。

「可愛いそばかすに、キスしてもいいか？」

　こくりとうなずくと、形の綺き麗れいな唇くちびるが近づいてきたので、アンバーはまぶたを閉じる。

　そばかすに触れてきた唇が、そっと離はなれていった。嬉しくて嬉しくて、孔雀緑の軍服に包まれた長ちよう軀くにぎゅっと抱きつく。

「俺はアンバーの話が聞きたいんだが、まだ怖いことや気になることがあるならそれを片づけてからにしよう」

「ううん、大丈夫。あっ、ぼくね、レリィに話したいことがいっぱいあって、忘れないようにメモしてたの」

　軍服のポケットから手帳を取り出すと、レリウスが楽しそうにのぞき込んでくる。

「だ、だめ。見ないで」

「うん？　見せてくれないのか」

「だって……恥はずかしいよ」

「俺に話すために書いたものだろう？　俺は見てもいいと思うんだがなぁ。どうしても、だめか？」

　わざと目線を下げて上うわ目め遣づかいでねだってくるなんて、レリウスは狡ずるいと思う。そんなふうにされて断れるはずがない。

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　頰ほおが熱くなるのを感じながら手帳を見せると、レリウスは銀の星ほし屑くずを集めたような瞳ひとみを輝かがやかせた。

「素す晴ばらしいな！　たった一週間でこんなにも上達するとは。たくさん書いてくれたんだな、全部聞かせてくれるか？」

「うんっ。えっと、えっとね、ぼく、七日間研修っていうのをがんばってね、一日目はアナベルとメルヴィネが字を教えてくれて──」

　アンバーが夢中で話すそのひとつひとつにレリウスは相あい槌づちを打ち、驚おどろいたり、涙を浮うかべて大笑いをしたり、悩なやみごとを解決するために一いつ緒しよに考えたりしてくれた。

「オリビエの講義はおもしろいな。リーゼは鉞まさかりが似合うがオリビエは鞭むちがぴったり嵌まる。アンバー、シーモア容疑者みたいにならないよう気をつけてくれよ」

「ウン……食堂のごはんが美味おいしいから、虫の死し骸がいを拾って食べるのはがまんできそう。でも〝四か月間のお昼ひる寝ね権はくだつ〟なんて、地じ獄ごくだよ。ぞっとしちゃった」

「ははは」

　レリウスに聞いてほしいことをすべて話し終えたアンバーは、記しておいてよかったと思いながら手帳を軍服のポケットにしまう。そして手帳に書いていなかったことをふと思い出して言った。

「あとね、巣が広すぎて、独りぼっちが寂さびしくて眠ねむれなかったから飼育小屋へ行って寝たんだけど、リーゼにものすごく怒られてしまったの。でも今は毎晩兄さまたちの巣で一緒に寝てるから寂しくないし怒られなくなったよ」

「なに……？」

　飼育小屋に戻もどっていないことを褒ほめてくれると思ったけれど違ちがっていて、終始にこやかだったレリウスが急に眉まゆをひそめる。

「なにか、だめ……だった？」

「いいや、アンバーが寂しい思いをしないことがなにより大事だから、兄たちのもとへ行くのはしかたない。……しかたない、が……うーん、どうにかならんものか。俺の寝しん室しつで眠るのが最善策なんだがな」

「えっ、それがいい！　ぼく、そうしたい」

　アンバー自身でも考えつかなかった、最も安あん眠みんできる方法に一瞬で辿たどり着くなんて、やはりレリウスは凄すごいと思う。しかしアンバーが身を乗り出して言うと、レリウスは困ったように笑った。

「俺も今すぐそうしたいが、さまざまな妨さまたげがあってな。アンバーもまずは仕事をしっかり覚えないといけない。──近いうち、必ず。アンバーだけで安心して眠れるいい方法はないものかなぁ」

　レリウスが「近いうち」と真しん剣けんに考えてくれているのが嬉しかった。夜に兄竜りゆうたちの巣を巡めぐるのは楽しいけれど、アンバーが自分の巣で寝ることでレリウスが喜んでくれるなら、そちらのほうがずっといい。

「あのね。レリィの匂においがいっぱいついたもの、あったら、がんばれるかも……」

「そうか、よし、ならばいいものがあるぞ」

　レリウスはアンバーを腿からおろしてソファに座らせるとクローゼットへ向かう。戻ってきたその手には深緑色のふわふわの襟えり巻まきがあった。

「わぁ、マフラーだ。寒いとき、レリィはコートを着てマフラーを巻いて飼育小屋に来てくれてたよね」

「そう、冬のあいだずっと使っていたものだよ。冬用の軍服やコートは洗濯クリーニングに出したが、これだけうっかり出し忘れていたんだ。もしかしたらマフラーはアンバーのものになりたくてクローゼットの隅すみに隠かくれていたのかもしれないな」

　レリウスの優やさしい言葉を聞きながらマフラーに鼻先をくっつける。大好きな匂いがして、おのずと笑え顔がおになった。

　微笑ほほえみ合ったあと、アンバーの向こうにある壁かべ掛かけ時計を見たレリウスは銀ぎん灰かい色しよくの瞳を見開いて驚く。振ふり返って見た時計は午後六時二十分をさしていた。

「これはまずい、時間を気にしていなかった。二人揃そろってリーゼに怒おこられてしまうな、ギルドへ送ろう。さっきと同じように、なにもしゃべらず俺のうしろを歩けるか？　大丈夫になれば合図する」

「うん、歩ける。……レリィは〝帝てい国こくの人間〟のふりをずっとしてるんだったよね。それなのに、ぼく、疑われるようなことしちゃった……ごめんなさい」

「謝ることはないよ。よく自分から気づいてくれたね、アンバーは聡さとい竜だ。では、どちらがよりお澄すましして歩けるか、ゲームにしよう。俺は慣れているからな、かなり上手うまいぞ？」

「ぼくも負けないよ、お澄ましがんばる！」

　執しつ務む室を出るとカーキ色の軍服を着た男たちが廊ろう下かを行き交かっていた。アンバーはできる限りツンとした表情を作り、黙だまってレリウスについて歩く。綺麗な孔雀緑のマントに包まれた背を見つめられるだけで嬉しかった。

　衛兵が立つ総司令部の扉とびらを抜ぬけ、アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群を出てドラゴンギルドへつづく道を歩いていく。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだ。──アンバー、おいで」

　嬉しくなって駆かけ寄ると、軍人用の手て袋ぶくろを外したレリウスが優しくマフラーを巻き、瞳を細めて「似合うよ」と言ってくれる。アンバーはレリウスと手をつないで一緒に振り返り、そこに広がる風景を見つめた。

〝母なる大河〟と呼ばれるアーイルス川に沿って等とう間かん隔かくに立てられたガス灯がオレンジ色の光を輝かせていた。幅はばの広い川には異なる時代に架かけられたブリッジが八本あり、当時の建築技術と様式美を競きそい合っている。

　そして巨きよ大だいな時計塔とうが、暮れなずむ春の空にくっきりと浮かぶ。

　それはアルカナ・グランデ帝国の技術革新と経済発展の象しよう徴ちようだった。

　この宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが、産業革命の幕開けを導き出す。そして、国家の資産を莫ばく大だいなものとし、科学力と強大な軍事力を手にした帝国の人間たちは──〝魔ま物もの〟との共存共栄の道を完全に棄すてた。

　竜を殺したくても殺せない政府と帝国軍。魔物の統とう率そつ者でありながら、魔ま物もの狩がりを行う人間までも守護しなければならないドラゴンギルド。決して消えることのない矛む盾じゆんと軋あつ轢れきを抱かかえてもなお、三者は巨大な岩山でつながっている。

「レリィ……」

「うん？」

「ぼく、知らなかったんだ。魔物狩りは、まだつづいてるってこと……」

　遠くの時計塔からすぐそばのレリウスへ視線を移すと、微笑む彼の表情がわずかに硬かたくなった。

「俺としたことが、アンバーに会えたのが嬉うれしくてつい話に夢中になってしまった。──少しだけ、今後の話をしよう」

　宵よいの風が静かに吹ふいて孔雀緑のマントが揺ゆれ、長ちよう軀くを包む軍服からいい匂いが漂ただよってくる。総司令部ではまったくしなかった、冷たくて甘い吸血鬼ヴアンパイアの匂い。

「不本意だがアンバーは今後もレンヴィートルに呼び出されることになった。だが一いつ瞬しゆんも二人きりにはしない、必ず俺がそばにいておまえを守る。だから今日と同じように、彼の話に相槌を打ち、訊きかれたら答えるようにしよう。答えていいか判断できないときは『わからない』と返して大丈夫だよ。そしてレンヴィートルに関することは、俺とリーゼ以外には誰だれにも言わないと約束してくれないか」

「うん、約束する」

「いい仔こだ。──本人が言っていた通り、魔物が珍めずらしいのだろう。長く帝国を離はなれていたのなら、棲せい息そく数の減った魔物に会うことはなかったはずだ。レンヴィートルは目の前にあらわれた竜に興味が湧わいているだけで、いずれ醒さめる。なにより、これをずるずるつづけることはリーゼが許さない。俺の見込みでは一か月ほどだ。少しだけ辛しん抱ぼうしてくれ。不安になったらすぐに伝えてほしい。一緒に解消していこう」

　その力強い言葉が、アンバーに安心感を齎もたらしてくれた。しっかりうなずくとレリウスは笑って、曲がった軍ぐん帽ぼうをそっと直してくれる。

「明日から本格的に仕事が始まるな。最初は戸と惑まどうことばかりだろう。きっと失敗もする。リーゼに怒られて挫くじけそうにもなる。でも決して挫けてはいけないよ。リーゼが竜たちにさせると決めた仕事は、すべての生き物を守護することにつながっている。離れていても俺はいつもアンバーを想おもっている、応おう援えんしているよ」

「うん……。レリィ、ありがとう。ぼく本当はギルドの外がちょっと怖こわくて、ちゃんとお仕事できるか不安で……でも、がんばる！　くじけないって約束する。……レリィも昔はリーゼに怒られてた？」

「俺はなぜか昔より今のほうがこっぴどく怒られているぞ？　怖いおやじだ、ははっ」

「ふふ……」

　ドラゴンギルドの正門が見えたところで、互たがいに惜おしみながらそっと手を放した。

　オリビエとメルヴィネが門の脇わきに立ち、アンバーの帰りを待ってくれていた。挨あい拶さつをする二人にレリウスが訊たずねる。

「リーゼは？　悪魔の形相でここに立っていると思っていたんだが」

「サリバンと一いつ緒しよにハーシュホーン通りへ行きました。今夜、魔物商業組合の会合と食事会があって、帰りは深夜になるそうです」

「相変わらず忙いそがしいな。確かに送り届けたと、伝えてくれ」

「わかりました。ありがとうございます」

「またすぐ会える？」

「そうだな。できれば総司令部以外で会いたいところなんだが──」

　困ったように笑うレリウスの言葉から、ドラゴンギルドでは会えないことを知る。

　でもレリウスに会えるならレンヴィートルに呼び出されて総司令部へ行くことになってもかまわなかった。

「おやすみ、アンバー。いい夢を」

「おやすみなさい、レリィ」

　総司令部へ帰るレリウスを見送る。長い道を歩いていくその姿が建物の向こうに見えなくなったとき、アンバーはもうひとつの大切なことを思い出して「あっ」と叫さけび、焦あせってオリビエとメルヴィネに訊ねた。

「ファウストはっ？　もうフェンドールへ帰っちゃった？」

「いいや。リーゼさんと一緒に戻もどってきてからずっと飼育小屋にいるぜ」

「アフタヌーン・ティーもしてないし、夕食もとらずに卵を抱だきつづけてるよ」

　八日ぶりに入った飼育小屋は所々にランプが灯ともされていて、淡あわいオレンジ色の光に包まれていた。

　清流のそばに卵を抱くファウストと、サロメの腕うでの中で嬉しそうにしているフェアリー、卵をのぞき込むジェイドがいる。そこにオリビエとメルヴィネとアンバーが加わり、輪が広がった。

　ベンチにはナインヘルとアナベルが座っていて、苛いら立だつ火竜の兄にメフィストがひしっと抱きついていた。泣きべそをかくメフィストの「とーちゃん……」という小さな声と、アナベルの「はーい、ほら、手をつないでるよー」という返事が聞こえてくる。

　アンバーはジェイドの背に抱きついて訊ねた。

「ねえねえ、メフィストどうしたの？」

「ファウストに抱っこしてもらってる卵が急に羨うらやましくなったみたい。それで、大泣きしてナインヘルとアナベルを呼んだわけ」

「そうだったんだ……」

『めふぃすとはたまごの、にーちゃんだから』と言って、卵に優やさしくしていたメフィストだけれど、まだまだ幼いところが可愛かわいらしくて微笑ほほえましい。

　ジェイド越ごしにのぞき込むと、風竜の卵はファウストの腕の中でぴかぴか輝かがやいていた。

　アンバーたちまでにこにこできる、幸せそうな光だ。薄うすく透すけている殻からの向こうで、幼生体が笑っている。

「わぁ、とっても嬉しそう。よかった、本当によかった……おちびちゃんね、ずっとファウストのこと待ってたんだよ」

「今日って、ここに泊とまれない？」

「そうしたい気持ちもあるが、リシュリーのもとへ帰って飯を作る」

「えっ、ファウストがお料理をするの？」

「そうだ。毎日の食事の用意は俺がする。今日は俺が本社に出張だから、リシュリーは張り切って厨ちゆう房ぼうに立ったが、鍋なべを焦こがした」

「[image: 鱗]うろこを通して視みたのですね」

「へーっ。ファウストが料理できるのもリシュリーさんが不器用なのも、すげえ意外」

　ぴかぴか光る卵を囲んで賑にぎやかに談だん笑しようしていると、飼育小屋にテオがやってきた。

「おー、集まってんなぁ。どうりでギルド内ががらんとしてるはずだぜ。ファウスト、第一ゲートだ」

「わかった。──アンバー、ジェイド、フェアリー、サロメたちも、時々でいい、ゆりかごから出して抱いてやってくれ。そうすれば寂さびしさも薄くなる」

「うん。必ず」

　ファウストは丁てい寧ねいに卵をゆりかごへ戻し、愛いとしそうに触ふれて約束した。

「今度は会いにくるのではなく、迎むかえにくる。リシュリーとともに」

　若葉色の卵は歓かん喜きするように、これまでで最も美しく輝いた。心温まるそのやりとりを見ていたメフィストが、大きな瞳ひとみをぱちぱちさせる。

「わかったぁ！　ふぁうすとは、たまごの、とーちゃんなのね。めふぃすとのとーちゃんは、あなべるだよ！」

　メフィストは嬉しそうに言い、そこにいる皆みなが穏おだやかな笑え顔がおになった。苛立っていたナインヘルも、ふふんと笑って言う。

「リーゼもいりゃあおもしろかったのに。いたら地じ団だん駄だ踏ふんでるぜ。親おや馬ば鹿かだから」

　フェンドール支社へ帰るファウストを見送るために、ドラゴンギルドにいるすべての竜りゆうとバトラーが発着ゲートのバルコニーに立った。春の宵の空は透とう明めい度どの高い紺こん色いろをしていて、レリウスの瞳の色と同じ銀の星々が瞬またたいていた。

『第一ゲートよりファウストが出発します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一いつ旦たん下がってください』

　ジュストのアナウンスが響ひびいて、第一ゲートから金の光を纏まとう黒竜が姿をあらわす。

　軍服姿のフォンティーンが大きな木箱をファウストの背に置き、テオとレスターが細縄なわを使って手て際ぎわよく固定させた。木箱の中にはリシュリーへの書類や土産みやげが詰つまっている。

「また来いよ！」

「次はリシュリーさまも一緒にね！」

　ドラゴンギルド本社から遥はるか遠く離れた地を守護するファウストとリシュリーのことを、兄弟もバトラーたちも大切に思っている。アンバーも大きく手を振ふって言った。

「すぐ来てね！　卵と一緒に待ってるから！」

　黒い翼つばさを広げた雷竜はその名の通り、夜空に一本の稲いな妻ずまを描えがいて、あっという間に見えなくなった。

　稲光が消えても見つめているとオリビエが声をかけてくる。

「中に入ろうぜ。飯を食って風ふ呂ろにも入らないとな。今夜はどの兄貴の巣で寝ねるか、もう決めたのか？」

「う、ん……えっと──」

　今夜も兄竜の巣の扉とびらを叩たたくつもりでいた。でも今日やっとレリウスに会えて、話をして、気持ちが大きく変わった。アンバーは首に巻いてもらったマフラーをぎゅっと握にぎって言う。

「えっと……、自分の……巣で、寝る」

「へえ！　えらいじゃないか、どうした急にお兄さんになっちゃって。でも本当は少し怖こわいんじゃないか？　寝るまで手をつなぐか」

「ほんとっ？　嬉うれしい！」

　やはりオリビエは優しくて、よくわかってくれている。一緒に食堂へ行き、昼食を少ししかとれなかったぶん、夕食をもりもり食べた。

　巣へ帰ってシャワーを浴び、レリウスのマフラーを巻いて寝しん台だいに入る。オリビエは椅い子すを寝台に寄せ、そこに座って手をつないでくれた。

　七日間研修はあっという間に終わったけれど、今日はもっと早く過ぎたように感じた。

　緊きん張ちようと戦せん慄りつを経験したり、泣いたりたくさん喋しやべったりした。疲つかれているようですぐに強い眠ねむ気けがやってくる。意識がふわふわして、オリビエの声が遠くから聞こえた。

「あいつは──レンヴィートルはアンバーが傷ついたり困ったりするようなこと言ってこなかったか？」

「う、ん……。おとなしい、人間だった、よ。……レリィが、ずっとそばにいてくれたから、大だい丈じよう夫ぶだった……」

「サージェント閣下は、なんて言ってた？　閣下とレンヴィートルは、どんな感じだった？」

　いつも冷れい徹てつで、帝てい国こく軍とのやりとりに興味のなさそうなオリビエが、なぜか頻しきりに訊ねてくる。アンバーはオリビエのことが大好きだから、起きた出来事をすべて話したいし聞いてほしい。しかし──。

「えっと、ね……。元げん帥すいの、こと……誰だれにも、しゃべらない約束……レリィと、した、から」

「──そうか。そうだよな。変なこと訊きいてごめん。おやすみ」

「おやす、み、なさ……い」

　喋ることができたのはそこまでだった。マフラーに鼻先を埋うめ、レリウスのいい匂においをたくさん吸い込んだアンバーは夢の世界へ入っていく。その間際、オリビエが手を強く握りしめてきたように感じた。

「こんなことになるなんて思ってなかった……。俺、心配で……あいつは本当に危険なんだ、できるだけ近づかないでくれ、頼たのむよ、アンバー──」

　オリビエがなにを言っているか、もう聞き取れなかった。でもきっと『仕事がんばろうな』と言ってくれているに違ちがいない。

　アンバーは明日から本格的な任務をおこなう。レリウスと約束した通り、なにがあっても挫くじけずに仕事を頑がん張ばろうと思いながらすやすやと眠った。
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　強い決意とは裏腹にアンバーは失敗を繰くり返した。

　現場主任のテオが数多くある任務のうちから最も簡単なものをアンバーに充あててくれているのに、それすらまともにこなせない。

　崩くずれた土手を固め直す作業は、土竜ゲノムスなら目を閉じてでもできることだ。しかしアンバーは作業中に誤って川へ落ちてしまった。急に成長して重くなった身体からだは言うことを聞いてくれず、速い流れに吞のみ込まれた。上空を飛行していたサロメが見つけてくれていなかったら海まで流されていたかもしれない。

　翌日も、外来植物の駆く除じよを終えてドラゴンギルドへ帰き還かんしようとしたとき、勝手に人型に変容して竜の姿に戻もどれなくなった。

　竜の兄弟は精神を集中させることで互たがいの居場所を感じ取り、遠く離はなれていても言葉の伝達を可能にする。しかしアンバーはまだそれができない。結果、いつまでも帰還しない弟を心配した兄竜が総動員で捜さがしまわり、アンバーはサリバンに発見された。

「サリバン兄さま、ごめんなさい……」

「謝らなくていいよー、見つかって本当によかった。疲れてるでしょう？　鬣たてがみの中でおやすみ。ギルドに着いたら起こしてあげる」

　エリスやメルヴィネは「よかったぁ！」「怖かったでしょう」と泣きながら出で迎むかえてくれたが、リーゼはあきれ果てていた。

「なぜ任務地付近の町や村から電話できない？　極きわめて簡単なそれをおまえがしなかったばかりに、兄弟が何時間も捜す羽目になった。任務遂すい行こう以前の問題だ」

「これはリーゼくんにも責任があるんじゃないかな。温室育ちの箱入りじゃない。ぼくが言うのも変だけど、甘やかしすぎなんだよねぇ」

　サリバンはアンバーを庇かばい、そしてテオは諦あきらめずに任務を探してくれた。

「アンバーにもできる簡単な依い頼らいはまだあるぞ。いや、むしろこれはアンバーだから上手うまくできる仕事だ」

　それは地中に溜たまった天然ガスの探知と処理だった。

　帝都の中心街は地下鉄の工事が進んでいるが事故も多い。土竜がいるだけで作業員は安心できるため、工事を請うけ負う会社から定期的に依頼が入るという。

　しかし帝都の中心街は狭せまい区画に建物が密集している。大きくて丸いバーチェスやシャハトたちは舗ほ装そうしたばかりの道路に亀き裂れつを入れたり、巨きよ大だいな尻しりでガス灯を四、五本折り曲げたりしてしまうそうだ。

「まぁ、道路の亀裂も曲がったガス灯もすぐもとに戻せるんだけどさ。かっこ悪いだろ？　無む駄だな経費がかかるとリーゼさんピリピリするし。竜の姿のときでも身体の小さなアンバーにはその心配がないもんな。だから適任だと思うんだ」

　テオが考えて決めてくれた任務を絶対に遂行したい。ガスの探知方法を知らないアンバーはバーチェスとシャハトに訊たずねた。

「簡単だよー、匂いですぐわかるよ」

「地面に顔を突つっ込んで一息吸えば判断できる。ガスの匂いがしたら作業員を現場から離れさせるんだ。そのあとガスを抜ぬくか、バトラーに伝えてギルドからガス会社へ連れん絡らくするかなんだが……」

「だいたいなにもないんだよね。工事を手伝って帰還することが多いよ」

　兄竜りゆうたちが詳くわしく教えてくれたから任務を遂行できそうな気がした。

　しかし、現場である帝都の中心街に立ったアンバーは驚きよう愕がくと焦しよう燥そうに陥おちいる。

　──潜もぐれない。

　どうしてかまったく地中に入ることができなかった。幼生体のときですら身体の半分まで土に潜り、目も開けることができたというのに。

　何度も試みるアンバーに、工事現場の責任者が声をかけてくる。

「アンバーさん、どうです？」

「え……、えっと……あの」

「問題ないなら工事を開始したいのですが」

「ま、待って」

　潜れないなら土を掘ほるしかなかった。アンバーは必死で穴を掘り、そこに鼻先を突っ込んで思いきり吸い込む。

「大丈夫。土のいい匂いしかしないから」

「ありがとうございます。おぉーい、みんな作業開始だ！」

　オオーッという野太い声が響ひびいて、工事現場が活気づく。重機を操縦する者や、鶴つる嘴はしを持った屈くつ強きような男たちが仕事を始める。アンバーは自分の役目を果たせたことに安あん堵どして責任者に訊ねた。

「ぼくにもなにか手伝えることは──」

　そのとき、一いつ瞬しゆん、視界が真っ赤になり、ドオォ──ンという轟ごう音おんとともに黒い煙けむりが立ち上った。考えるよりも早く身体が勝手に動き、アンバーは琥こ珀はく色いろの両りよう翼よくを限界まで広げて作業員たちを覆おおっていた。

「ガス爆ばく発はつだっ！」

「み、みんな大丈夫!?」

「はいっ、……でも、なんで爆発なんか──」

　土の匂いしかしなかったのに、アンバーはまた失敗してしまったのだろうか。

　翼つばさの下で安堵していた作業員が急に叫さけび声をあげる。

「うわぁぁっ！」

「竜の血だ！　逃にげろ！」

「えっ……？」

　猛もう毒どくだ！　死ぬ！　助けてくれっ──作業員たちが口々に叫び、蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

「ああっ、なんで!?」

　痛みはまったくないのに、振ふり返ると翼の下に赤い泥でい濘ねいのようなものがあった。金の粒つぶが光る泥濘が、どろどろと広がっていく。アンバーはショックを受け、頭の中が真っ白になった。

「どうしよう、どうするのっ、血が出たら……」

　ジュストと約束した大切な決まりごとが思い出せない。アンバーは翼をバタバタと動かしてしまう。血が飛び散り、さらに悲鳴があがって、現場は凄すさまじい混乱状態に陥った。

　夥おびただしいサイレンの音が近づいてくる。同時にドスン、ドスン……と着地音がした。

「に、兄さま……！」

　アンバーが呼ぶよりも先に助けにきてくれたのは、ガーディアンとフォンティーン、バーチェスとキュレネーだった。

「血を浴びた者はいないか!?　怪け我がを負った者がいたら教えてくれ！　直ちに治ち癒ゆする！」

「アンバー、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　フォンティーンが声をあげ、キュレネーが強力な治癒・浄じよう化か作用のある聖水をアンバーの身体にかけてくれる。

「爆発は小規模だったようだな。バーチェス、念のため確かく認にんを頼んだ。俺は黒こく煙えんを片づける」

「おう、任せろ！」

　ガーディアンは黒煙を吸い込んで体内で浄化し、青空へ向かって緑色の風を吐はく。バーチェスは地中に潜ってアンバーが見つけられなかったガス溜まりを発見し、散らしてくれた。

　サイレンと凄まじい喧けん騒そうの中で、フォンティーンが冷静な指示を出す。

「キュレネー、聖水を吐いて血ごとアーイルス川へ流せ。浄化しきれなかったぶんは私が請け合うから躊ちゆう躇ちよせず流していけ」

「うんっ」

　兄竜の指示を受けたキュレネーが聖水を吐いて、アンバーの血液に汚お染せんされた道路を浄化していく。フォンティーンはアーイルス川に入り、流れ込んでくる液体に己おのれの聖水を混ぜ、確実に清めて放流した。

　ドラゴンギルドの紋もん章しようが施ほどこされた自動車が現場に到とう着ちやくし、助手席からリーゼが、運転席からジュストが出てくる。リーゼはアンバーを一度も見ずに業務命令を下した。

「処理が終わったなら全機速すみやかに帰還しろ」

「リ、リーゼ、ごめんなさい。ごめんなさい……」

「帰還しろって言ったのが聞こえねえのか!!」

　キュレネーに治してもらったのに、力が入れられないアンバーは竜の姿のままフォンティーンの背に乗って帰還した。

　あれほど深刻な事故を起こしても、兄竜たちはアンバーにとことん甘くて誰だれも怒おこらない。

「俺たちが守ったんだぜ！　最高の連係プレーだったよな！」

「ああ。アンバーのためだからこそ生まれた連係と言っていい」

「私も先日、助けたばかりです。本当に小さくて可愛かわいらしい……」

「いいなぁー。次は僕が絶対に助けてあげるんだ」

　兄同士で自じ慢まんし合うそれを聞くのはたまらなくつらかった。怒ってくれたほうがずっといい。

　夜になって帰ってきたリーゼが激げき怒どしたときも、アンバーは兄竜たちに庇われた。

「おまえの誤った判断がどれほどの人命を危機にさらしたのかわかっているのか!!　己の血が猛毒であることを忘れ、あたりに撒まき散らすとはなにごとだ!!」

「そんなに怒らなくたっていいだろ」

「アンバーは人間をちゃんと守ったよ」

「確かに出血量は多かったが、それで死人が出たわけじゃないからな」

　その日の夕食は味がしなかった。己の無力さがあまりにもショックで涙なみだすら出なかった。アンバーは夜の闇やみを凝ぎよう視ししつづけて朝を迎むかえた。

　そして、朝の打ち合わせで配られた【任務地一覧】を見て愕然とする。

　アンバーの欄らんには【飼育小屋】としか記き載さいされていなかった。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　話がしたいのに、いつも通り打ち合わせを終わらせたリーゼはすぐに脱だつ衣い室を出て行ってしまった。アンバーは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。竜とバトラーのあいだを縫ぬって、硬かたい表情のテオが近づいてくる。

「アンバー、ごめんな。説得したんだけどリーゼさんぜんぜん聞いてくれなくて」

「ど、どうしてテオが謝るの、テオは悪くない。悪いのは全部、ぼくだから……ごめんなさい……」

「昨日、なにがだめで怒られてるか、わからなかったんじゃねえの？」

　俯うつむいて小さくうなずくとテオは苦く笑しようする。

「そりゃあ、あんながみがみ言われたら誰だってわからねえよ。──リーゼさんは、アンバーが任務に失敗したことを怒ってるわけじゃないんだ。アンバーの兄貴たちだって失敗するときがある。それでリーゼさんが謝りに行くことになってもぜんぜん怒らないし、文句言ってるところを俺は見たことがない。今日だって、今からまた爆発現場に行ったり会社に謝りに行ったりするけど、しれっとしてたぜ」

「………」

「失敗しても、できることをやって、守るべきことは遵じゆん守しゆしないとな。アンバーは昨日、出血したときどうした？　生き物を逃がして、動かずに兄貴たちを呼んだか？」

「兄さまたち、呼べなかった。混乱して、翼ばたばたさせてしまって……」

「パニックになるのはしかたない。でも、なにがあっても、出血時の決まりだけは守らないとな。アンバーの血には、人間を即そく死しさせる魔ま力りよくが宿ってる。自分の血で生き物を危険な目に遭あわせることは絶対に避さけないとだめだ。アンバーはドラゴンギルドの竜りゆうだから」

　ドラゴンギルドの竜だから──テオの言葉に、俯いていたアンバーは顔を上げる。現場主任はニッと笑う。

「ずっと飼育小屋の担当ってわけじゃないぜ、それは俺が困るよ、アンバーも頭数に入れて任務を振り分けてるからさ。まぁリーゼさんが『飼育小屋の担当にしろ』って言ったのは、失敗つづきだからって理由よりも、アンバーに怖こわい思いさせたくないって気持ちのほうが強そうだけどな」

「ありが、とう……テオ。ぼく、飼育小屋、行ってくる」

「おう。頼たのんだぜ」

　出動の準備で賑にぎわう脱だつ衣い室を出て、飼育小屋へまっすぐ駆かけていく。

　しばらく姿を見せなかったアンバーに、メフィストは「あんばーっ、だっこ！」と興奮して言い、ジェイドとフェアリーも喜んでくれた。

「アンバー、久しぶりだな！」

「今日はアンバーが飼育小屋にいてくれるの？　うれしい」

「うん……。あっ、そうだ、ごはん、なにが食べたい？」

　毎日決まったものを食べるが、時折バトラーが『なにが食べたい？』と訊きいてくれる。その優やさしさが嬉うれしかったから、アンバーも弟たちに訊たずねた。

「……っ」

　訊ねたのは自分なのに、悲しくなってメフィストを抱だいたまましゃがみ込む。

「アンバー？」

「どしたの、あんばー。おなかいたいの」

　バトラーたちに優しくされたい。でも好きな食事を運んでくれるような優しさが欲しいわけではなかった。

　アンバーはもう自分で食事を選び、準備できる。

　任務をきちんと終えて帰き還かんしたときに「よくがんばったね」と優しく褒ほめてほしかった。

「う、……ぅ」

　激怒したリーゼの前でも我が慢まんできた涙があふれてくる。それはレリウスの執しつ務む室で泣いたときとは種類の異なるものだった。

　己の不ふ甲が斐いなさが悔くやしくて、アンバーは泣いた。

　頭上からジェイドの声が落ちてくる。

「もしかして、仕事、つらいのか」

「……うん。上手うまくできない。難しくて……」

　皆みな、アンバーが成体になったことを喜んでくれて、忙いそがしいのに時間を割さいてたくさんのことを教えてくれた。レリウスとも挫くじけないと約束した。

　飼育小屋が恋こいしくて、ドラゴンギルドの外は未知の恐おそろしさがあった。なぜ仕事をしたいと思うようになったのか、自分でもわからない。

　仕事がしたい、レリウスに会いたい、任務をきちんと遂すい行こうして帰還したい──気持ちがぐちゃぐちゃになり、涙が止められなかった。

「負けるなよ、アンバー」

「がんばって。くじけたらだめだよ」

　ジェイドとフェアリーが励はげましてくれる。メフィストは「ぽた、ぽた、いっぱい」と言いながら琥こ珀はく色いろの涙を舐なめ取ってくれた。

「うぅ……レリィ……」

　今すぐギルドを飛び出して、レリウスがいる総司令部へ走っていきたい。しかし、そんなことをしたら彼をひどく困らせてしまうだろう。

　アンバーがいつまでも泣きやまないからメフィストに伝でん染せんしてしまった。懸けん命めいに涙を舐め取ってくれていた火竜の弟は赤い[image: 鱗]うろこを逆立てて泣き叫さけぶ。

「ウワァ──ン!!」

「あっ。……ご、ごめん、ごめんねメフィスト。ジェイドとフェアリーも……みんなのおかげで元気になったよ、ありがとう。ほら見てメフィスト、ぼくもう泣いてないよ」

　そう言っても駄だ目めで、メフィストはビエーッ、ビエーッと大声をあげて泣きつづける。

　近くのガラスがビリビリと音を立てた。このまま同じ場所にいたら、強い魔力が宿った泣き声によってガラスが割れてしまう。

「ジェイド、フェアリー、おなかすいてるのにごめんね、ちょっとだけ待ってて」

　アンバーは泣きやまない弟を抱いて広い飼育小屋を巡めぐった。

「見て、黄色いちょうちょ。かわいいね」

「ウッ、ウェッ」

「メフィスト、ちょうちょ見ないの？　飛んでいっちゃうよ」

「チョチョ、いらない。……ウェ。あんばー、いる……ウッ、ゥ」

「うん……そしたら一いつ緒しよにごはん取りに行こうか。メフィストはなに食べる？」

「みーとぼーる、いっぱい。あんばー、ぜんぶ、あーんして」

「わ、わかった」

　ぐずるメフィストがこれまでにないくらい駄々っ仔こになってしまって物もの凄すごく焦あせったけれど、そのおかげで悲しさや不甲斐ない思いを吹ふっ切ることができた。

「お待たせ、厨ちゆう房ぼうに行ってくる。フェアリー、なににするか決まった？」

　まだ少し元気がないフェアリーはアンバーにぴったりくっついてきて、「わたし、なんでもいい……」とつぶやいた。

「そんなこと言わないで、あっ、そうだ、今日の朝ね、食堂のカウンターにウグイのマリネがあったんだよ。フェアリーはお魚が好きでしょう？　ウグイまだあるかコックさんに訊いてみるね。ジェイドは？」

「キューカンバー・サンドイッチと、野菜とチキンのサラダ。サラダはバランスよくね！　アンバーはチキンばっかりにしそうだから」

「へへ、気をつけるね」

　翌日も、その次の日も【任務地一覧】のアンバーの欄らんには【飼育小屋】と書かれていたが、塞ふさぎ込まずに働いた。

　正しく言えば、塞ぎ込む暇ひまなどなかった。バトラーの仕事がどれほど大変か、身をもって知る。小川がいつも綺き麗れいなのは彼らが掃そう除じをしてくれているからだ。それも、幼生体たちの遊び相手をしながら。

　アンバーも懸命に掃除と弟の遊び相手を同時におこない、ファウストと約束した通り、若葉色の卵をゆりかごから出して抱き、飼育小屋をゆっくり歩いた。

　その日の夕方、ドラゴンギルドはいつも以上に騒さわがしかった。正門の近くに三台の高級自動車が駐とまっていたり、自動車が去ったあと、軍服姿の兄竜たちがサーベルを下げて出て行ったりしていた。

　夜になり、眠ねむる準備を終えたアンバーはレリウスのマフラーを巻いて寝しん台だいに入る。エリスは少し眠そうだが、ちゃんと手をつないでくれた。

「飼育小屋のこと見てくれてありがとう。すごく助かるよ」

「ううん、ぼくだって、エリスたちが遊び相手しながら小川の掃除してくれてるの知らなかった。あれ、大変だね。自分で実際にやってみて初めてわかったの。ありがとう」

「なんでお礼なんか言うんだよォ、アンバーは幼生体のときからいい仔だよ。悪いのはジェイドだ、いつも僕のことずぶ濡ぬれにしようとするんだもん、オリビエにはしないくせにーっ」

「明日ジェイドのこと叱しかっとく」

「ははっ。アンバーってさ、やっぱり幼生体のお兄ちゃんなんだよな。そういうの素す敵てきだと思うよ」

　アンバーはエリスと微笑ほほえみ合ったあと訊ねる。

「今日の夕方、なにかあったの……？　ばたばたしてたみたいだから気になって」

「うん、それがさ、僕らも今朝の新聞で知ってびっくりしたんだけど、政府のお偉えらいさんが殺されたらしいんだ。しかもこれが初めてじゃなくて、軍人や高官ばっかり何人か殺されちゃってるみたいで……〝要人連続殺人事件〟って載のってた」

「えっ……！」

「めちゃくちゃ物ぶつ騒そうだよな。それで、メルバーン子し爵しやくたちが夜のあいだ御お屋や敷しきのまわりを警けい邏らしてほしいってギルドに依い頼らいしてきたんだ。緊きん急きゆう案件ってやつ。メルバーン子爵は知ってるだろ？」

「うん。ときどき宝石みたいにきらきらしたお菓か子しを持ってきてくれる小父おじさまだよね？」

「そうそう、うちの上得意さまなんだ。だからリーゼさんは依頼を受けて、ガーディアンとフォンティーンとシャハトが警邏に行ったよ」

　目まぐるしい日々を過ごすうちに完全に忘ぼう却きやくしてしまっていたそれを、いま思い出す。

　アンバーが初めて人型に変容する直前、レリウスとリーゼが話していた。人間が殺されたことと、レリウスのまわりが大変になっていることを、アンバーは二人の声の低さや雰ふん囲い気きから知った。それがまだ解決していないということだろうか。

「あっ、エリス？　……ど、どうしよ」

　毎日の仕事で疲つかれているのだろう、眠そうにしていたエリスは話の途と中ちゆうでまぶたを閉じ、手をつないだまま寝ねてしまった。

　アンバーは土竜で力持ちだから、背格好がよく似たエリスでも簡単に抱き上げてバトラーの宿舎へ行ける。しかしそれよりも手っ取り早い方法を思いついた。

「えいっ」

　エリスを寝台に引っ張り上げ、窮きゆう屈くつそうなのでテール・コートと靴くつだけ脱ぬがせてぽいぽいと絨じゆう毯たんに落とす。「すこーっ、すこーっ」と元気な寝息を立てるエリスと並んで横たわり、毛布をかぶった。

「……レリィ」

　事件が解決していないということは、レリウスが顔を曇くもらせて口にした『少々厄やつ介かいな仕事』というのも、まだ終わっていないのではないだろうか。よくない予感がする。気になってしかたないアンバーは眠りの浅あさ瀬せを漂ただよいつづけた。







　　　　[image: ]







「ドラゴンギルド！　いったいなにをしているんだ!!」

　嫌いやな予感は的中してしまい、翌日の午後、アンバーはリーゼとともに総司令部の一室に立たされていた。

　顔かお見み世せの日より人数は減ったものの、相変わらずカーキ色の軍服を着た男たちに囲まれている。人間の匂においも濃こい。軍人の群れから少し離はなれたところにサージェント法務将校が──レリウスが座っているのも同じだった。

　八日ぶりに会えて身体からだが震ふるえるくらい嬉うれしいし、離れているあいだに起きたさまざまな出来事を聞いてほしい。でも、今すぐ飛びつきたいとはもう思わなかった。軽けい率そつな行動は〝帝てい国こく軍の人間〟を完かん璧ぺきに装よそおうレリウスの足を引っ張ることにしかならないと理解している。それに、端たん整せいな顔に疲ひ労ろうの色が浮うかんでいることがひどく気になった。

　──やっぱり『少々厄介な仕事』のせい……？

　その思案は、また放たれた雷かみなり声ごえに打ち消されてしまい、驚おどろいたアンバーは一いつ瞬しゆんぎゅっとまぶたを閉じる。

「帝国の要人を差し置いて子爵ごときを警固するとはなにごとだっ！　舐なめた真似まねをしてくれる！」

「メルバーン子爵たちは我が社の上顧客クライアントだ。ここにいる奴やつらでは用意できない報ほう酬しゆうを即そつ金きんで支し払はらってくれる。おまえにとやかく言われる筋合いはない、フレイザー」

「リーゼ、きさま……っ」

　先ほどから赤い顔をして怒ど鳴なっているのはフレイザー大将というらしい。帝国軍の人間は皆みな同じ顔に見えるが、この白い軍服を着た年とし嵩かさの男は前回もうるさかったのでさすがに憶おぼえてしまった。

　ドラゴンギルド創設当時を知らない若い軍人たちは、二十歳はたちほどに見える筆頭バトラーが五十歳過ぎの大将を呼び捨てにしたことに憤いきどおって口々に文句を言う。しかしリーゼとフレイザー大将は昔から似たようなやりとりをしてきたのではないだろうか。そう考えるアンバーは、リーゼが帝国軍に呼び出された理由を今ここで知った。

　政府の高官と将校が殺害された一件は箝かん口こう令れいが敷しかれたが、犯人検挙に至らないまま第二、第三の事件が起こり、一昨夜に発生した第四の事件をとうとう新聞社が嗅かぎつけ、大々的に掲けい載さいした。報道規制を図はかるも時すでに遅おそく、この機密事じ項こうが爆ばく発はつ的に広まったのはドラゴンギルドが貴族の警固依頼を受じゆ諾だくしたからだと帝国軍は主張している。

　──へんなの……。こじつけ？　なんでもギルドのせいにしたいみたい。

　ドラゴンギルドと帝国軍の関係の劣れつ悪あくさを目まの当たりにしたからか、アンバーはそう感じるようになった。一度も口を開かず座っているレンヴィートル元げん帥すいはセルロイド人形を連想させる。対照的にフレイザー大将は立ち上がる勢いで唾つばを飛ばしてくる。

「ドラゴンギルド！　この由々しき事態の責任をどう取るつもりだ!?」

「責任を取る？　我が社が？　クライアントから警固の依頼があり、それを受けただけのこと。どこに問題があるか御ご教きよう示じ願いたいものだな」

「金のことしか頭にないきさまの軽々しい行動によって広く知れ渡わたる事態に陥おちいったのだっ。これは紛まぎれもない機密漏ろう洩えい事件だぞ！」

「珍めずらしく意見が合う、俺も漏洩事件だと思うぜ。帝国軍の機密保護セキユリテイは相変わらずゆるゆるだな。ちなみに俺が警固依頼を受けたのは朝刊にでかでかと載って帝都じゅうに広まったあとだ。おかげで通常の二割増しの報酬額で商談が成立した」

　リーゼはあきれを通り越こして愉ゆ快かいそうな声を出し、アンバーがちらりと見たレリウスはなんとも言えない表情をしていた。禿はげ上がった頭の頂まで真っ赤にしたフレイザー大将は、口をぱくぱくさせたりわなわなさせたりしたあと、青筋を立ててふたたび唾を飛ばしてくる。

「このっ……金の亡もう者じやが！　ドラゴンギルドは帝国軍に献けん身しんせよ!!　将校および高官の邸てい宅たくの門前に立っておれ！　日にち没ぼつから夜明けまでな！　ハハッ！」

「それはいい、帝国の番犬に相応ふさわしい任務だ」

「いや、実際に番犬を置いたほうがましではないか？」

　フレイザー大将の渾こん身しんの怒号に少将や准じゆん将しようは喝かつ采さいし、ほかの大将や中ちゆう将じようたちが競きそうように雑言を口にする。

　やはり総司令部はまったく好きになれない。事情に疎うといアンバーでもわかるほどのあからさまな嫌がらせに、リーゼはしれっと厭いや味みを返した。

「我が社は従業員が極きよく端たんに少ないうえ依頼案件は増える一方でな。まことに残念だが警固して差し上げる時間なんぞない。世界に誇ほこるアルカナ・グランデ帝国軍なんだろ？　己おのれの身くらい自分で守れ」

「レンヴィートル元帥閣下！　御命令を！」

　フレイザー大将や将校らが勝ち誇った表情で年若の上官に迫せまる。

　大将では御ぎよしきれないと思ったのか、詰つめ寄ってくる彼らに怖おじ気けづいたのか、その心中はわからない。成り行きを静観していたレンヴィートルが唇くちびるを開く。

「少ない従業員でどう賄まかなうかを考えるのが、筆頭バトラーである貴公の役目ではありませんか？　将校宅および高官宅の警固、時間は日没から夜明けまで、期間は犯人検挙まで──これらをドラゴンギルドへの軍事命令とします」

「またか。その軍事命令おもちや、甚いたくお気に入りだな。俺が帝国軍のお遊ゆう戯ぎのすべてに付き合うと思ったら大まちがいだぜ？」

「お遊戯と捉とらえるのは些いささか早計かと。ドラゴンギルドの存在意義はアルカナ・グランデ帝国への貢こう献けん。それを拒こばむのであれば結社の存続を問うことになりますが」

「これ以上ないほど貢献してやってる。竜りゆうになにを守護させるか決めるのは俺であって貴公ではない」

　唇の片かた端はしを上げるリーゼと薄うす笑わらいを浮かべるレンヴィートルは真っ向から睨にらみ合う。

　一気に膨ふくれ上がった緊きん張ちよう感かんに、喚わめき散らしていたフレイザー大将や軍人たちは押し黙だまって固かた唾ずを吞のみ、アンバーは俯うつむいてしまった。双そう方ほう頑がんとして引かないこの状じよう況きようを誰だれが決着させるのだろう──。

　そのとき、コツ、と長靴ロングブーツの踵かかとが床ゆかを打ち、張り詰めた沈ちん黙もくを破る。

　顔を上げると、レンヴィートルのすぐそばにレリウスが立っていた。

　法務将校はゆっくりと長ちよう軀くを屈かがめ、若き元帥に端整な顔を近づける。孔雀緑のマントが音もなく揺ゆれる。

「私がギルドに言い聞かせ、閣下の御命令を必ず遂すい行こうさせます。警固対象者リストを作成してもよろしいでしょうか？」

「……許可します。そういえば、当件の調査は貴き殿でんに一任しているのでしたね。警固は今夜より開始します。リストを二時間以内に作成し、私に提出したのちドラゴンギルドへ送ってください。サージェント法務将校、一日も早い犯人検挙と事件解決を望みます」

「承知しました」

　リーゼが大きな舌打ちをする。アンバーは声を出してしまいそうになり、慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。

『少々厄やつ介かいな仕事が入ってな。……ここにも、しばらく来られなくなる』──二週間以上前のレリウスの声が鮮せん明めいに蘇よみがえる。あのときアンバーはまだ幼生体で、彼の言葉が気になったけれどなにも訊たずねなかった。レリウスが担になわされた『少々厄介な仕事』が、犯人検挙による要人連続殺人事件の解決だと今になってようやく理解した。

　少々どころではない、あまりにも厄介で危険すぎる。殺害されるのは将校と高官だけなのだからレリウスも狙ねらわれているということだ。そのような危険極きわまりない状況でみずから殺人犯に近づかなくてはいけないなんて。

　──そんなの絶対にだめだ、レリィを守りたい。

　一瞬の迷いもなく、はっきりと思った。そして成体のアンバーはレリウスのために行動できる。

　成体になれたことに今ほど感謝したときはない。金の瞳ひとみでとらえたレリウスは──否いな、サージェント法務将校は、レンヴィートル元帥に恭うやうやしく一礼して筆頭バトラーを睥へい睨げいする。

「そういうことだ。竜を待機させておけ」

「くだらねえ」

　レリウスを守るためにそばにいたいのに、本気で怒おこるリーゼはアンバーの手を強くつかんで扉とびらへ向かう。振ふり返ってレリウスを見ると、彼の隣となりにいるレンヴィートルが珍しく眉まゆ根ねを寄せて言った。

「筆頭バトラー、アンバーをどちらへ？　彼はこのあと私と面談を予定しています」

「今しがた陸軍元帥閣下より発令された至上命令をこいつにも遂行させなくてはならんのでな。失礼する」

　物もの凄すごい早口で言ったリーゼは部屋を出て長い廊ろう下かを大おお股またで進み、階段を一段抜ぬかしで駆かけおり、衛兵が立つ総司令部の扉を抜けてアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群をあとにした。

「待ってよ、リーゼ」

　ドラゴンギルドへつづく道に出ても怒いかりを治めていないのは、激しく揺れるポニーテールから見て取れた。先ほど言い捨てたあれはアンバーを連れて帰る口実に過ぎず、ギルドに戻もどればまた飼育小屋を担当することになるだろう。

　それが嫌いやなのではない。飼育小屋の仕事はやりがいがある。弟竜たちのために清潔を保ちたいから掃そう除じに没頭するし、じたばたするメフィストを宥なだめながら[image: 鱗]うろこや牙きばの硬こう度どを測って成長記録帳に記入していくのも好きな業務だった。

　しかし、アンバーが一番したいことは──。

「リーゼ、聞いて！　ぼく、任務がしたいんだっ」

「なに……？」

　足を止めて振り返ったリーゼの瞳には怒りではなく驚きよう愕がくがあった。アンバーも、こんなに言葉を並べ立てるのは初めてだった。

「酷ひどい失敗ばかりして本当にごめんなさい。でも、仕事ができるようになりたい。同じ失敗は二度としないように気をつける、から。血も、もう出さない。もしまた出てしまったら、生き物たちを逃にがして岩みたいに動かないで、すぐにオンディーヌの兄さまたちを呼ぶ」

　アンバーは世界最強の魔ま物もので土竜ゲノムス特有の剛ごう力りきも持っているけれど、それだけでは駄だ目めだとわかっている。さまざまな仕事を知って経験を積み、考える力や判断力をつけなければレリウスを守りきることはできない。アンバーは頭を下げ、慣れない敬語を口にして頼たのんだ。

「ぼくにも、任務をさせてくださいっ。お願いします！」

「………」

　一いち陣じんの風が吹ふいて、まっすぐの赤毛がさらさらと揺れる。

　愛情を籠こめて育ててくれた保護者に偉えらそうなことを言ってしまっただろうか。

　長く気まずい沈黙のあとに、リーゼが口を開く。

「いつまでもころころした幼生体のまま、恐きよう怖ふや憂うれいを知らないまま、飼育小屋で健すこやかに遊んでいてほしいってのは──、……ま、身勝手な話だよな」

「リーゼ……？」

　怒ど鳴なられると覚かく悟ごしていたのに。思いがけない言葉が聞こえて顔を上げる。

　苦しげに眉をひそめながらも微笑ほほえむリーゼは、またアンバーの知らない表情をしているけれど、飼育小屋でずっと見てきた笑え顔がおと同じくらい好きだと思った。

「二時間もすればサージェントが警固対象者リストを持ってギルドに来る。腹立たしいが、動かせる全機の竜を夜間警固に充あてなくてはならん。アンバー、おまえもだ。出動までギルド内で待機しろ。サーベル佩はい帯たいを忘れるな」

　ニッと笑って業務命令をくれた筆頭バトラーに力いっぱい抱だきつきたい。でも「仕事中だぞっ」と怒られてしまうかもしれない──そのときオリビエの講義を思い出したアンバーは、両手をそれぞれ腿ももの外側にくっつけてビシッと背筋を伸のばし、大きな声で言った。

「いえす・さあ！」

「おまえ発音おかしくねえか？　まぁいいけどよ……」










　リーゼの言う通りレリウスは二時間ほど経たった午後五時過ぎに姿を見せ、飼育小屋の掃除をしていたアンバーも執しつ務む室に呼ばれた。

　二人は応接セットのソファに座っていて、ローテーブルには書類がある。レリウスのそばに座りたかったけれど、猫ねこの瞳をぎらりと光らせて「俺の横に座れ」と無言で伝えてくるリーゼの隣に腰こしかけた。

「レンヴィートル元げん帥すい閣下は珍めずらしく本気でご立腹だったな。どうやら茶と菓か子しを多めに用意させていたらしい。言こと伝づてを預かった、『次回の面談は三日後、午後三時から』と。すまないが空けておいてくれないか。二時三十分に俺がギルドまで迎むかえにくるよ」　>>>♥

「うん、わかった」

　やはり面談は避さけられないようだった。先ほどの、リーゼに酷いことを言って睨み合う元帥を思い出し、憂ゆう鬱うつになってしまう。でもレリウスを絶対に困らせたくないのでしっかりうなずいた。

　リーゼは年季の入ったパイプからもくもくと煙けむりを上げる。

「腹立たしいのはこっちだ。最悪の巻き込みかたしやがって。おいサージェント、おまえが加担してどうする」

「フレイザー大将から呼び出しがかかる、巻き込まれるのは不ふ可か避ひだと事前に確かく認にんしておいただろう？　俺がああ言ってなければリーゼとレンヴィートルは今もまだ総司令部で睨めっこしてるぞ、絶対」

「やかましい、巻き込みたいならもっと真っ当な理由を準備しろってんだ。『ギルドが魔物を使し役えきして殺させている』のほうがまだましだ、くだらん屁へ理り屈くつで軽けい率そつに軍事命令を口にしやがって。そもそも第四の事件が新聞に載のるなんて、おまえ言ってなかっただろうがよ」

「俺も新聞を見て初めて知ったんだ、記者たちのことは警けい戒かいしていたが今回は完全に素すっ破ぱ抜ぬかれた」

　これはレリウスが担わされている危険な仕事の話で、内容をできるだけ詳くわしく理解しておきたいアンバーは、早口で展開される二人の会話に必死でついていく。アンバーが研修を受けたり任務を失敗して落ち込んだりしていた約二週間に、第二、第三の事件が発生し、その都度レリウスとリーゼは連れん絡らくを取り合っていたことがうかがえた。

「昨日も現場検証と検死に立ち会ったが、やはり最初の事件から第四の事件は類るい似じ点が多くある。死因は頸けい部ぶを切られたことによる失血死。寝しん室しつの窓は開けられ、凶きよう器きのナイフも必ず現場に落とされている。まるで儀ぎ式しきのようにな。相変わらず指し紋もんは検出されず、犯人像もまだつかめていない。とうとう老将や枢すう密みつ院いん議員らが『魔物の仕し業わざだ』とささやきはじめた」

「まずいな……難儀な爺じいさんたちだ。だが、なぜレンヴィートルやフレイザーは魔物の犯行と糾きゆう弾だんしてこなかった？」

　アンバーは成体になる直前の、レリウスとリーゼの会話を思い出す。あのときはわからなかった話がだんだんつながってくる。

『指紋が検出されないのをいいことに、政府と帝国軍は魔物の犯行と決めつけるぞ』

『魔物がナイフなんぞ使うかよ。そもそも無益な人間の殺害はうちの竜りゆうが許してない』

　アンバーも、魔物はむやみに人間を傷つけたりしないと強く思う。しかし犯人像が不明で、凶器から人間の指紋が検出されなければ、魔物の仕業と決めつけられる──。

「銅貨一枚にもならん無む駄だな警固を我が社に担になわせ、竜を番犬扱あつかいして蔑さげすむのが目的なんだろうが、それにしたって不自然だ。魔物の犯行と言える条件が揃そろっているのに、あのフレイザーがひとことも触ふれなかった。機密事じ項こうが広まったのはギルドのせいだの、貴族の警固依い頼らいを受じゆ諾だくしたからだの、まわりくどい言いかたに徹てつしていた」

「確かにな。考えられるのは……たとえば、レンヴィートルが口止めしている、とか？」

「なんのために？」

「わからん。譬たとえ話だ。──俺は、さっきレンヴィートルが言った『そういえば、当件の調査は貴き殿でんに一任しているのでしたね』が引っかかっている」

「ああ、あれか。自分が命じたことを忘れていた口ぶりだったな」

「そうだ。一日も早い犯人検挙と事件解決を望むと言いながら、深刻な事態に興味がないような……ここまで読めない人間は初めてだ。あのアルカイック期の彫ちよう像ぞうみたいな奇き妙みような薄うすら笑い、どうにか崩くずせないものかな」

「人間ね……。──人間。か……」

　リーゼは同じ言葉を二度つぶやき、まぶたを閉じて思案を始めた。

　緻ち密みつな模様の施ほどこされたパイプから紫し煙えんがゆらゆらと立ち、消えていく。レリウスとアンバーは瞳ひとみを交かわしながら待った。

　やがて、片眼鏡をカチャリと鳴らしてまぶたを開き、猫のような瞳でレリウスを見み据すえて言う。

「ひとまず竜には警固をさせる。本心か芝しば居いかは不明だがレンヴィートルは思いのほかアンバーに傾けい倒とうしているようだ。面談の最中に仮面を脱ぬぐ瞬しゆん間かんがあるかもしれない。アンバーには期限付きで協力させるからおまえは奴やつに関する情報を抜けるだけ抜き取れ。そしてとっとと犯人を捕つかまえろ。事件解決次し第だい、若造との面談と夜間警固を同時に終わらせる」

「イエス・サー、筆頭バトラーの仰おおせの通りに」

　笑顔を作って答えるレリウスの顔には変わらず疲ひ労ろうの色が浮うかんでいて、目の下にうっすらと隈くまがあった。

「レリィ、すごく疲つかれてる。この大変な事件のせいだよね？　レリィは強いけど一人で犯人を捕まえるのは危ないと思う。どうしてレリィだけ……ほかの軍人たちは悪口を言うばっかりでなにもしないの？」

「ありがとう、アンバー。このところ血液にありつけてないから気分がすっきりしないだけで、俺は元気だよ。帝国軍の連中はなにもしないのではなく、怖こわくて身動きが取れないんだ。次は自分が殺されるかもしれないと毎日怯おびえて過ごしている。いっそ犯人が俺の屋や敷しきに来てくれないかなぁ。そしたら血を吸ったあとに捕とらえられるだろう？　一石二鳥というやつだ」

　疲れているように見えるレリウスは、それでもいつも通り少しおどけてアンバーの不安を打ち消してくれる。胸をときめかせるアンバーの隣となりで、ソファに深くもたれていたリーゼがいきなり身を乗り出す。仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたのに、なぜか悪戯いたずらっ子みたいに笑って言った。

「血が足りてない？　うら若き乙女おとめの首からちょっと失敬して、さっと記き憶おくを消したらいいじゃねえか、いつもやってるみたいによ。寝室に招かれるのは得意だろ？」

「……どうもその気が起きん」

「ええっ、百ひやく戦せん錬れん磨まのおまえが？　信じられん、いよいよ重じゆう症しようじゃねえか、ジュストに診みてもらえよ。あいつの調合する精力剤ざいはとんでもないらしいぞ、もらって帰れ」

「うるさいっ、なにが百戦錬磨だ、寝室に招かれるのは得意だろ、ってなんだよ。碌ろくに知りもしないくせにいいかげんなことを言うんじゃない。早くリストに目を通せ、日にち没ぼつまで三時間を切ってるんだぞ」

　リーゼは頓とん狂きような声を出してわざとらしく驚おどろき、レリウスは妙にアンバーの視線を気にしているようだった。常に余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしているレリウスの慌あわてふためく姿を見たのは初めてで、彼が慌てだした理由がわからないアンバーは首をかしげる。

　まだ意地悪な笑えみを浮かべるリーゼが、ローテーブルに置いている書類を手に取った。警固対象者リストをぱらぱらと捲めくるなり猫の瞳を半開きにする。

「はぁ？　百三十七人だと？　ばかも休み休み言えってんだ」

「これほどわかりやすい嫌いやがらせは久々だよなあ。フレイザー大将が生き生きしていた」

　今度はレリウスがにやにやしだす。彼らを交こう互ごに見ながらやりとりについていくアンバーは忙いそがしい。菫すみれ色いろの瞳をさらに細くしたリーゼが、パイプを持つ手でリストをぺしぺし叩たたいて言った。

「おい、ここ。なんでサージェントの名前が入ってんだ」

「自宅の夜間警固を希望したからに決まってるだろ。ドラゴンギルドのニューフェイスを指名させてもらおう」

「えっ！」

　それは、アンバーがレリウスの自宅を警固できるということではないだろうか。嬉うれしくて弾はずんだ声を思いきり出してしまい、「ふざけんな、指名なんぞ誰だれが許すか」と言うリーゼに睨にらまれた。

「犯人が屋敷に来たほうが都合がいいんじゃねえのか。それでも警固してほしいなら、おまえの屋敷にはサリバンかフォンティーンを送り込んでやる」

「可愛かわいいアンバーを軍人どものもとへ行かせるなど想像しただけで吐はき気がする。大臣や官かん僚りようは幾いく分ぶんましだが軍人はまともじゃない奴のほうが多い。おまえもとっくに考えてるはずだ、俺の屋敷によこす以外に安全策はないってな」

　レリウスを完全に無視したリーゼは立ち上がって壁かべへ向かい、そこに設置された伝声管の蓋ふたを開けて「テオ、地図持って執しつ務む室。警固の割り当て」と短く伝える。

　そうしてドラゴンギルドの筆頭バトラーは物もの凄すごい真顔でレリウスを見据え、いっさい笑わずに言った。

「俺はおまえが最も危険だと思っている。いや、おまえだけが危険だ。手ェ出したら鉞まさかりでぶちのめし、再起不能にしてやる」










　火竜の[image: 鱗]うろこに似た真っ赤な夕ゆう陽ひが時計塔とうの向こうに沈しずんだ午後七時三十分──。アンバーは、帝てい都と随ずい一いちの高級住宅街に立っていた。

　先ほどから繰くり返し「よしっ、やるぞ」と心の中で言っている。苦手なサーベルもきちんと佩はい帯たいしてきた。

　リーゼが真顔で言った『おまえだけが危険だ』の真意は、結局わからなかった。レリウスの自宅を警固できないかもしれないと落ち込みかけたけれど、テオが笑顔で「特別任務だ、頼たのんだぜ！」と手て渡わたしてくれた【警固宅一覧】のアンバーの欄らんには【サージェント法務将校宅】と記き載さいされていて、飛び跳はねるくらい嬉しかった。

　仕事は失敗ばかりで、出血して人間たちを怖がらせてしまったり兄竜とバトラーに迷めい惑わくをかけたり、つらいことが多い一週間だったが、それらが吹ふき飛ぶほどにアンバーは今とても意気込んでいる。鼻息が荒あらいのが自分でもわかる。

　今夜は絶対に失敗しない。リーゼがくれたこの特別任務をなにがなんでも遂すい行こうし、大好きなレリウスを守り抜くと決めたのだ。だから初めての夜の帝都も、知らない場所に一いつ匹ぴきで立っていることも怖くない。

　アンバーはまた「よしっ、やるぞ」と心の中で気合を入れ、振ふり返って仰あおぎ見る。

「レリィのおうち、大きいなぁ」

　さっきも口にした独り言をふたたびつぶやいてしまうほど、サージェント家の邸てい宅たくは立派だった。『俺の屋敷』という言葉はレリウスが聞かせてくれる話に時折出てきていたけれど、アンバーが想像していたものと違ちがう。屋敷というより城に近い。

　黒い門と、その向こうに建つ灰色の館やかた。幾つもの屋根が折り重なるようにして天へ高く伸のびている。窓はもっと多く、でも明かりが灯ともっているのはひとつだけだった。

　こんなにも大きいのだから多くの吸血鬼ヴアンパイアが棲すんでいるに違いない。皆みなもう休んでいるのだろうか。それとも深夜になってから起きてくるのだろうか。

　きっと、ひとつだけ明かりのついたあの部屋にレリウスがいる。

　──レリィ、なにしてるのかな。本を読んでる？　ぼくが守るから安心してね。

　アンバーは黒い門の前に立ちつづけ、怪あやしい人ひと影かげがないか常に見張り、時々振り返って窓の明かりを確かく認にんした。三、四時間が経たっても疲れないし眠ねむくない。レリウスを守護できている実感が嬉しくて目は冴さえるばかりだった。

　門前に立つ以外にもっと効果的な警固方法はないだろうか。そう考えたとき、ふいに聞き覚えのある声がした。

『──おーい、アンバー。やっぱりまだ聞こえないかなぁ？』

『どのあたりにいるかわかるようになったのにね。アンバーっ』

「えっ!?　……サリバン兄さま？　シャハト、兄さま？　どこっ？」

『やった、聞こえたみたい！』

『離はなれたところからアンバーの頭に直接しゃべりかけてるよ。ちゃんと聞き取れたね、いい仔こだねー』

　それはシャハトとサリバンの声で、確かに耳じ孔こうではなくアンバーの広い額に響ひびいてくる感覚だった。

　竜りゆうの兄弟は精神を集中させることで互たがいの居場所を感じ取り、遠く離れていても言葉の伝達を可能にする。アンバーだけができなくて、強く憧あこがれていたそれがようやくできるようになった。土竜とは思えないほど小さくて細く、まだ土に潜もぐれないけれど、少しずつ成体の竜の特とく徴ちようがあらわれてきている。

『大だい丈じよう夫ぶ？　怖こわくない？　ランプ持ってたっけ？』

「うんっ、ランプはないけど平気。ありがとうシャハト兄さま」

『わー、アンバーえらいなぁ。僕、怖いからレスターにランプ用意してもらっちゃった……』

『兄貴のくせして情けねえなぁシーモア。アンバー、なんか起きたらすぐ伝えろよ、超ちよう高こう速そくで駆かけつけるからな！』

　えへへと照れるシーモアや頼もしいバーチェスの声まで聞こえてきた。嬉しくて嬉しくて任務中なのにぴょんぴょん跳ねてしまい、慌てて姿勢を正す。

　その様子が視みえていたのだろうか、サリバンがふふっと笑って兄弟に声をかけた。

『リーゼくんが言ってた通り、東の空が少しでも白くなったら任務は終わりだよ。みんなすぐ帰き還かんしよう。キュレネーやオーキッドやアンバーは困ったことが起きたら一番近くにいるお兄さまに伝えてね。夜明けまであと五時間くらいかな？　面めん倒どうだけど、がんばろうー』

　兄竜たちの『おう！』や『早く帰りたーい』という返事に合わせて、アンバーも「はいっ」と言った。

「よしっ、夜明けまでがんばる、レリィを守るんだ。──あ、しまった」

　効果的な警固方法を訊たずねるべきだったのに、浮かれすぎてすっかり忘れていた。自分から兄弟へ声を伝えられるか確認しておく必要もあると考えたアンバーは、バーチェスに訊きこうと決め、まぶたを閉じて精神集中を試みる。

　そのとき背後で、キィ……と音が鳴った。

　同時に濃のう厚こうな薔ば薇らの香かおりが怒ど濤とうのようにあふれてくる。

　ぱちっと目を開けて振り返ると門に誰かが立っていた。

　黒い門と同化しそうな、長ちよう軀くの影。アンバーは金の瞳ひとみを大きく見開く。

「レリィ！」

「シー。もう夜は深いよ」

　レリウスが唇くちびるに人差し指を当て、アンバーも慌あわてて自分の口を手で塞ふさいだ。

　間もなく日付が変わろうとしているのにレリウスは眠っていなかった。長軀を包んでいるのは孔雀緑の軍服ではない。白いシャツと、瞳の色に似たライトグレーのスラックスに、同色のウェスト・コート。初めて見る彼のプライベートな姿にどきっと胸が鳴った。

「おいで、アンバー」

　これはアンバーだけの習性で、飼育小屋で何度も言ってもらったその大好きな言葉を聞くと、身体からだが自然とレリウスの胸に飛び込むようになっている。しかし、足に力を入れてぐぐっと踏ふみ留とどまった。

「だ、だめです。いま重大な任務の遂行中なのであります」

　自分に言い聞かせるためにわざと口にした敬語は、やはり少しおかしかっただろうか、レリウスは「可愛いな」と肩かたを大きく揺ゆらして笑う。

「立ちっぱなしで疲つかれてるだろう？　少し休きゆう憩けいしよう。美味おいしい焼き菓が子しがあるよ」

　早く仕事ができるよう応おう援えんしてくれていたのに、今夜の彼は変だ。

　少し、意地悪だと思う。そのようなことを言われたら仕事を放ほうってレリウスと一いつ緒しよに焼き菓子を食べたくなるに決まっているのに。でも今こ宵よいはアンバーも一味違う。普ふ段だんならついていっているところだが、顔をぶんぶん横に振って誘ゆう惑わくを断たち切った。

「ぜんぜん疲れてない、ぼく竜だから。犯人が近くにいるかもしれないんだよ、危ないからレリィはおうちの中にいて！」

「近くにいるかもしれない犯人が門から入ってくるとは限らないだろう？　屋根を伝ってくるかもしれないし、窓から侵しん入にゆうするかもしれないぞ？」

「ほんとだ……どうしよう」

　やはり門の前に立っているだけでは駄だ目めで、兄竜たちに警固のしかたを訊き忘れたことをますます後こう悔かいする。焦あせって考えてもいい方法など思い浮うかばない。頭を抱かかえたとき、レリウスがひらめいたように指をパチンと鳴らして言った。

「俺のすぐそばにいて守る、というのはどうだ？」

「えっ？」

「警固場所を俺の寝しん室しつに変えれば屋根や窓から襲おそってきても撃げき退たいできる。それに、アンバーが部屋にいると知ったら犯人は怖くなって退散するんじゃないかな」

「わぁ、レリィってやっぱりすごい！」

　自分では思いつけない名案に瞳をきらきらさせると、レリウスは「善は急げだ」とにっこり笑って黒い門を開け、手招きをした。アンバーは「よしっ、やるぞ！」と今夜一番の気合を入れてついていく。

　そうしてサージェント家の大きな門をくぐったアンバーは、目の前に広がる風景に息を吞のんだ。

「赤い海、みたい……」

　館へつづく庭は真っ赤な薔薇の花で埋うめ尽つくされていた。行く先が霞かすむほどの濃厚な香りに思わずくしゃみが出てしまう。

　ドラゴンギルドの飼育小屋は多種多様の樹木や色しき彩さい豊かな草花であふれているけれど、ここには赤い薔薇だけがある。丁てい寧ねいな手入れがなされた薔薇たちは美しく咲さき、一様に夜よ露つゆに濡ぬれて煌きらめいていた。

　スラックスのポケットに片手を入れたレリウスは薔薇で覆おおわれている小道を慣れた足取りで進み、アンバーは真しん紅くの花々を傷つけないよう慎しん重ちように歩く。噴ふん水すいを通り過ぎて玄げん関かんへつづく階段を上ると、両開きの大扉とびらがおのずと開いた。

「わ……！」

「イラッシャイマセ」

「コンバンハ」

「こっ、こんばんは。はじめまして、アンバーと言います」

　重じゆう厚こうな扉を開いてくれた執しつ事じらしき中高年の男性とメイド服を着た若い女性に、焦ってぺこりと頭を下げる。アンバーは竜だから生き物に対する恐きよう怖ふはないが、気配を感じ取ることができずに物もの凄すごく驚おどろいてしまった。

　すんすんと鼻を鳴らしても二人からは匂においがしない。ガラス玉を嵌はめ込んだような、瞳どう孔こうも虹こう彩さいもない瞳。顔と手は蠟ろうに似て蒼あお白じろく、わずかなぬめりを帯びているみたいだった。

「戸と締じまりの最終確認が済んだら休んでいいよ」

「畏かしこマリマシタ、旦だん那なサマ」

「オヤスミナサイマセ、旦那サマ」

　不思議な雰ふん囲い気きを纏まとう彼らと短い言葉を交かわしたレリウスはすたすた歩いていく。アンバーは、主あるじへ深い辞じ儀ぎをする二人にもう一度ぺこりと挨あい拶さつをしてレリウスを追いかけた。

「匂いに気づけなくてびっくりしちゃった……ぼく、失礼じゃなかった？」

「大丈夫だよ。彼らはほとんど匂いがないんだ。あってもかすかな死し臭しゆうくらいかな、屍し蠟ろう体たいだからね。小太りの執事はハイラム、若いメイドはイヴリンという。二人とも無表情で挨拶しか口にできないから話し相手にするのも難しいが、仲よくしてやってくれ。そう見えないかもしれないけど、あれでも初めての来客をたいそう喜んでいるんだよ」

「初めて……？　だったらもっと話しかければよかったな……」

　ここには多くの吸血鬼が棲すんでいるだろうに、誰だれも訪ねてこないのだろうか。

　館やかたの中は湿しめり気を帯びた薄うす暗くら闇やみが漂ただよい、所々に細い蠟ろう燭そくの炎ほのおが儚はかなげに揺れていた。外の夜気よりもひんやりしていて霖りん雨うに濡れた土の匂いがする。土竜にとって心地ここちいいその匂いを、すーっ、すーっ、と吸い込みながら訊ねた。

「しろうたい、って、どんなもの？」

「蠟化した吸血鬼の死し骸がいのことだよ。バートリ家の者は〝不ふ滅めつの肉体〟を持って生まれる。だが約二百五十年の寿じゆ命みようが尽きれば心臓は朽くちる。結果、蠟化した容いれ物が増えてな、おとなしく棺かん桶おけに入ろうとしない彼ら彼女らを執事やメイドとして扱あつかうようになったんだ。ハイラムもイヴリンもかつてはバートリ家の吸血鬼とその妻だった。九百年ほど経たってサージェント家の家従になるとは夢にも思わなかっただろう。まぁ、脳も溶とけてしまうから彼らはなにも憶おぼえていないし、格下の吸血鬼に使われている現状を屈くつ辱じよくと感じることもないが」

「じゃあレリィもいつかは、しろうたい、になるの？　育ったのはサージェント家だけど生まれたのはバートリ家だから」

「俺はならないよ。アンバーと同じだ、死ねば土へ還かえる」

　心臓や記き憶おくを失い、虚うろになった肉体だけで現世に留まりつづけることを、アンバーは寂さびしいと感じた。だからハイラムとイヴリンに申し訳なく思いながらも、レリウスが屍蠟体にならないと聞いて安心してしまった。

　しかし、階段をどんどん上っていくレリウスが低い声で言い捨てる。

「──俺に、屍蠟体になる資格はない」

「レリィ……？」

　意味深げな言葉の真意を訊たずねる前に階段を上りきり、アンバーはふたたび息を吞んだ。

　ここは館の中心部だろうか。長い廊ろう下かは天てん井じようがひときわ高く、壁かべに夥おびただしい数の肖しよう像ぞう画がが連なっていた。肖像画は、アンバーは当然のこと身長が十四・一テナー（約百八十八センチ）あるレリウスでも見上げなくてはならないほど大きい。

　黄金の額がく縁ぶちの中に佇たたずむのは、御お伽とぎ話ばなしに出てきそうな格好をした者たちだった。金糸銀糸が施ほどこされたドレスに、レースをたっぷり使用した襞ひだ襟えり。大おお粒つぶの宝石が輝かがやく指輪や耳みみ飾かざり。複雑に編み込まれた髪かみは鬘かつらだろうか。青年や乙女おとめが多いが、着飾った少年や少女、喪も服ふくを着た老女の肖像画もある。

　皆みな、美しく、肌はだは蒼白く、そして一様に瞳が赤かった。

「小父おじさまやお婆ばあさまの絵があるのはどうして？　ヴァンパイアは若いままだよね？」

「そうだよ、吸血鬼は死ぬまで十代の姿を維い持じできる。でも人間に擬ぎ態たいしているからわざと年老いていくんだ。各おの々おのの好みもあるね。イヴリンは少女なのにハイラムはおやじだろう？　それぞれあの年ねん齢れいが落ち着くらしい」

「そうか、年を取らないとまわりの人間が不思議に思うからだね……。絵に描かかれてる吸血鬼がみんなここに棲んでるの？」

「いいや、全員死んでいる。または屍蠟体となった。祖先の肖像画を飾るなど、吸血鬼のくだらない習性だ。何度も外そうとしたんだがな、結局俺も習性には逆らえなかった」

　そのとき肖像画の中の吸血鬼が一いつ斉せいに鮮せん血けつ色の眼まなこを動かしてレリウスを睨にらんだ気がした。

　苦く笑しようするレリウスは赤い視線を一身に受けながら長い廊下を歩く。アンバーは肖像画をひとつずつ見上げ、黄金の額縁に刻まれた吸血鬼の名を読んで首を傾かしげた。

　なぜ〝Sargent〟より〝Bathory〟が多いのだろう。ここはバートリ家ではなくサージェント家の邸てい宅たくなのに──。

　ぼんやりと浮かんだ思いは黒い扉が開かれたことによってすぐ消えた。

「俺の寝室だよ。入って」

「う、ん……」

　にわかに胸がどきどきと鳴る。オレンジ色の明かりに包まれた寝室は、立派な寝台と暖だん炉ろと書しよ架か、異国で作られたと思おぼしき飴あめ色いろの机と美しい布張りの椅い子す、ローテーブルとソファほかに優ゆう雅がな猫ねこ脚あしのカウチもあり、そしてアンバーの大好きな匂いで満たされていた。

　冷たくて甘い、レリウスの匂い。

「犯人が部屋の中を確かく認にんしやすいように、ひとつだけカーテンを開けておこう。アンバーがいると知ったら慄おののくだろうな」

　豊かな房ふさ飾かざりのついたカーテンが開かれて、夜色の窓にレリウスとアンバーが映る。ここの壁にも小さな肖像画が幾いくつか飾ってあるが、すべて見えないよう絹けん布ぷがかけられていた。

「………」

　毎夜この部屋で過ごす彼は、アンバーの知らないレリウスだ。そう思うだけで胸の高鳴りが抑おさえられなくなった。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがひどく気になり、焦あせって上うわ擦ずった声を出してしまう。

「おっ、起きてるのはレリィだけ？　サージェント伯はく爵しやくさまや母さまや兄弟は寝ねてる？　伯爵さまの蛙かえるバイオリン、聴ききたかったな」

　ごく自然なことを訊ねたつもりだったがまちがっていて、きょとんとするレリウスに「蛙バイオリン？　ここにはないが」と言われ、彼が家族と離はなれて暮らしていることをようやく思い出した。

「両親と兄弟姉妹の家族はレト・ルー・ヴァニア地方にあるサージェント伯爵家の居城で暮らしているよ。この屋や敷しきは俺の持ち物だ、俺とハイラムとイヴリンがいる」

「ここもお城みたいだよ……」

「そうか？　ドラゴンギルドのほうがずっと大きいだろう？」

「うん……。でも──」

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに造られたドラゴンギルドが壮そう麗れいで巨きよ大だいなのは、世界最大の体たい軀くを持つ十一匹ぴきの兄竜りゆうと、八人のバトラー、アンバーや三匹の弟竜が棲せい息そくしているからだと思う。

　こんなにも多くの屋根と窓がある広い館に、たった三人しかいないなんて。しかもハイラムとイヴリンは屍蠟体で、口にできるのは挨拶のみという。

　それならレリウスは独りと同じではないだろうか。

　──レリィ。寂しくないの……？

　ひとつの窓だけ明かりが灯ともっている理由は、思いがけず寂せき寥りようを伴ともなっていた。

　竜は孤こ独どくに敏びん感かんな魔ま物ものだからアンバーの胸はちくちくと痛む。しかしレリウスは寂しさなど感じていないのか、いつもと同じ余よ裕ゆうのある所作でソファに座り、ローテーブルに置かれた赤い葡ぶ萄どう酒しゆをグラスに注ぎながら言った。

「俺の故郷、レト・ルー・ヴァニア地方はアルカナ・グランデ帝てい国こくの最さい東とう端たんにある。魔物で唯ゆい一いつ爵位を保持する吸血鬼の一族が人間の貴族に擬態し、古い時代から統治してきた。湿しつ潤じゆんな土地は純白の霧きりに包まれていて、どこまでもつづく森には美しい湖が点在している──これは何度か話したね。アンバーを必ず連れて行くと約束した」

「うんっ、大切な約束だから、ぼく忘れたことないよ」

「俺もだ。自動車を運転して行くのもいいし、夜汽車に乗るのもいいな。アンバー、そこの壁にある地図を見てごらん。ピンをたくさん刺さしているから気をつけて」

　アンバーはうなずいて、全身が映る大きな鏡を過ぎ、その隣となりに貼はられたアルカナ・グランデ帝国の地図を見た。色いろ褪あせたそれはドラゴンギルドの脱だつ衣い室の壁に掲かかげられた地図とまったく同じ形の大陸が描かれているのに、どこか雰ふん囲い気きが違ちがう。

「アンバーは西の果ての地名を知ってるかな。地図の一番左に書いてあるよ」

「一番左……ええっと、デュシス・エンド？」

「そう。西端のデュシス・エンドは帝国軍に蹂じゆう躙りんされ、荒あれ果てた灼しやく熱ねつの奇き岩がん地帯に魔ま狼ろうや魔鳥がわずかに棲息するのみとなってしまった。南のセントミルス諸島は一角獣ユニコーンを始めとする魔ま獣じゆうたちの避ひ寒かん地ちだが、やはり数は少ない。最北端のフェンドールは極ごつ寒かんの地であることから帝国軍の力も及およびにくく、そこにリシュリーさまとファウストの守護が加わったため、今後、魔物の棲息数の回復が大いに期待できる」

　これはアルカナ・グランデ帝国を描いたものではなく、レリウスが魔物の棲息地にピンを立て、移動経路を細かく書き込んだ、魔物たちのための地図だと理解した。

　鏡越ごしに、銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみと金色の瞳が重なる。

　鏡に映るレリウスが葡萄酒を飲んで地図を見つめ、アンバーもまた地図へ視線を戻もどした。

「帝国の中央から少し下がったところにドラゴンギルドがあるね。その南西に位置する魔女の森は魔物たちの砦とりでだ。そして魔ま物もの狩がりを逃のがれた魔物は命いのち懸がけで最東端を目指す。道なかばで落命する者も多いが、レト・ルー・ヴァニアに入りさえすれば吸血鬼の一族による擁よう護ごと安あん寧ねいが約束される。レト・ルー・ヴァニア地方は魔物たちの最後の庇護区サンクチユアリと呼ばれているんだよ」

「西端デュシス・エンド、南のセントミルス諸島、ファウストとリシュリーが守る最北端のフェンドール。最東端レト・ルー・ヴァニア。レリィの故郷は魔物たちの最後の庇護区……」

　手帳に書き記したかったけれどその暇いとまがなく、アンバーは忘れないよう倣ならって言った。

　成体を得て広い世界へ出るようになっても知らないことのほうが遥はるかに多い。そしてレリウスはそれらを的確に教えてくれる。

「アンバー、おいで」

　優やさしい声で誘さそわれて、レリウスのところへ勝手にふらふらと向かう身体からだが当然のように彼の腿ももに座ろうとする。でも、今度もしっかり踏ふみ留とどまることができた。アンバーは気をつけの姿勢で立ち、サーベルがカチッと小さな音を奏かなでる。

「そうやってずっと立ってるつもりか？」

「うん、だって大事な任務だから」

　レリウスはやや不服そうに「ふむ」と息をついたが、アンバーの意気込みをわかってくれたようで、無理に座らせたり焼き菓が子しを勧すすめたりはしてこなかった。

「………」

　ソファに身を沈しずめて脚を組むレリウスをちらりと見る。白いシャツと、ライトグレーのウェスト・コートとスラックス。いつも整えられたチョコレート色の髪かみは、今は前髪が少し下がっている。

　思えば酒を飲む姿を見るのも初めてだった。グラスを傾かたむけるレリウスは、飼育小屋で一いつ緒しよに過ごしてきた彼とは雰囲気がまるで違っていた。

「それ……。本物の、血……？」

「さあ、どうだろうね」

　グラスの中で揺ゆれる葡萄酒が生温かい鮮血のように見えて、思わず訊たずねてしまった。

　レリウスは冗じよう談だんめかして笑い、アンバーは目を瞠みはる。

　真っ赤な液体に濡ぬれた薄うすい唇くちびる。そこからのぞく犬歯が鋭するどく尖とがっている。レリウスはよく口を開けて快活に笑うが牙きばなど一度も見たことがない。

　生き物の皮ひ膚ふを一瞬で裂さき、深いところにある血脈を捕とらえられそうな牙だ。そう思うアンバーの喉のどが、ごく、と鳴る。

「レ、リィ……目が──」

　変化したのは歯し牙がだけではなかった。アンバーを見つめてくる、銀の星ほし屑くずを集めたような瞳がみるみる色を変えていく。

「……！」

「夜が深くなると装よそおうことが難しくなる。アンバーの前だとなおさら」

　自身を擬ぎ態たいから解放したレリウスは吐と息いきをついて髪を搔かき上げる。

　見る者を惑まどわせる血の結けつ晶しようのような瞳にアンバーは束つかの間の眩暈めまいを覚えた。

　ピジョンブラッドに似た類たぐい稀まれな美しさと妖あやしさに囚とらわれて、目が離せなくなる。

「きれ、い……すごく綺き麗れい」

〝帝国軍の人間〟を常に完かん璧ぺきに装うレリウスが他者の前で擬態を解くことは決してない。孔雀緑の軍服からあふれてくる冷たくて甘い吸血鬼の匂においに包まれるたび、いつか本当の姿を、赤い瞳を見せてほしいと願ってきた。

　冷雨に濡れた夜の月下香チューベローズを連想させる、濃のう厚こうな魔物の匂い。鋭い牙と鮮せん血けつ色の瞳を呈ていする正真のヴァンパイア、レリウス。その姿を金の瞳に映すアンバーの胸はこれ以上ないほど高鳴った。

　レリウスは空にしたグラスに葡萄酒を注ぎながら微笑ほほえんで言う。

「これはただの赤ワインだよ。生き血以外を口にしないのは今やバートリ公爵家の吸血鬼だけだ。一族のほとんどが血と体液のほかに肉や野菜やパンを摂せつ取しゆしている。味はしないし渇かわきもまったく潤うるおわないが、とりあえず腹は膨ふくれるからね」

「えっ……、レリィも？　美味おいしいお料理を食べても味がしないの？」

「うん。でも幼いころからずっとだよ、特になにも思わないな。吸血鬼にとって美青年や処女の生き血は最高の美食。精液や愛液や唾だ液えきは甘いデザートといった感じかな。〝食事〟をしたあとにその獲え物ものと性せい行こう為いに及ぶのは吸血鬼の行動様式だ、抗あらがうことは難しい。俺は最近、血ち抜ぬき前の生肉ばかり食べている。あれはかすかに味がするからね。しかし食べすぎて飽あきてきた、そろそろデザートが欲しいところ……」

　なぜか話の最後だけ意味深げにささやかれ、細めた赤い瞳にとらえられて、肩かたがキュッと竦すくんでしまった。無味の野菜やパン、処女、性行為──楽しそうに笑うレリウスの話には初めて耳にする言葉が多く含ふくまれていた。

　アンバーはどきどきと鳴りつづける胸を手で押さえる。

　飼育小屋で数えきれないほど話を聞かせてもらってきたけれど、それでもまだ知らない事実がある。もっと聞きたい、知りたい、レリウスに関することならどんな些さ細さいなことでも。アンバーは夢中になって訊ねた。

「吸血鬼が、美青年とか、しょじょ、の血が美味しいと思うのは……人間が好きなのはどうして？」

「魔物を狩る帝国軍に強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんがあるだけで人間そのものが憎にくいわけではないよ。吸血鬼にとって人間が捕ほ食しよくと性愛の対象であることは昔から変わらない。数多あまたのヴァンパイアが魔物や人間と交わり、子を儲もうけ、血を薄くしていった」

「血を薄く……？　じゃあどうして吸血鬼は竜と魔女の次に強いままなの？　血が薄くなったら魔力も弱くなりそうなのに」

「吸血鬼の一族が濃こい血液と強きよう[image: 靭]じんな魔力を保っているのは、バートリ家、バセスク家、ナスターセ家、プレシアナ家の四大名家が血統を守る役目を担になってきたからだ。とりわけバートリ家は吸血鬼が発はつ祥しようした古代からほぼ変わらない血脈を継けい承しようしている。従って現在も生き血のみを摂取し、太陽光を浴びれば心臓が灰となって死に、不ふ滅めつの肉体は屍し蠟ろう体たいとなる。バセスク家やナスターセ家にも旧体質のヴァンパイアがまだいるよ。彼らの魔力はとてつもなく強いが太陽光を浴びると灰になって消える」

「えっ。でもレリィは、ヴァンパイアが灰になってたのは大昔の話だって教えてくれたよ」

「そう、大昔の話だ。生き物が環かん境きように合わせて性質や形態を変化させることを適応と言う。太陽光を克こく服ふくし、鏡やガラスに映る訓練を重ね、瞳の色を変え、生き血や体液以外の食物を口にする──伝統を尊重する吸血鬼の一族は敢あえて変化の道を選び、長い歴史の中で繰くり返し適応をおこなってきた。すべては始祖バートリ家の〝崇すう高こうな血統〟を遵じゆん守しゆするためだ」

　始祖バートリ家──飼育小屋で聞くレリウスの楽しい話にはほとんど出てこなかったその名を、今夜は何度も見聞きする。長い廊ろう下かに連なる肖しよう像ぞう画がの名の多くが〝Bathory〟だったことを思い出す。

　アンバーは、バートリ家に生まれたレリウスが五歳でサージェント家の養子になったという事実しか知らない。もしかして今も深い関かかわりがあるのだろうか。

「レリィも、ほかのヴァンパイアたちと一緒にバートリ家を守ってる？　吸血鬼の一族の始祖で、自分の生まれた家だから」

　そう訊ねたとき、ゆったりとした所作でグラスに口をつけていたレリウスの長ちよう軀くが、ひくりと不自然に動いた。

　そのまま葡ぶ萄どう酒しゆを呷あおり、空にしたグラスをローテーブルに置く。

「どのようにして純血のヴァンパイアが創つくられるか、話したことはなかったかな？」

「うん……」

「そうだったか。さまざまな話をしてきたのに存外話していないことがあるんだな」

　レリウスは赤い目を一いつ瞬しゆんだけ見開いて驚おどろき、アンバーと同じ所感を口にした。ソファに一層深く身を沈め、重ねた両手の指を組む。

「生き血を少し吸った程度では獲物は死亡しないし吸血鬼になりもしない。〝催さい眠みん〟の魔力が宿った冷たい息を吹ふきかけて眠ねむらせ〝記き憶おく抹まつ消しよう〟をおこなえば、目覚めたときには吸血されたことも性交したことも忘ぼう却きやくしている。まぁ、ベッドから出たとき軽い眩暈くらいは起こすかもしれないが。──アンバーは、竜りゆうが太古から変わらず純血種でありつづけている理由を知っているね？」

「うん、ティアマトーさまだけがぼくたちを産んでくれるから！」

「その通り。一方、ヴァンパイアは婚こん礼れいの最中に伴はん侶りよの血を吸い尽つくして仮死状態にし、自身の血液と入れ替かえて蘇そ生せいさせ、生前の記憶をすべて抹消して吸血鬼を創る。花はな嫁よめや花はな婿むこは適応のため七日間眠りつづけ、赤眼となって覚かく醒せいする。初夜を迎むかえたのちに生まれる子は純血のヴァンパイアだ。同族を創造できるのは四大名家の吸血鬼のみ。しかし、四大名家の中にも血の薄い子が生まれてくる。原因は不明だし知る必要もない、役立たずの烙らく印いんを押された彼らに待っているのは〝淘とう汰た〟だ」

　にわかにレリウスの声が不ふ穏おんを帯びる。驚いたアンバーはびくりと身を震ふるわせてしまい、淘汰という言葉の意味を訊ねることができなかった。レリウスの唇はなおも動く。彼は普ふ段だんからお喋しやべりだが今夜は増して饒じよう舌ぜつだった。

「吸血鬼の一族はレト・ルー・ヴァニア地方に逃にげてきた魔ま物ものたちに生しよう涯がいの擁よう護ごと安あん寧ねいを与あたえるという情け深いところがある。だが、崇高な血統を持たずに生まれた同族にはどこまでも無む慈じ悲ひで残ざん忍にんだ」

　これは今まで聞いてきた楽しい話とは違ちがう。

　約二週間前までの、楽園みたいな飼育小屋でともに過ごした穏おだやかな時間が遠い日々のように思われた。レリウスの声が低くなるほどに、アンバーの胸の高鳴りが重い動どう悸きに変わっていく。

「高貴であること、同族を創り出す濃厚な純血を保持していること。それが四大名家に生まれた吸血鬼のすべてだ。崇高なる血統を持たざる者はヴァンパイアに非あらず──〝淘汰〟とは、役に立たない吸血鬼の薄うすい血を一いつ滴てき残らず抜き取り廃はい棄きすることをさす。骨と皮だけの残ざん骸がいは魔ま獣じゆうたちの餌えさとなる」

　アンバーは、会話のどこかで訊きいてはいけないことを訊たずねてしまっただろうか。そう思っても後あと戻もどりはできずに、部屋を満たす重く濃密な空気に吞のみ込まれていく。

　ローテーブルに置かれた黄金の燭しよく台だい。揺ゆれる炎ほのおと蠟ろう燭そくの溶とけ落ちるさまが、グラスにもアンバーの瞳ひとみにも、空を睨にらみつけるレリウスの赤い瞳にも映る。

　赤眼に宿る炎は、彼の怒いかりや怨えん恨こんそのものだった。これほど激しい感情をあらわにするレリウスは見たことがない。

「バートリ公こう爵しやく家は崇高な血統の保持を唯ゆい一いつ無む二にの美徳とし、血の薄い家族の存在など断じて認めない。奴やつらは繰り返し〝淘汰〟をおこなってきた」

　一族の始祖を、かつての家族を「奴ら」と言い捨てるレリウスの唇くちびるから、もっと悲しい言葉がこぼれてくる予感がした。なにか話したり訊ねたりして止めたいのに、このようなときに限って思い浮うかばない。

「レリィ、──」

　アンバーは祈いのるように名を呼ぶ。レリウスが端たん整せいな顔を歪ゆがめて嗤わらう。

「バートリ家の吸血鬼が〝淘汰〟を始めたのは俺が五歳になったその夜からだ」

　ひゅ、という声にならない悲鳴がアンバーの喉のどを通り抜けた。

　蛙かえるみたいに鳴るバイオリン、兄弟と一いつ緒しよにした数々の悪戯いたずら、真っ赤な顔で怒おこる父親──楽しい話ばかりを聞いてきたアンバーは、レリウスが望まれてサージェント家の養子になったと信じて疑わなかった。

　でも、まったく違っている。先ほどの言葉が蘇よみがえる。

『──俺に、屍蠟体になる資格はない』

　吸血鬼ヴアンパイアの始祖・バートリ公爵家に生まれたレリウスが〝崇高な血統〟と〝不滅の肉体〟を持っていないとわかったのは、五歳の誕生日を祝う晩ばん餐さんでのことだった。

「思い出すと嗤ってしまう。生き血しか飲まないくせに、ダイニングテーブルにホールケーキやらトライフルやらローストビーフを並べるんだ。質たちの悪い飯まま事ごと以外のなにものでもない。奴らは『将来の当主に相応ふさわしい美しさと聡そう明めいさだ』などと言いながら、俺の血を確かく認にんするなり態度を一変させた。なぜ奴らが突とつ然ぜんナイフを振ふりかざしてきたのか、当時の俺はわからなかった。でも、今すぐ逃げろと魔物の直感が訴うつたえてきたんだ。幸か不幸かバートリ家の迷めい路ろのような巨きよ大だいな居城には隠かくれられる場所が無限に存在していた」

　拳けん銃じゆうや短たん剣けんを持つ親兄弟に追われ、仕し掛かけられた数々の罠わなを回かい避ひし、耐たえがたい喉の渇かわきを潤うるおすために溝どぶ鼠ねずみの生き血を啜すする──耳を塞ふさぎたくなる地じ獄ごくのような生活は、じつに半年に及およんだという。

「捕つかまれば全身の血を抜かれて魔獣の餌にされると知った俺は、その夜も屋根裏部屋の、埃ほこりと蜘蛛くもの巣だらけの戸と棚だなに隠れて震えていた。でも、ふと思ったんだ。赤眼と魔力を持つ俺はれっきとした吸血鬼なのに、なぜ血が薄いくらいで殺されなくてはならないのかと。恐おそれ隠れていることが急にばからしくなってな、親兄弟が眠りにつく夜明けを待って居城を出た。そうして二日間、飲まず食わずで走りつづけ、サージェント家の門をくぐったんだ」

「レリィっ……」

　全身の[image: 鱗]うろこが、ばっと逆立つ。アンバーは衝しよう動どうのままにレリウスへ飛びついた。

　身のうちにある竜の本能が「守れ、守れ」と叫さけんでいる。片かた腕うででレリウスを搔かき抱いだき、もう片方の腕を滅め茶ちや苦く茶ちやに振って悍おぞましい過去の幻げん影えいたちを必死で追い払はらう。

　かつてない衝しよう撃げきを受け止めきれずに呼吸が荒あらくなる。綺き麗れいな孔雀緑の軍服とマントをいつもきちんと身に纏まとい、余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしているレリウス。アンバーの大好きな彼は、想像を絶する過去を背負っていた。

　果たして、たった五歳の幼子が半年間の凄せい絶ぜつな潜せん伏ぷく生活の末に生家を出るなどと決断できるだろうか。アンバーなら死んでしまっている。否いな、同じ境きよう遇ぐうに陥おちいれば大多数の者が落命するに違いない。レリウスが受けた〝淘汰〟は、強[image: 靭]な精神をも崩ほう壊かいさせるような恐きよう怖ふと絶望に塗まみれていた。

　親兄弟からの脅きよう威いなど絶対にあってはならない。幼いレリウスがそれに怯おびえ、独りで耐えていたとき、アンバーはどう過ごしていただろう。美しい花々が咲さく楽園のような飼育小屋が世界のすべてで、兄竜とバトラーたちにたくさんの愛情を注がれ、彼らの腕の中ですやすやと眠っていた。

「う、ぅっ……レリィ……」

　経験したことのない強きよう烈れつな悔くやしさが湧わき上がってくる。

　今すぐ時を遡さかのぼり、埃と蜘蛛の巣だらけの戸棚に隠れている小さなレリウスを助け出して、ドラゴンギルドへ連れて帰りたかった。

「怖こわいか？　この話をするのは早かったかな、もうやめよう」

　レリウスが組んでいた脚あしをほどいてアンバーを腿ももに座らせ、落ち着かせようと背を撫なでてくる。アンバーは伏ふせた顔を躍やつ起きになって横に振る。

『俺の吸血鬼の体質は、バートリ家よりもサージェント家のほうが合っていたんだよ』──昔、飼育小屋で話してくれたときの、レリウスの悲しみや怒りはどれほどだっただろう。その言葉を鵜う吞のみにして、笑え顔がおの奥にどんな真意があるか考えもしなかった己おのれの幼さが嫌いやでたまらなくなった。

　恐怖ではなく悔しさで涙なみだが滲にじんでくる。泣くなという竜の本能が強く働いて、アンバーは懸けん命めいにまばたきを繰くり返し、ぐすっぐすっと鼻を鳴らしながら顔を上げた。

「涙、がまんできた……けど、はなみず、出ちゃった」

「ははは、ちゃんと堪こらえられるようになったんだね、アンバーは偉えらいな」

　洟はなを垂らすのは幼生体みたいで恥はずかしい。でもレリウスがようやくいつもと同じ笑顔を見せてくれたから恥ずかしさなんてどうでもよくなった。軍服の袖そでで拭ぬぐおうとすると、「こら、格好悪いぞ。成体らしくもっとスマートに」と微笑ほほえみ、スラックスのポケットからハンカチを取り出して洟を拭ふいてくれた。

「ありがとう……」

　腿に座ってしまったが警固をやめる気はいっさいなく、守りたいという思いが強くなるばかりだった。レリウスを苛さいなむ幻影がまだいるような気がしたアンバーは、彼の背や後頭部の空気を手で払い、ウェスト・コートをぎゅっと握にぎる。

「レリィが、いやじゃなかったら……、つづき、お話して……」

「うん。怖い話はさっきので終わりだよ。四大名家はサージェント家に逃げ込んだ吸血鬼を追わないという不文律があり、彼らはそれを絶対に破れない。不文律を破ることは〝高貴であること〟に反するからね。四大名家に追われた吸血鬼がサージェント家の門をくぐることを〝淘汰を凌しのぐ〟と言うんだ。淘汰を凌いだ俺は晴れてサージェント伯爵の三男となった。そのあとはアンバーもよく知っているね。父上の夜会用のテール・コートにトカゲを仕込んで、兄弟揃そろってこっぴどく怒られたり、みんなで蛙バイオリンをギョエ、グワッと奏かなでたり」

「……ふふ、ぼく知ってるよ、サージェント家はみんなとても仲よしだって」

「そう、全員が淘汰を凌いだ者たちだからサージェント家の結束は強い。血が薄いぶん人間の擬ぎ態たいに秀ひいでていて、中世から人間の世界で富と名声を維い持じしてきた。家格は低いが一族最大の資産家だ、崇すう高こうな血統を持つばかりで経済力の乏とぼしいバートリ家を支えてやっている。リーゼはバートリ家には見向きもせずに父上との関係コネクシヨンを大切にしているよ。はは、筆頭バトラーはわかりやすいね」

「リーゼは……小さなレリィのお話を知ってる？」

「あいつは俺の過去に興味がないからなぁ。『五歳で淘とう汰たを凌ぐとは、子供のころから図太かったんだな』くらいは言っていた気がする。ここまで詳くわしく話したのはアンバーが初めてだよ。この先も、誰だれかに話すことはない」

　長いあいだ胸きよう懐かいの奥底に秘ひめていた思いを言葉にすることで、彼が独りで背負ってきたものが少しでも軽くなっていますように。レリウスの綺麗な赤い瞳を見つめながら、アンバーは切に願う。

　吸血鬼の一族の掟おきては残ざん酷こく極きわまりない。アンバーが〝淘汰〟を受ければ絶望のうちに死んでいくだろう。たとえ逃にげ果おおせたとしても、目に映るすべての存在を憎にくみ、拒こばんでいる。しかしレリウスはそうならなかった。

「レリィ……」

「うん？」

「どうしてレリィは強くいられるの？　とても怖くてつらい思いをしたのに……法務将校になるくらい、強いままでいられたのはどうして？」

「プライドだ」

　迷いのないその言葉に、アンバーの胸はふたたびとくとくと高鳴りはじめる。

「始祖バートリ家に生まれた矜きよう持じではなく、淘汰を凌いでサージェント家の一員となったプライドだよ。本来なら血を抜ぬかれて魔ま獣じゆうの餌えさにされていた。だが命はある、生きていられる。ならば吸血鬼としてなにができるか考え、行動せよと父上が仰おつしやった。俺は、血が薄うすく擬態に秀でているという体質を利用し、帝てい国こく軍に潜入すると決めた。あの凶きよう悪あくな巨大組織の中ちゆう枢すうを知ることが、魔ま物もの狩がりから同どう胞ほうを守る手段になると思ったんだ」

「そんなこと誰も思いつかないよ、思いついたって、怖くてできない……」

　色いろ褪あせた地図を見たアンバーは、真新しい地図にピンを立てていく若い士官を想像する。

　幼いころに深く傷ついてもなお、レリウスの強い心は魔物たちを守護することに向けられていた。

「帝国軍に入るとき、リーゼは協力してくれた？」

「俺がリーゼと会ったのは帝国軍に潜入したあとだよ。当時の俺はかなり捻ひねくれていて、サージェント家の者しか信用していなかったから、竜りゆうに対する憧あこがれはあってもドラゴンギルドを頼たよる気は更さら々さらなかった。でもリーゼはそこが気に入ったらしく、十八だった俺と同どう年ねん輩ぱいに見えるくせに『ほう、久々におもしろい若者があらわれたな』なんておやじ臭くさい言いかたをして、俺をドラゴンギルドへ連れて行った。そうして俺は夢みたいに美しくて愛らしい琥こ珀はく色いろの幼生体と出会ったんだ」

　先ほどまでの、怒いかりを宿す赤眼で空を睨にらみつけていたレリウスが幻まぼろしのように、今はにこにこと楽しそうにしている。つられて微笑むアンバーのそばかすを指先で優やさしく撫でてくる。

「覚かく悟ごは決めていたが、帝国軍に身を置くことは精神的にも肉体的にも相当きつかった。でも、アンバーを抱だいて話すときだけ極度の緊きん張ちようから解放されるんだ。俺の腕の中で琥珀色に煌きらめいているこの小さな魔物は、誰かを苛むことも陥おとしいれることも知らない、ただ清らかで純じゆん粋すいで──俺は何度もアンバーに救われた」

「ぼく、純粋とか、そんなんじゃないよ。だって今すごく悪いこと考えてる。……ふ、不良みたいなこと」

「おお、不良とは穏おだやかじゃないなぁ。どんな悪いことだ？　誰にも言わないと約束するよ、だから俺だけに教えてくれないか」

　幼生体のときは嫌な感情やよくない思考なんてなかったのに。これが成体になるということだろうか。ほんの少し気落ちしたアンバーは、なぜかわくわくしているレリウスに耳打ちをする。

「廊ろう下かの壁かべに飾かざってる、バートリ家の吸血鬼の肖しよう像ぞう画が……あれ、レリィを監かん視ししてるんだって思ったら、……む、むかむか、してきて。レリィの代わりにぼくが全部外してやるーっ、て考えてたの」

　自分の言葉で[image: 鱗]がぞわっと逆立つ。やはりこれはとてつもなく邪じや悪あくな行こう為いなのだ。

　アンバーはいよいよ不良になってしまった。それなのにレリウスは嬉うれしそうで、「素す晴ばらしく過激だ」と肩かたを揺ゆらして笑う。

「俺を思って、バートリ家の吸血鬼たちを怒おこってくれたんだね。ありがとう」

「うん。でも肖像画を外すのはだめだから、がまんする。そんなことしなくたって、ぼく、レリィを守ってみせるからね」

　凄せい惨さんな過去を背負いながら、心を荒こう廃はいさせることもなく偏へん狭きような思し惟いに囚とらわれることもなく、気高さを失わず、皆みなができないことを成し遂とげる唯ゆい一いつの魔物、レリウス。

　けれど、誰にも見せない生家への怒りと、そして弱さがあることを、アンバーは今夜初めて知った。

「アンバー」

　鮮せん血けつ色の目が間近に迫せまる。名を呼ぶ薄い唇くちびるが、アンバーの唇に触ふれそうになる。

　強きよう[image: 靭]じんさを湛たたえ、孤こ独どくと弱さを秘めた、美しいピジョンブラッドの瞳ひとみ。

　惹ひかれてやまない。誰にも見せてほしくない。どうすればアンバーだけのものになるのだろう──。

「……、…」

　唇と唇が触れ合う直前で、レリウスが我われに返ったように動きを止める。

　アンバーはおのずと思い浮うかんできたそれに驚おどろき、息を吞のんだ。

　──今の……、ぼくだけのもの……って、なに……？

「悪い。おしゃべりが過ぎた。──ふむ、体液摂せつ取しゆをやめると酒に酔よいやすくなるのか。俺も知らないことがまだあった」

　ふたたびグラスに葡ぶ萄どう酒しゆを注いで飲みはじめたレリウスの目の下には薄い隈くまがある。隈は今日の昼からあったが、疲つかれているのではなく『このところ血液にありつけてないから気分がすっきりしないだけ』と言っていた。

　事件の調査と犯人検挙という非常に危険な任務があるのだから、血液を摂取して力を蓄たくわえたほうがいいのではないだろうか。

「次にレリィが〝しょじょ〟の血を飲んで〝せいこういにおよぶ〟をするのは、いつ？」

「──っ！」

　言葉の意味はまだわからないまま、なんとなく訊たずねただけなのに、レリウスはグラスを取り落としそうになってごほっごほっと激しく噎むせた。

「ぅ、……その、処女ってなんだ？」

「さっきレリィが言ったんだよ、『処女の生き血は最高の美食』だって」

「あれは譬たとえ話で、処女の血を飲むと決まってるわけじゃないよ。唾だ液えきと愛液ばかり啜すする者もいれば精液しか飲まない者もいるが別段おかしいことはない、吸血鬼の好みは千せん差さ万ばん別べつだ」

「レリィはなにが好き？」

「えっ、俺か？　俺は……べつに、特に、なにも。おまえが成体になった日から一いつ滴てきも飲んでないしこの先も飲むつもりはない。血抜き前の生肉ばかり食べてると言っただろ」

　なぜかレリウスは急に言い淀よどんだり言葉を荒あらくしたりした。結局「なにが好きか」という簡単な問いの返事はなく、アンバーは首をかしげる。

「じゃあ、ぼくが成体になる前はなにを飲んだの？　やっぱり、血？」

「忘れた。ただの食事だよ、アンバーだって二週間前になにを食べたかなんて憶おぼえてないだろう」

「食事のあと『性行為に及およぶ』した？　せいこういにおよぶって、なにするの？」

「いや、だから、同どう衾きんを避さけるために俺は体液摂取をやめ……、うぅん……話すようなことじゃないぞこれは」

　レリウスは明らかに様子がおかしい。常に余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしている彼の、慌あわてふためく姿を初めて見たのは今日の夕刻だった。リーゼに『百ひやく戦せん錬れん磨まのおまえが？』と言われて怒っていたことを思い出す。レリウスが妙みように焦あせるからアンバーまでむきになって訊ねてしまった。

「リーゼが言ってた、『うら若き乙女おとめの首からちょっと失敬して、さっと記き憶おくを消したらいいじゃねえか、いつもやってるみたいによ』って。レリィはいつも女の子の血を飲んで〝せいこういにおよぶ〟してるってこと？『寝しん室しつに招かれるのは得意だろ？』って、なに？」

「黒くろ猫ねこのおやじめ、こうなると予想してわざと言ったな。牽けん制せいしたつもりか──」

　なにを訊きいても、どんなに難しいことを訊ねても必ずわかりやすく教えてくれるのに。レリウスは低い声でつぶやくだけになり、アンバーはとうとう答えをもらえなかった。

「………」

　今夜のわずか数時間で、新しい事こと柄がらを多く知れた。

　レリウスの胸の内をアンバーだけに打ち明けてくれて本当に嬉しかった。

　それなのに、なおも欲ほつしている。はぐらかされることなど一度もなかったから気になってしかたない。

「レリィ」

「夜間警固終しゆう了りよう、だな。アンバーは任務を完かん璧ぺきに遂すい行こうした」

「えっ？　うそ、だってまだ──」

　唐とう突とつに言うレリウスにつられて、アンバーもカーテンが開かれた窓へ視線を向ける。

　窓の外は暗く、底の見えない大湖にエーデルワイスの小さな花びらを一いつ片ぺんだけ浮かべたような濃のう紺こん色が広がっていた。夜明けと呼ぶには早すぎる。しかし、筆頭バトラーの業務命令を思い出したアンバーは、レリウスの言葉がまちがっていないことに気づいた。

　東の空が少しでも白んだ時点で任務終了とする──。

「眠ねむいだろう？　アンバーは寝ねるのが大好きだものな。一時間ほど休めるよ、俺のベッドを使って。起きたら温かいミルクティーを飲んでビスケットをいっぱい食べよう。そのあと車でギルドへ送るよ」

　レリウスは優しい笑え顔がおでアンバーを滅め茶ちや苦く茶ちやに甘やかしてくる。そしてアンバーは彼の胸むな板いたに頰ほおをくっつけて思いきり甘える。

　──甘える、はずだった。

「どうした？　ほら、おいで」

　レリウスは胸に飛び込んでこないことを不思議がる。アンバーは、飼育小屋で幾いく度どとなく繰くり返してきたごく自然のやりとりに違い和わ感かんを覚えた。

　きり、と奥歯を嚙かむ。子供扱あつかいされた──成体の雄おすとなったアンバーの心に生じたのは喜びではなく焦しよう燥そうだった。

「眠くない」

　目も頭もこれ以上ないほど冴さえている。冴えた頭に次々と思い浮かんでくる。

　レリウスを守護しているつもりだった。否いな、アンバーは、サージェント法務将校宅の警固という任務を遂行した。

　だが、結局は守られていたのではないだろうか。レリウスは夜の闇やみや不測の事態からアンバーを守るために館やかたへ招き入れたに違ちがいない。警固中のアンバーに声をかけるタイミングも、ひらめいたように指をパチンと鳴らして『俺のすぐそばにいて守る、というのはどうだ？』と提案するのも、すべて計算ずくだったのだろう。

「眠くなくても休んだほうがいい。俺が〝催さい眠みん〟の息をかけるよ、そうすればぐっすり眠れる。さ、剣けん帯たいを外して、ブーツを脱ぬいでベッドへお入り」

　それはまるで幼生体に対する言いかただ。「いや」と短く言い放って立ち上がるとレリウスは怪け訝げんな顔をした。

　でも、アンバーのほうがずっと困こん惑わくしている。

　いつの間にか覚かく醒せいしていた守護の本能は、レリウスを守ることによって満たされていたはずなのに、今はぴりぴりと逆立っている。痛みにも似た感覚に苛さいなまれて焦燥が膨ふくらんでいく。

「アンバー？」

「……っ」

　ソファから立ったレリウスに手をつながれても、嬉うれしいのか放してほしいのか、わからなかった。はぐらかされたあの話がどうしても気になってしまう。

　レリウスは、処女や乙女の血を飲んでいたのだろうか。吸血鬼にとってはただの食事であるそれを、なぜアンバーは嫌いやだと感じているのだろう。わからない。でも、ほかの誰だれかの血を飲んでほしくないという気持ちがどろどろと蟠わだかまっている。

「機き嫌げんを悪くするなんて珍めずらしいな。やはり眠いんだろう？　ベッドに連れて行ってあげるよ」

「いやだっ、やめて、眠くないっ」

　横よこ抱だきにされそうになり、むきになって拒こばむと、「じゃあどうしたっていうんだ」とあきれた声を出された。

「………」

　アンバーは、レリウスが大好き。

　チョコレート色の髪かみも、銀の星ほし屑くずを集めたような瞳ひとみも。豊かな言葉で物語を紡つむぎ、アンバーに広い世界のことを教えてくれる薄うすい唇くちびるも。

　冷雨に濡ぬれた夜の月下香を連想させる、冷たくて甘い匂においが一等好き。

　それだけでよかったのに。

「レリィ。……レリ、ウス」

「うん？　どうすれば機嫌を直してベッドに入ってくれる？　アンバーのためになんでもするから言ってくれ」

　大好きなレリウスが飼育小屋に来てくれるだけで本当に嬉しかった。それなのに、成体になり日が経たつにつれて、まっすぐだった感情が複雑に絡からんでいく。

　乙女たちの血を飲んでほしくない、本当の姿を誰にも見せてほしくない、綺き麗れいなピジョンブラッドの瞳をアンバーだけのものにしたい──にわかに覚醒した所有の本能に激しく翻ほん弄ろうされ、唇が勝手に動いた。

「……ぼくの──血を、飲んで、よ」

　レリウスは赤い瞳を大きく見開いて驚おどろき、眉まゆをひそめて笑う。困り果てた彼の顔を見て初めて、アンバーは己おのれの血液が猛もう毒どくであることを思い出し、頰が一気に熱くなった。

「い、今の、うそ。ごめんなさい……」

　不可能だとわかりきっていることを口走ってしまった。乙女らにはレリウスの牙きばが与あたえられるのに、アンバーだけが叶かなわない。悲しくて涙なみだの気配がする。落らく涙るいを避けるためにまぶたを閉じると、まつげの赤と涙の琥こ珀はくが混ざった色でいっぱいになった。

「噓うそだなんて言わないでくれ。アンバーがようやく食事することを許してくれたと思ったのに、切なくなる」

　俯うつむくアンバーの赤毛に、長い指が絡んでくる。そのまま耳の下に滑すべり込んできたレリウスの手で首の動脈を強く押さえられて、とくん、とくん、と流れる血液を感じた。

　恐おそる恐るまぶたを開く。見上げたレリウスは、うっとりと瞳を細めていた。

「この温かくて力強い脈動……たまらないな。アンバーの血はさぞや美味うまいんだろう。土竜ゲノムスの血を飲んで逝いくのは、ヴァンパイアである俺だけに許された極ごく上じようの死だ」

「そっ、そんなの絶対だめ！　やっぱり……ぼくじゃレリィの食事になれない……」

「いいや。アンバーは甘かん美びなるものを持っている」

　その声は艶つやっぽく、けれど渇かわきを覚えているのか掠かすれていた。耳の下を押さえる手がうなじにまわってきて、ほんの少しだけ乱暴に上を向かされる。端たん整せいな顔が近づく。

「レリィ……？　──ぁっ？　ん、ぅ……！」

　唇を塞ふさがれたアンバーが驚く一いつ瞬しゆんにレリウスは舌を奥まで入れてくる。

　初めてのキスの戸と惑まどいと喜びに浸ひたる暇いとまは与えられない。口を開かされ、唾だ液えきや舌先を激しく吸われた。鋭するどい牙の先で粘ねん膜まくを撫なでられる。その危あやうさにぞくぞくと肌はだがざわめき、[image: 鱗]うろこが逆立ちそうになる。

「んっ……！　レ、リィ、っ……、ぁ」

　レリウスが口の中を舐ねぶるたび、くちゅ、くちゅっ、と音が鳴った。吸血鬼の口づけは、頰や額や、そばかすに受けてきた優やさしいキスとはまったく違っている。あまりの激しさに身体からだが震ふるえてしまうほどだった。

「いい。凄すごく甘い、アンバー……」

　レリウスが腰こしを抱き、震える脚あしを割って長ちよう軀くを入れてくる。上から覆おおいかぶさるように迫せまられて細身が仰のけ反る。自力で立っていられなくなったアンバーは逞たくましい腕うでに縋すがりついた。

「あっ……んぅ、っ……」

　レリウスの凄せい絶ぜつな過去を知ってもなお、彼の血が薄いとは思えなかった。

　シャツの下で筋肉が硬かたく盛り上がっていく。ヴァンパイアの魔ま力りよくが一気に増ぞう幅ふくしているのが克こく明めいに感じられる。

　吸血鬼と竜りゆう、強きよう[image: 靭]じんな魔物同士の魔力が共鳴する感かん触しよくは病やみつきになりそうなほど心地ここちいい。

「は……、ぅ」

「ハ、ァッ……、くそ、ここまで中毒性があるとは──」

　レリウスが激しく悩なやましい吐と息いきを漏もらしながら無理やり唇を離はなす。親指の腹でアンバーの唇を拭ぬぐってくる。

「ぼく、まだ、大だい丈じよう夫ぶだから……、もっと食事、して、ほし」

「これ以上はだめだ、おまえをギルドに帰せなくなる。必ず一時間後に起こすよ、おやすみ」

「いや、だ、待って……レリ、ィ」

　唾液に濡れた薄い唇から、ふっと息が流れてくる。

　氷のように冷たいそれにそばかすを撫でられた途と端たん、抗あらがえない眠ねむ気けに襲おそわれた。

　ピジョンブラッドの瞳が一層妖あやしく輝かがやく。竜の体液を摂せつ取しゆした吸血鬼は魔力の均きん衡こうを崩くずしている。

　アンバーがまぶたを閉じる間ま際ぎわ、一瞬だけ見た鏡。

　そこに、先ほどまで映っていたレリウスの姿は存在していなかった──。













　　　　[image: ]







　夜間の特別任務を滞とどこおりなく遂すい行こうしたことをきっかけに、アンバーはふたたび通常の任務地へ出動できるようになった。

　仕事内容は多た岐きにわたり、やはりまだもたついたり失敗したりする。しかしガス爆ばく発はつのときに学んだアンバーは、大ごとになる前に兄竜に助けを求め、力を借りて任務を遂行した。そのあとも現場で失敗の原因をともに検証してもらってから帰き還かんする。

　大きな失敗をしたときは報告書を出さなくてはならない。アンバーは兄竜と一いつ緒しよに検証したことを丁てい寧ねいに書いて提出した。するとリーゼは報告書にサインだけではなく回答まで記して返してくれるようになった。

　常に多た忙ぼうなリーゼの文字は達筆だが物凄い走り書きで、ほとんど読めない。そんなときは脱だつ衣い室の向かいにあるバトラーたちの事務室へ行き、高速でタイプライターを打つレスターにそっと話しかける。

「レスター、お仕事忙いそがしい？　また解読してほしいんだけど、忙しかったら、あとで……」

「かまいませんよ、はい、この椅い子すに座ってください。──おや、これはこれは、返事がどんどん長くなってますねえ。リーゼさんはアンバーのがんばりがよほど嬉しいようです」

　竜の兄弟とバトラーたちに励はげまされて、アンバーは仕事を少しずつ覚えていく。最初は違い和わ感かんがあった『一機』という竜の数えかたにも慣れてくる。そして、疎おろそかにしていた地中を泳ぐ練習も始めた。

　任務をきちんと遂行できた日は、帰還後に軍服を着せてもらってすぐ中庭へ向かい、バトラーとの楽しいアフタヌーン・ティーを返上して何度も土の中に潜もぐる。上手うまく泳げないアンバーにアドバイスをくれるのはゲノムスの兄たちだった。世界で最も優しい竜・シーモアは、中庭に落ちている大好物の蝸牛かたつむりの抜ぬけ殻がらに見向きもしないでアンバーの練習にとことん付き合ってくれる。

「アンバー、すごい、今日は息いき継つぎなしで中庭を二周もできたね」

「うんっ。土の中に潜るの楽しくなってきたよ。シーモア兄さまたちがいなかったら、ぼく泳げるようになってなかったと思うの。ありがとう」

「そんなことないよ、アンバーは上手だよ。次は建物の壁かべとか床ゆかを通り抜ける練習もしようね。バーチェスは通り抜ける前に『おらぁーっ』って壊こわしちゃうけど、アンバーは綺麗に通り抜けられると思うー」

「あはは……」

　練習を終えた夕暮れ、アンバーはシーモアと手をつないでお喋しやべりをした。

　大きくて丸い影かげと小さくて細い影が、中庭の芝しば生ふに長く伸のびる。

「シーモア兄さまは、任務、怖こわくない？　ぼく、仕事したいって自分から言ったのに、やっぱりまだ怖くて、ずっと緊きん張ちようしてて……」

「僕も怖いときあるよー、夜のまっくら怖いもん。でも、お仕事がんばったらリーゼはいっぱい褒ほめてくれるし、帰還したときバトラーのみんなが必ず『任務遂行ご苦労さま』って優しく言ってくれるでしょう？　僕、あれ大好きなの。とっても安心できるから」

「ぼくも大好き！　優しく言ってくれるの嬉うれしいね」

「うん、嬉しいね。大変な任務も多いけど、一緒にがんばろうー」

　シーモアの丸い笑え顔がおを見るとホットケーキが食べたくなる。でこぼこの土竜の兄弟は内緒で中庭の土をむしゃむしゃ食べ、そのあと一緒に食堂へ行った。アンバーが「ホットケーキくださいっ、バターと蜂はち蜜みつたくさんかけたやつ！」と元気よく注文すると、強面こわもてのコック長は「倒たおさずに運べよ」と言って、十二枚重ねの時計塔とうみたいに高いホットケーキをカウンターに出してくれた。

　アンバーが成体になって約二十日──。

　喜びや寂さびしさを知り、落ち込んだり頑がん張ばったり、楽しく充じゆう実じつした日常に、レンヴィートル元げん帥すいの影が侵しん入にゆうしてくる。三日ごとだった面談はすぐに二日ごとにされ、ときには二日つづけて総司令部へ向かわなければならなかった。

　時間も次し第だいに延ばされていく。レンヴィートルの飛行の研究、異国の珍めずらしい食べ物、アンバーの好きな土の匂におい、花の種類──他愛たわいのないやりとりしかしないつもりだったのに、大きく変えられた。魔ま物もの狩がりに対する見解や、飼育小屋がギルド内のどこに建っているかなど、答えにくい質問が増えていく。

『レンヴィートルの召しよう致ちは任務のひとつと捉とらえ、粛しゆく々しゆくと遂行しよう』──レリウスの助言通りにしたいのに、ままならない。彼が同席することを許されたのは最初だけで、三度目の面談以降なぜか部屋の隅すみへ追いやられ、アンバーだけで対たい峙じしなければならなくなった。

『あのアルカイック期の彫ちよう像ぞうみたいな奇き妙みような薄うすら笑い、どうにか崩せないものかな』

『面談の最中に仮面を脱ぬぐ瞬間があるかもしれない』

　レリウスとリーゼの期待に応こたえたい気持ちが強くある。しかし、レンヴィートルの話や問いかけに言葉を選んで返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　六度目の面談がおこなわれるその日は朝から小雨が降りつづいていた。

　広い部屋の窓辺に置かれたテーブルには華はなやかなアフタヌーン・ティーが準備され、レンヴィートル元帥とアンバーは向かい合って椅子に座った。サージェント法務将校は窓辺から最も離れた扉とびらの前に立つ。彼の鋭するどい視線を気にしてないレンヴィートルは、雨に濡ぬれた窓の外の遥はるか先を見つめ、口角の上がった唇くちびるを動かした。

「アンバーは、西の果ての地名を知っていますか」

　どきんと心臓が跳はねる。レリウスに訊たずねられたことをレンヴィートルにも訊きかれるとは思いもしなかった。動どう揺ようを抑おさえながら「デュシス・エンド」と答えると、若い元帥は「そうです。よく知っていますね」と妙に嬉しそうに目を細める。

「デュシス・エンドは灼しやく熱ねつの奇岩地帯です。そこには魔ま狼ろうの一族、グリフィンの一族のほか、鴉からす、大だい蛇じや、大おお蜥蜴とかげなどが棲せい息そくしています。彼らにとって東方レト・ルー・ヴァニアは永遠に辿たどり着けない安寧の地。どれほど瘦やせて荒あれ果てたとしても、一族発はつ祥しようの地を棄すてることは許されないのです」

「そう、だったの……知らなかった……」

「ドラゴンギルドはこのような基本的なことも教えないのですか。──まぁ、それが当然なのかもしれませんね。堅けん固ごと壮そう麗れいを誇ほこるあの結社は巧こう妙みように造られた巨きよ大だいな檻おりだ……」

　嬉しそうに目を細めたかと思えば、心ない言葉を平然と口にする。大切なギルドを悪く言われたアンバーは苛いら立だってしまった。

　レンヴィートルもレリウスと同じように、アンバーに広い世界のことを伝えてくれているのだろうが、心に響ひびいてこなかった。帝てい国こく軍に蹂じゆう躙りんされ、荒れ果ててしまったデュシス・エンドと、そこに棲すみつづける魔物たちについてもっと知りたい。しかし、今ここでレンヴィートルに訊ねたいとは思わなかった。レリウスに教わりながら自分の目で見るほうがずっといい。

「今すぐは無理かもしれないけど、もっと力をつけたら必ずデュシス・エンドへ行って、ぼくができることを考える」

　苛立ちに任せて放った言葉は、静かな部屋を漂ただよい、消えていった。

　細かな雨あま粒つぶがサァサァと緑葉を打つ音が聞こえる。沈ちん黙もくが気まずくなったアンバーは横目でレリウスを見つめた。銀ぎん灰かい色しよくの冷静なまなざしに助けられて落ち着きを取り戻もどし、レンヴィートルのほうへ視線を直して考える。

『私は、アルカナ・グランデ帝国と周辺諸国を行き来する生活を長年つづけてきました。ですから竜りゆうや魔物についてほとんど知らないのです。竜について教えてくれませんか？』

　初めて顔を合わせた日にそう言っていたレンヴィートルは、やけに魔物に詳くわしい。実際にデュシス・エンドを見てきたような口ぶりだった。元帥に就任してから調べたのか、それとも──。

　──本当は、ずっと前から知ってる……？

「………」

　以前から熟知しているということを、仮面みたいな微び笑しようの下に隠かくしているのだろうか。

　花か瓶びんに飾かざられたダフォディル、香かおり高い紅茶と甘い菓か子し──午後の優ゆう雅がなアフタヌーン・ティーとは裏腹に、レリウス、リーゼ、レンヴィートルの思おも惑わくが交こう錯さくするテーブルは緊張感を増していく。三者が描えがく歪いびつな三角形の中央で、アンバーは懸命に踏み堪こらえる。

「魔女が創つくった結社につながれている今のあなたにデュシス・エンドへ向かう自由はない。ドラゴンギルドよりも自由で、思うまま魔物たちを守護できる組織があったとしたら……アンバー、あなたはどうしますか？」

「どうもしないよ、ぼくはずっとドラゴンギルドで任務をがんばる。リーゼが決めた任務は魔物も人間も守ることにつながってるって教えてもらったから」

「そうですか」

　アンバーが迷いなく答えると、レンヴィートルは夢から覚めたようにまばたきを繰くり返し、冷めかけた紅茶に口をつけた。彼の榛はしばみ色いろの髪かみがわずかに揺ゆれる様子を見つめ、ヘーゼル色の瞳ひとみを見つめるアンバーの中に、ひとつの思いが浮うかぶ。

　レンヴィートルはその儚はかなげな身に、なにか、途と方ほうもないものを背負っているのではないだろうか。

「………」

　アンバーは、レンヴィートルと似た瞳を見たことがある。

　彼の、ヘーゼル色のそれは凄せい烈れつな過去を背負う者の瞳だ。レリウスと同じ──。

　アルカイック期の彫像のような、崩くずれない微笑。揺れない瞳。

　でもアンバーには見える、レンヴィートルの瞳には怒いかりと怨えん恨こんが宿っている。

　それらは、なにに向けられているのだろうか。ぞくりとして、縋すがるようにレリウスを見た。

　──違ちがう……。

　レリウスと視線を絡からませながら確信する。レリウスとレンヴィートル、両者は似た瞳をしているけれどまったく違う。なぜだろう。見み据すえる世界や未来が異なっているからだろうか。今のアンバーはそれしか考えつかなかった。

　あの夜、レリウスが胸に秘ひめていた悲しい過去を伝えてくれたからこそ、アンバーは、誰だれもが言葉にしがたい思いを抱いだいて生きているということに気づかせてもらえた。

　ネロ・フーリオ・レンヴィートル。春の訪おとずれとともにあらわれ、陸軍元帥となったこの人はなにを抱かかえているのだろう──。

　そう思ったとき、広い額にぴりぴりと刺し激げきが走った。

　眉まゆをひそめるほどの痛みを伴ともなって、竜の直感が訴うつたえかけてくる。

　──目の前にいるこの男は、果たして〝人間〟か──？

「えっ？」

「どうしましたか」

「ううん、ごめんなさい。なんでもないよ」

　今日はさまざまな思考に翻ほん弄ろうされすぎている。もう限界だ、早く終わってほしい──アンバーの祈いのりが届いたのか、そのとき面談終しゆう了りようのベルが鳴った。

　レンヴィートルとの会話は回を重ねるごとに緊張感を増していき、面談を終えてレリウスの執しつ務む室へ戻ると精神的な疲ひ労ろうが一気に押し寄せるようになった。いつも通り腿ももに座り、厚い胸むな板いたにもたれてまぶたを閉じると、レリウスが心配そうに訊ねてくる。

「今日も相当きつそうだったな。ソファに横になるか？　話はあとにしよう」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。少しだけ、ぼーっとしてもいい？」

「もちろん。少しだけなどと言わず、何時間でも。頭は撫なでないほうがいいか？」

「あっ、撫でて、撫でて。早く元気になれそう」

　不安なことができたら一いつ緒しよに解消する約束をしているレリウスとアンバーは、この時間と場所を有効に使って話し合う。

「あのね。匂いもしないし、特とく徴ちようもないんだけど……、レンヴィートルは……」

「うん」

　これはかなり的外れな所感だが、思ったことや感じたことはすべて伝えると決めているからためらわず口にした。

「レンヴィートルは、──人間じゃないかも。魔物かもしれない、って思ったの」

　もたれている胸板が、びく、と動く。

　でもレリウスは頭を撫でる手を止めずにいてくれた。その心地ここちよさにアンバーは少し眠ねむ気けを覚えながらつぶやいた。

「見た目は人間でも魔物同士にだけわかる匂においをさせてるのが普ふ通つうでしょう？　でも、そうじゃなくなってきてるのかなぁ、って……。レリィが教えてくれたこと思い出してたんだ。ええっと……生き物は、環かん境きようの変化に合わせて、えっと、性質とか形態とか、変える。なんていうんだっけ……」

「適応、か？」

「あ、そう！　適応。大昔は必要なかったけど魔ま物もの狩がりが始まってからは、レリィみたいに、同じ魔物でも気づけないくらい上手に隠せる魔物が増えたとか……」

　ぼんやりと頭に浮かんだことをつらつら言い、まぶたを開けたアンバーは急に焦あせりだす。

　レリウスが驚きよう愕がくの表情で一点を凝ぎよう視ししていた。

「ごめん、やっぱり違う、きっとまちがってる。だって証しよう拠こはなにもないし、魔物の匂いもしないし……」

「いや、これは非常に貴重な所見だと俺は思う。アンバーの言う通り、レンヴィートルが魔物という可能性は決して零ゼロではない。俺やリーゼは思いつくこともできなかった。そうだ、零じゃない、どうにか調べて──」

「待ってレリィ、ぼくの勘かんなんか当たらない、レンヴィートルは人間だよ。レリィやリーゼが魔物だって疑ってるのがばれたら、ものすごく酷ひどい目に遭あうんじゃないの？　ぼく、そんなの絶対にいやだ」

「突とつ拍ぴよう子しもない話だなぁ」と笑い合って終わるはずだったのに。思いがけずレリウスが熱心になったので、アンバーは自分が軽く放った言葉に不安を覚えてしまった。

　戸と惑まどうアンバーを見たレリウスはすぐに落ち着きを取り戻して言ってくれる。

「そうだな、俺たちが勘かん繰ぐりすぎるとアンバーもますます気になってしまうよな。よし、この話はおしまいにしよう。リーゼには俺から報告しておくよ。アンバーはこのあとどうする？　かなり疲つかれているし、理由を話せばリーゼは『休め』と言って夜間の特別任務を外してくれると思うよ」

「えーっ！　だめだよ、せっかくの任務なんだからがんばる。それに、今夜のぼくの警固場所はサージェント法務将校宅なんだよ、さっき言ったでしょ！」

「ははは、もちろん憶おぼえてるよ、では一緒に屋や敷しきへ帰ろう。あと二時間ほど仕事をするからアンバーはソファで横になっていてくれないか」

「うん……」

　軍人用の手て袋ぶくろを外してソファに横たわると、レリウスはクッションを整え、マントを外してアンバーにかけてくれた。

　優やさしく抱だきしめられているみたいになり、疲れていた精神に温かな安心感が広がる。嬉うれしくてにこにこしながら上質な孔雀緑の布地をきゅっと握にぎる。

「ありがとう。レリィはすごく忙いそがしいよね。法務将校のお仕事と、事件の調査もあるし、レンヴィートルとぼくの面談にずっと付き合ってくれてるし……」

「大丈夫だよ。面談の立ち会いは俺が望んでいることだ、絶対に外すわけにはいかない」

「事件の調査は、どう……？　ぼく、レリィを守りたいのと、なにか手伝えないかなって思って、でもリーゼに相談したら怒おこられたんだ。おまえは任務と面談に集中しろーって」

「はは、こればかりはリーゼの言う通りだな、でもアンバーの気持ちは凄すごく嬉しいよ、ありがとう。調査のほうは膠こう着ちやくしていてな……魔力を少し使って、ナイフに付着した匂いを嗅かいだり、窓の近くの足あし跡あとを捜さがしたりしているんだが、なかなか……。犯人は相当な遣やり手だ」

「レリィの調査をすり抜ぬけられる人間がいるなんて信じられないね……特とく殊しゆな魔力を持ってる魔物でも難しいのに」

　なにげない受け答えのつもりだったが、レリウスはふたたび驚愕の表情をした。また余計なことを言ってしまっただろうか。アンバーが孔雀緑のマントで口くち許もとを隠すとレリウスは笑って、そばかすと広い額を撫でてくる。

「そうだな、……調査は、少し別の角度からアプローチしてみようと思う。アンバーみたいに思考を柔じゆう軟なんにしてね。──さ、短い時間だけどおやすみ。夜もしっかり警固してもらうよ」

「うんっ」

　そうして夜間警固の任務を遂すい行こうした夜明け、レリウスとアンバーは長いキスをするようになった。

　鮮せん血けつ色の瞳ひとみを呈ていするレリウスの〝食事〟は夜ごと激しさを増し、アンバーはそれに夢中になっていく。初めて唇くちびるを重ねたときの戸惑いも忘れ、どうすればこの美しいヴァンパイアを独り占じめできるのか考えるようになった。

　やがてレリウスは食事を終えても唇を離はなさなくなり、アンバーは強く抱きしめられたまま長い口づけをすると、ほんの少し、下か肢しに意識が向くようになる。

　──ぼく……発情、しかけてる……？

　何度かそう思ったが、発情を知らないアンバーは自分で判断できなかった。

　レリウスが追う〝要人連続殺人事件〟の犯人は検挙されず、ドラゴンギルドの夜間警固はつづく。リーゼが夜間の特別任務に全機の竜りゆうを投入することはなく、必ずドラゴンギルドに二機の竜を置くようにしていた。

　今夜、アンバーに警固の任務はない。兄竜たちのいない夜のドラゴンギルドはとても静かだった。

　真夜中に目が覚めたアンバーは、警固に出ているフォンティーンの巣の扉とびらを小さくノックする。扉が開いたそこに、腿まであらわになった裸はだかの足があって、どきりとした。

　眼鏡をかけていない紫むらさきと桃もも色いろの瞳が闇やみ夜よに揺ゆれる。

「どうしたの。寂さびしくなっちゃった？　一緒に寝ねようか」

　薄うすいシャツ以外なにも身につけていない美魔は、アンバーでもくらくらするほど艶なまめかしい。

　この強きよう烈れつな色いろ香かを放つ魔物と毎晩寝ているフォンティーンは竜の兄弟で最も頑強タフだと思う。アンバーはドキンドキンと高鳴る胸を押さえて言った。

「あ、の……その、ジュストに、訊ききたいこと、できて」

「僕にわかることだといいけれど。おいで」

　くすっと笑うジュストのあとについて中に入ると、清らかな水の香かおりと書しよ籍せきのいい匂いがした。

　一緒に寝しん台だいに横たわっても、なかなか口にする勇気が出ない。すると、しっとりとした生なま脚あしを絡からませてくるジュストが「アンバーちゃんの知りたいことって、なぁに？」と促うながしてくれた。

「あ……あの、ね……。発情、って、どういうもの？」

「あら、おませさん。やっぱり閣下のせいかな？　──キス、しちゃった？」

「えっ！　えっと、レリ、レリィは、関係、ない、の……」

「ふふ……そういうことにしとこうね」

　ジュストがアンバーの広い額を撫なでながら、蜂はち蜜みつみたいな甘い声で教えてくれる。

「竜はね、特別な誰だれかに巡めぐり合って、その者への想おもいで心がいっぱいになると、自分だけのものにしないと気が済まなくなるんだよ。竜は恋こいをすると支配と所有の本能が強く働いて、自分だけのものっていうしるしをつけたくなるの」

「恋……？」

「そう。でも竜の寿じゆ命みようは長いから、恋した相手のほうが先に死んでしまって、永い時を独りで生きないといけなくなる」

「そんなの絶対いやだ。寂しくて悲しくてぼくも死んじゃうと思う」

「うん。だからそうならないために、永遠の若さの源である竜の精液が存在するんだよ。竜は恋してる者を想うと発情して、発情するとペニスが硬かたくなって、先せん端たんの小さな孔あなから精液が出てくるの。それを相手の体内に目いっぱい注ぎ込んで、若さを維い持じさせることを交こう尾びって言ってね、恋する相手との交尾でしか得られない快感と喜びがあるんだよ」

「恋する相手、と……交尾……」

　七日間研修で教わらなかったジュストの話は、聞いているだけで胸がどきどきする。

　もっといろいろなことを訊たずねたいのに、水竜と美魔の寝台はとてもいい匂においで、額を撫でるジュストの指先が心地ここちよすぎてまぶたが重くなる。

「じゃ、あ……ぼく、──レリィ……」

　竜であるアンバーがレリウスを想って身体からだが変化するのは、とても自然なことだ。

　そう理解して安心すると、もう駄だ目めだった。寝台のいい匂いとジュストの指先の感かん触しよくと安あん堵ど感かんに包まれて、アンバーはすぅすぅと寝息を立ててしまう。

　だから、ジュストが泣きそうになるほど優しい声で言ってくれた言葉を聞くことができなかった。

「どうかずっと幼生体のままで……っていうのは、僕たちのわがままだものね。おまえたち竜には恋をしてほしいと僕は思うよ。凄せい烈れつな孤こ独どくから逃のがれられない竜だからこそ──」










　夜間警固が始まって二週間ほどが過ぎたその深夜、アンバーは枢すう密みつ院いん議員の邸てい宅たくを警固していた。

　東の空が白みはじめるまであと何時間だろう。そう思いながら見つめた夜空に、血で染めたような赤い月が浮うかんでいた。

　まるでレリウスの吸血鬼の瞳みたいだ。あの瞳が間近に迫せまったとき、初めてキスをした。

「……だ、だめだよっ、大事な任務中！」

　ジュストに話を聞いてから、レリウスのことを考える時間が格段に増えたように思う。夜明けの長いキスや、その先を想像してばかり──アンバーはぺちぺちと自分の頰ほおを軽く叩たたいて気持ちを切り替かえた。

　昨夜も〝要人連続殺人事件〟が起こった。ドラゴンギルドの竜が警固していない邸宅が被ひ害がいに遭あう。犯人の動きは、まるでドラゴンギルドの警固状じよう況きようを把は握あくしているかのようだった。

　──帝てい都との人たちのためにもレリィのためにも、早く犯人が捕つかまるといいな。

　そのとき、ただならぬ気配を感じた。まさか殺人犯があらわれたのだろうか。

　アンバーはいつでも兄竜たちに声を届けられるよう精神を集中させ、気配のするほうへ移動した。金色の瞳を限界まで見開き、深い闇夜をとらえる。

「うそ、──」

　幻げん影えいかと思ったそれは、しかし克こく明めいに視みえる。

　いつもと違ちがう、夜の闇に溶とける黒色の服とコート。手袋も靴くつも黒く、瞳だけが今こ宵よいの月よりも赤い。

　人間には見えない、絶対に見つけられない。

　竜だから目視できたそれは、屋根を走るレリウスだった。

　いったいなにに夢中になっているのだろう、彼はアンバーの存在にまったく気づかない。

　ヴァンパイアが屋根からバルコニーに降り立つと、中から女性がでてきた。紳しん士しと淑しゆく女じよは顔を近づけ、微笑ほほえみ合う。レリウスは彼女の腰こしを抱だいて部屋に入り、カーテンが閉められた。

「………」

　アンバーの知らないレリウス。あんなふうに美しい女性の寝室に招き入れられて、血を飲む。

　きっと、否いな、絶対に血を飲むだけではない。アンバーが経験したことのないあの行こう為いを──交尾をするのだろう。

「……っ」

　耐たえられないほど悲しくて心がきりきりと痛む。今すぐレリウスが入ったあの部屋に飛び込みたくなる。

「絶対に、だめだ。任務中……。警固を、する」

　任務中であることを必死で言い聞かせ、唇を嚙かんだり手を握にぎりしめたりしながら持ち場を守りつづけた。










　夜間警固から戻もどった朝は少しでも仮か眠みんを取るよう指示が出ているが、今日は一いつ睡すいもできなかった。寝台に横たえた身体からだはどろどろの泥でい濘ねいみたいに重いのに、目だけが冴さえている。

　レリウスは屋敷へ戻っただろうか。あの美しい女性の血を吸い、性行為を終えて──今日も予定されているレンヴィートルとの面談が嫌いやでしかたない、レリウスに会いたいけれど会いたくない──明るくなった巣の中で堂々巡めぐりを繰くり返す。

　ジリリリとうるさく鳴る目覚まし時計を恨うらめしい思いで止め、まだ寝ていたいと訴うつたえてくる身体をずるりと引き剝はがすようにして寝台からおりた。細い腕うでや手の甲に浮うかぶ琥こ珀はく色の[image: 鱗]うろこが朝あさ陽ひを受けて輝かがやく。アンバーはぼうっとしながらも身なりを整えて巣の扉とびらを開けた。

　朝の打ち合わせ後すぐに任務地へ飛ぶ。仕事に集中しているあいだは嫌なことを忘れられるからいい。しかし、大型物資の輸送を終えて帰き還かんすると陰いん鬱うつな気持ちが蘇よみがえってしまった。

　今レリウスに会えば普通ではいられなくなって、きっと総司令部に辿たどり着けない。面談はリーゼたちが委ゆだねてくれている大事な任務だから放棄したくなかった。

　アナベルに軍服を着せてもらったアンバーは、いつも迎えにくるレリウスを今日は待たずに初めて一機でアルカナ大帝の宮殿群へ向かう。大好きな彼に自分から会いに行きたくて成体になったのに。レリウスを避さける日が来るとは思いもしなくて、独りぼっちで歩く現実がひどく悲しかった。

　午後四時──。面談の部屋に通され、レンヴィートルと向かい合って椅い子すに座る。

　レリウスが守りつづけてくれていた『一いつ瞬しゆんも二人きりにはしない』という約束を破らせてしまった。アンバーが心こころ許もとなくなったとき、短いノックが聞こえて扉が勢いよく開く。

　そこに鮮あざやかな緑色の大輪が花開いたように見えた。

「失礼致します」

　口早に言う法務将校のマントが広がる。慌あわてたその声から、彼が行き違いになってドラゴンギルドに着き、大急ぎで総司令部へ駆かけ戻ってきたとわかる。

　アンバーの姿を認め、安堵して微笑むレリウスを見ると途と端たんに駄目になった。

　喜びを覚えた心が鉛なまりみたいに重くなる。両りよう極きよく端たんの感情をどう落ち着かせたらいいのかわからない。上の空で、それでも懸けん命めいに元げん帥すいの話を聞く。的外れな相あい槌づちばかり打つアンバーに、レンヴィートルはほんのわずか眉まゆをひそめた。

「気分が優すぐれないようですね」

「ごめんなさい。疲つかれてる。夜間警固ばっかりやらされてるから」

　大きく乱れはじめた気持ちを抑おさえられずに、アンバー自身でも驚おどろくほどの低い声と棘とげのある言葉が出た。レリウスとレンヴィートルがそれに気づかないはずがなく、広い部屋が奇き妙みような沈ちん黙もくに包まれる。元帥は溜ため息をひとつついて静かに告げた。

「わかりました。今日は下がってください。よく休むように」

　法務将校と竜は縦たてに並んで歩き、軍人たちとすれ違いながら長い廊下を進む。行き違いになったことを怒ってもおかしくないのに、レリウスは窓の外を見る仕草をして視線をうしろに向け「一人で来られるようになったんだね、偉えらいな」と小声で褒ほめてくる。

　その銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみは、昨夜、鮮せん血けつ色に染まっていた。思い出すだけでアンバーの心は激しく揺ゆれ動く。なぜレリウスは簡単に素知らぬふりができるのだろう。

　執しつ務む室へ入っても態度を変えず、内鍵をかけて電灯をつけた。みっつある出窓はいつも開けたままカーテンを引くが今は鍵をかけてからカーテンを閉めていく。

「今日の執務はすべて片づけておいた、このあとはプライベートだ、ここを施せ錠じようして俺も一いつ緒しよにギルドへ行くよ。リーゼに話がある」

　レリウスは執務机の上を手早く整え、書しよ架かのガラス扉の鍵がかかっていることを確認すると、窓まど際ぎわに立ち尽つくすアンバーのところへ戻ってきて言った。

「本当に疲れてるな、大丈夫か？　ギルドへ戻るのは休んでからにしよう。この前みたいに二時間くらい眠ってもかまわないよ。紅茶を運ばせようか」

　まつげを伏ふせ、黙だまって首を横に振ふる。疲れてなどいない、胸に重く蟠わだかまる感情をどう消せばいいのかわからなかった。アンバーがまた機嫌を悪くしたと思ったのか、レリウスは長ちよう軀くを屈かがめ、赤毛に手を伸のばしてくる。

「許してくれ。アンバーをここまで巻き込むつもりはなかった。事件も面談も、必ず数日のうちに決着をつける。そのためにあと一度アンバーの力と、ゲノムスの兄たちの力を借りたい」

　知らない誰だれかに触れた手で髪かみを撫なでてほしくなかった。目の前の薄うすい唇くちびるは昨夜、鮮血に濡ぬれ、アンバーとは別の唇と重なったに違いない。うなじの[image: 鱗]がざわめく。満たされない竜の本能がぴりぴりと荒立つ。「放して」と言ったはずのそれは喉奥に閊つかえて声にならなかった。

「うん？　もう一度言ってくれないか」

　アンバーは、レリウスの唇しか知らない。それは知的で情熱的で、頭の芯しんがとろけるほどの甘いキスをくれる。ほかの誰かの唇なんていらない。

　レリウスにもアンバーの唇だけを、アンバーだけを求めてほしい。その想おもいを知っていながら、なぜレリウスは乙女おとめの血を吸い、性行為などできるのだろう。どうしてこんな自然体でなにもなかったように装よそおえるのだろうか。

「いやだっ……」

　レリウスは歳としの近いアンバーよりずっと〝おとな〟で──、狡ずるい〝おとな〟だ。

　そう思った瞬間、募つのったものがぱちんと弾はじけた。髪を撫でる手を躍やつ起きになって振りほどく。

「アンバー？」

「なんで、どうして……この先も飲むつもりはないって言ってたのにっ」

「どうした？　なんのことだ？」

　話が嚙かみ合わないことにレリウスは困こん惑わくする。アンバーは耐たえられないもどかしさに駆られるまま言い放った。

「ゆうべ見たんだっ。……レリィ、女の人の寝室に、入っていった、っ」

「なに？　俺は断じて寝室になど入っていない。昨夜の何時ころだ？　どこで見た──」

　すぐさま強く否定し、はっと目を瞠みはるレリウスはアンバーの態度がおかしい理由を把は握あくしたようだった。にわかに焦あせり、大きな手で両肩をつかんでくる。

「放して！」

「話を聞け、アンバー。彼女はサージェント家の者だ。名はオーガスタ、俺と同じ〝淘とう汰た〟を凌しのいだ吸血鬼だ」

「う、そっ……」

「俺がおまえに噓うそなど言うわけがないだろうっ。オーガスタは夫も子もいる。夫の顔馴な染じみがハーシュホーン通りで探偵事務所をしていて、その探偵に事件のことを調べさせていたんだ。俺に魔物通りへ行くまでの余よ裕ゆうがなく、昨夜オーガスタの屋敷で調査報告を聞いた」

　安あん堵どと、大きな思い違いをしていた恥はずかしさが綯ない交まぜになり、涙が滲にじんでくる。アンバーは安堵してもなお湧わき上がってくる独占欲と不満足を訴える本能に苛さいなまれた。

　捲まくし立てたレリウスが我に返って溜め息をつく。

「アンバーがいたことに気づけなかった俺が悪い。……気が、急せいていたんだ。今のままでは俺はおまえを攫さらえない。リーゼは事件が解決した時点でレンヴィートルとの面談を終了させると決めた。なにもかも事件解決にかかっている。だから俺は一いつ刻こくも早く──」

　決して瞳を逸そらさないレリウスが真実のみを口にしていることは充じゆう分ぶんに理解できる。でも抑えられない。膨ふくれ上がった独占欲をぶつけたくてたまらなかった。

「レリウス」

　アンバーの中で、竜の強烈な所有の本能が覚かく醒せいする。

　この美しいヴァンパイアを自分のものにしたい、それだけで頭がいっぱいになる。

　アンバーは成体の竜りゆうだ、もう落涙はしない。

　二度の強いまばたきで涙を完全に追いやり、金色の瞳でレリウスをとらえた。

「そんな目をしないでくれ。吸血鬼はそれほど理性的じゃない。俺だってずっと必死で抑えているんだ、あと少しだけ、いい仔こでいてくれ。頼む、アンバー」

　首を横に振り、懇こん願がんを撥はねつける。

　いい仔でいたい、大好きなレリウスを困らせるようなことは絶対に言いたくない、会えなくて寂さびしくても我が慢まんする──そう思っていた幼い竜はもういなかった。

「いい仔ってなに？　ぼくは幼生体じゃない、子供扱あつかいしないで！」

「俺がいつおまえを子供扱いした!?　子供相手に欲情なんかするかっ……限界などとうに超こえてる、俺は飼育小屋で裸のおまえを抱いたときに忍耐の限界を超えたんだ」

　嗾けしかけるように言ったそれにレリウスが反応し、激しい苛いら立だちと焦しよう燥そうを見せる。

　アンバーは心に決めた。レリウスに自分だけのものという証あかしをつける。やりかたはわかっている、精液を体内に目いっぱい注ぎ込めばいい。そして、吸血鬼にとって精液は甘美なる〝食事〟──アンバーはまぶたを半分おろした瞳で睨ねめつけて言った。

「交尾、したい。ぼくの精液、飲んでよ。レリウス」

「俺を煽あおるかっ？　キスだけで震ふるえていたくせに……！」

「あ……っ」

　両りよう肩かたから離れた手が下がる。腰こしをつかまれ、足が宙ちゆうに浮く。アンバーはカーテンを閉じた出窓に座らされた。レリウスが乱暴な動きで脚あしのあいだに長軀を入れてくる。

「また震えてる。怖こわいならそう言え、やめてやる。腹立たしいほど苦痛だがな」

「怖くなんかないっ」

　約十年前に出会い、度たび々たび一緒に過ごしてきたけれど、声を荒らげ合うのは初めてだった。

　二匹の魔物は同時に我に返り、冷静さを取り戻すために深い息をつく。間近にある端たん整せいな顔にはまだ強い苛立ちの色が見えるが、アンバーだけを思いやってくれる優やさしさは変わらない。

「徒いたずらにつらい思いをさせたね。同どう胞ほうの屋敷へ行くと、ひとこと伝えておくべきだった」

「違うの……ぼくが見まちがって、勝手に悪いことばっかり考えて、怒って……ごめんなさい。……ぼくのこと、嫌いになった？　ぼくのものにできない……？」

　それはアンバーの世界を容易に崩くずせるほどの絶望だ。でもレリウスはすぐ首を横に振ってくれた。銀の星ほし屑くずを集めたような瞳を輝かせ、真剣なまなざしで恭うやうやしくアンバーの手を取る。

「アンバーに誓ちかう。──成体になったアンバーに、誓いを立てると決めていた」

　まぶたがわずかに伏せられて、銀灰色の瞳にチョコレート色のまつげがかかる。アンバーの胸むねがとくとくと高鳴りだす。

　レリウスは形の綺き麗れいな唇で爪つめに触れ、手の甲に唇を押し当て、そこに浮かぶ[image: 鱗]に口づけた。

「二百五十年朽くちぬヴァンパイアの肉体と心臓ハートを、琥珀色の竜に捧ささげる」

「レリウス……ぼくだけの、ヴァンパイア……？」

「そうだ。おまえも俺だけものになれ、アンバー。今すぐ、ここで」

「あ、ぅ……！」

　厳おごそかな誓いとは裏うら腹はらの嚙かみつくようなキスに、びくりと身体からだが震えてしまう。

　口の中を搔かきまわされる。カチャカチャとベルトの外れる音がする。大きな手で下着と軍服のパンツをまとめてつかまれ、片脚だけ脱がされた。

「あぁっ、なに、これ？　……いやだっ」

「いや？　俺と交尾したいんだろう？」

「う、ぅ……ちが、う……。へん、だから」

　あらわになった下か肢しを見てひどくうろたえる。いつも柔やわらかいペニスが赤く染まり、ぴんと立ち上がっていた。発情すると硬かたくなると教わったけれど、形や色を変え、疼うずきや熱まで伴ともなうとは思っていなかった。　>>>♥

「あっ」

　性器の付け根に触れられてビクッと腰が跳はねる。微笑むレリウスが「無毛だったとは……、なめらかな肌だ」と撫でてくる。竜は裸でいるのが自然で、兄竜やバトラーたちに見られても平気なのに、レリウスにそこを凝ぎよう視しされると恥ずかしくてたまらなくなった。

「ち、ちがう、の……ちゃんと、生えて、くる、って……ぼく、幼生体じゃ、……」

「さっきも言ったよ。子供扱いはしてない。俺は、成体のアンバーに欲情してる」

　レリウスは優しく笑って、震える屹きつ立りつを吞のみ込んでいく。

「あぁぅ……」

　また腰が跳ねる。柔らかな口の中でペニスが転がされる。ぬるぬるとしていて、とても熱い。初めて知る強烈な快感に羞しゆう恥ちさえ吹ふき飛び、アンバーは感じるまま唇を動かした。

「気持ち、いいっ。あっ、あ、きもちいいよっ、レリィっ」

　凄すさまじい感触に、自分で身体を支えていられなくなった。出窓にもたれ、だらしなく開脚してしまう。細い茎を唇できつく縛いましめられる。舌で先せん端たんをくじられて尿によう意いに似た激しい放出の欲求に駆られた。

「ん、っ……レリィ、も、漏もれ……る、……出る、──あ」

　吸血鬼の巧たくみな口こう淫いんに翻ほん弄ろうされる。竜の本能が彼の口内に射精したがる。

　アンバーは尻しりに力を込め、腰を思いきり突き出した。

「あぁ……っ、あぁ──」

　びゅうびゅうと漏れ出る精液をレリウスが嚥えん下げするたび、所有の本能が満たされていく。

　ごくりという喉のどの音が性器に直接響ひびいて、またあふれてくる。もっと飲んでほしいのに、唇が離れていってしまった。とても残念で、未練いっぱいの声をこぼす。

「こうび……もう終わり？」

「いいや。交尾は今からするよ。アンバーの中に俺のペニスを入れて、こすって、射精する」

　早くレリウスの言う通りにしたいから、アンバーはウンウンと二度うなずいた。

　気持ちよくて嬉うれしくて頭がふわふわしている。先ほどまでの苛立ちが噓のように、レリウスにもずっと笑えみがある。

　アンバーの下半身を完全に裸にして、孔雀緑のマントを外し、アンバーの背の下に入れてクッション代わりにする。ベルトを外して軍服のパンツをくつろげる──その様子をとろけた瞳で見つめた。

　下着から弾はずみ出たそれはアンバーのものと似ているけれど、違う。太くて長く、血管が浮き出た、レリウスのいやらしい器官。アンバーはごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「ん……っ」

　大きく張り出した先せん端たんが後こう孔こうにあてられる。レリウスは大量に分ぶん泌ぴつしている透明の体液をアンバーの孔あなにかけ、円を描くようにして繰くり返し撫なでた。見つめ合い、深いキスをする。唾だ液えきを吸われながらまた先走りをかけられて、ひくつく窄すぼまりがぐしょ濡ぬれになっていく。

　レリウスとアンバーは甘く淫みだらな行為に夢中になった。誰にも言えない、いやらしい秘め事──喜びとうしろめたさと切なさが綯い交ぜになって、また射精をしてしまう。

「あっ、あっ。あっ」

　硬い先端で後孔を押されるたび短い声が漏れ、白い蜜みつがピュッ、ピュッと噴ふき出て無毛の性器を濡らした。レリウスは下腹部に顔を埋うめて精液を舐なめ取る。少し乱れたチョコレート色の髪が臍へそをくすぐってくる。顔を上げたレリウスと視線を絡からませたとき、濡らされて柔らかくなった後孔が、ぐうっと拡ひろげられた。

「……ゃ、レリウスっ」

「アンバー。愛している。俺はこの瞬間を長いあいだ渇かつ望ぼうしてきた……」

「は、ぁ……う……」

　薄うすい腹が膨ふくらんだように感じた。長大な生殖器がなめらかに入ってくるほどに圧迫感も増していく。腰を前後に揺らし、陰茎の根本までを埋めたレリウスが、はぁはぁと息を乱すアンバーの耳じ殻かくに口づけ、掠かすれた声で「痛いか？」とささやいてくる。

「痛い、って……？　レリィのペニスとぼくの身体、くっついてて、気持ち、いい……」

　痛みなどない。あるのは所有と支配の本能が満たされていく喜びと、腹の奥でドクドクと脈打つレリウスの熱と質量だけだった。

「いい仔だな。上手に俺だけを感じてる」

　レリウスが〝おとな〟になったアンバーを褒ほめてくれたことが嬉しくて、にっこりと笑った。竜の本能は飽きることなくヴァンパイアの所有を追い求める。それに則のつとり「もっと、交尾して」とねだれば、レリウスは長いペニスを何度も出し入れする。アンバーの腰もおのずと揺れ、くちゅくちゅと濡れた音が立つ。

「あっ、あっ……、んっ」

「アンバー、凄すごく悦いい、──」

　同じ快楽を覚えて眉をひそめるレリウスが、愛いとしくてたまらなかった。

　逞たくましい腰に脚を絡ませ、後孔をぎゅっと締しめる。レリウスは喉の奥で唸うなり、アンバーの尻に腰を大きく叩きつけて吐と精せいした。

「──っ。アンバー……」

「あ、ぁ……、レリィ。好き……レリウス」

　狭せまい出窓で、ふたつの魔物の身体が絡み合う。レリウスが腰を使うたび、アンバーの細身とさらさらの赤毛、カーテンまでもが激しく揺れる。窓の外で星々が瞬またたきはじめたことにも気づかずに、吸血鬼と竜は愛欲行為に耽ふけりつづけた。
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　アンバーは、朝あさ陽ひが差し込む自分の巣の寝しん台だいで目を覚ました。

　昨夜の長い行為の果てに、レリウスに〝催さい眠みん〟の魔ま力りよくを使われたことを憶おぼえている。

　吸血鬼の強い魔力と、一昨夜からほとんど睡すい眠みんを取っていなかったことが重なり、アンバーは夢も見ず昏こん々こんと眠ねむった。

　壁かべ掛かけ時計は午前五時十二分をさしている。

　アンバーは竜だから痛みはない。痛みがないぶん、レリウスの感触だけが身体じゅうに鮮せん明めいに残っている。

　恋する相手との交尾でしか得られない快感と喜び、そして支配と所有の本能が満たされる喜びを知った。それはとても甘美で、アンバーは虜とりこになってしまいそうだった。

「ぅ、……今から、仕事っ」

　身体は清められてスモックを着ていたが、アンバーはもう一度シャワーを浴びるために風ふ呂ろ場ばへ向かった。

　昨日、『リーゼに話がある』と言っていたレリウスが筆頭バトラーの執しつ務む室を訪おとずれたのは、アンバーが任務を終えて帰き還かんしたあとだった。昨夜もまたドラゴンギルドの警固をすり抜ぬけて一人の財務官かん僚りようが殺害され、その対応に追われていたという。

「要人連続殺人事件の解決に、ゲノムスたちの協力を願いたい」

　エドワード、バーチェス、シャハト、シーモア、アンバー──執務室に招集された全機の土竜ゲノムスが応接セットのソファに着席した。これから説明をおこなうレリウスは立っている。先に話を聞いたのだろう、黒くろ革かわの椅い子すに座るリーゼの表情は硬い。彼らの向こうにある大窓は燃え盛さかる炎ほのおのような赤色に染まっていた。

「間もなく日にち没ぼつが訪れる。時間がないので端たん的てきに失礼する。陸軍将校および政府高官殺害の主犯は、──大だい蛇じやの一族である可能性が高い」

「なんだって……!?」

「うそだっ、凶きよう器きはナイフだよね？　大蛇はナイフなんか使わないよ」

　口早に告げられた衝しよう撃げき的なそれにバーチェスやシャハトは声をあげ、シーモアは泣きそうな表情になり、アンバーは両手に汗あせを握にぎった。

「事件を知る全員が人間の犯行と思っていた。だが違ったんだ」

『レリィの調査をすり抜けられる人間がいるなんて信じられないね……特とく殊しゆな魔力を持ってる魔物でも難しいのに』──アンバーがなにげなく口にしたこの言葉によって、調査の転機が導かれたとレリウスは言う。

「人間の犯行という考えを捨て、魔物による犯行と仮定して被ひ害がい者しや宅を再調査し、開かれた窓の近くの土が筋状に隆りゆう起きしているのを発見した。隆起は目立たず、最初の調査では見落としていた。ハーシュホーン通りの探たん偵ていに依い頼らいして調べさせたところ、すべての被害者宅の庭に筋状の隆起があり、一部で大蛇特有の粘ねん液えきも認められた。探偵の推理は──大蛇はナイフをくわえて地中を進み、床ゆかから出現して被害者の首を切る。人間の犯行に見せかけるため必ず現場に凶器を落とし、窓を開けて去る。従って凶器から指し紋もんは検出されない。開いた窓から身を落として地中に潜もぐる際、土が微び量りように隆起する──これらの確証を得るために、ゲノムスたちの力を借りたい」

「もちろん協力するよ、でも、やっぱり大蛇がそんなことするなんて信じられないよ……」

「要人ばっかり殺してる目的はなんなんだ？」

「それはまだわからない、まずは今夜の犯行をなんとしても阻そ止ししなくてはならない」

　大窓の外は茜あかね色いろから薄うす紫むらさきへ、薄紫から藍あい色いろへ、刻々と色を変えていく。それを気にしながらリーゼが口を開く。

「不可解極きわまりないがサージェントの再調査による探偵の推理はほぼまちがいないだろう。魔物の犯行が明るみに出た場合、ドラゴンギルドは大蛇の一族を殲せん滅めつしなくてはならない。最悪の場合、帝てい国こく軍による大規模な魔ま物もの狩がりが実行される」

「いやだ……！」

「そんなことやらせてたまるかよ！」

　悪夢みたいな恐ろしい展開に兄竜りゆうたちは口々に言い、アンバーもたまらず声をあげる。

　やがて、巌いわおのように動かずに黙だまって聞いていたエドワードが口を開いた。

「大蛇は単独行動の魔物だが、いざというときの結束力は非常に強い一族だ。中心となって動いている大蛇が仮に十数匹ひきだとしても、何百という数の同どう胞ほうが周囲を固めているだろう。それらをみな殺すのか？　わしら土竜は殺傷を好まん。とりわけシーモアやアンバー、若い弟に魔物を殺あやめさせるわけにはいかない。──ドラゴンギルドの竜は筆頭バトラーの業務命令を遂すい行こうしよう。だがリーゼ、サージェント卿きようも、配はい慮りよなされよ」

「はい、エドワード老」

　長ちよう兄けいの静かな凄すごみにレリウスとリーゼは迷わず返事をし、シャハトとシーモアは瞳ひとみをきらきらさせ、バーチェスが「爺じっちゃん、かっこいい！」と感激する。

　アンバーも、先ほどからどくどくと高鳴っている己おのれの胸を押さえた。エドワードの言葉を受け止めたリーゼとレリウスは、誰だれも傷つかずに済む解決方法を必ず導き出してくれる。

　見たことのない顔をするリーゼを遠い存在に感じたときもあったけれど、それはアンバーの捉とらえ違いだった。こちらがいつもの彼で、竜の守護とドラゴンギルドの運営を一手に担になう筆頭バトラーの顔であることに気づく。

　リーゼはポニーテールを揺らして立ち上がり、力強い声で業務命令を発令した。

「オンディーヌ、サラマンダー、シルフィードには通常通り地上を警固させる、ゲノムスは地下に入って大蛇を追え！　一匹たりとも殺すな、すべて生け捕どりにしろ。無益極まりない殺人事件を今夜で決着させる！」

「イエス・サー！」

　咆ほう哮こう混じりの返事をするゲノムスの兄竜たちとともに、アンバーも大きな声で言った。

　時計塔とうに明かりが灯ともる。アルカナ・グランデ帝国に夕ゆう闇やみが迫せまる。

　銀ぎん灰かい色しよくの軍服を纏まとう十二機の竜がドラゴンギルドから出動し、帝都へ散らばっていった。

「俺は宮きゆう殿でん群の中を警けい邏らして陛下をお守りする！　アンバー、無理をするなっ。なにかあればすぐ俺の名を呼ぶと約束してくれ。必ずおまえのもとに駆かけつける、必ずだ！」

「うんっ、約束する！　レリウスも気をつけて！」

　アンバーはレリウスと一いつ瞬しゆんだけかたく抱だき合い、地下へ潜った。

「……！」

　エドワードに教えてもらった通りだった。地中には無数の情報があり、大地がさまざまなことをアンバーに伝えてくれる。たとえば巨きよ大だいな岩石の埋うまっている場所やガス溜だまり、そして、大蛇たちの通った跡あと──。

『い、いた……！　大蛇っ、見つけた!!』

『僕も見つけたっ、すごい数だ、エドワードお爺じいちゃんの言った通りだ！』

『やっぱり蛇へびくんたちの仕し業わざなの？　悲しいよ……』

『アンバー、シャハト、シーモア、深追いするな、距きよ離りを保て！　人型じゃ敵かなわねえ、数で負ける、危険だと思ったらすぐ竜に変容するんだぞ！　エドの爺っちゃんも気をつけて！』

『うんっ』

『承知した、ありがとうなバーチェス』

『わかった！』

　五機の土竜はそれぞれの方向へ散らばった。大蛇たちは不思議な行動をする。アンバーに危害を加えることなくどんどん追い抜かしていく。

　短たん剣けんをくわえていない彼らは一心不乱にどこへ向かっているのだろう。大蛇を追って壁かべを伝い、跳ちよう躍やくして床から抜け出たアンバーはこれ以上ないほど驚おどろく。

「う、そ……!?」

　そこは広いが無機的な空間だ。床も壁も、行ぎよう儀ぎよく並んだ棚たなも、なにもかもが白い。

　研究室のような部屋に白衣を着た男が──否いな、白い軍服を着た男が立っていた。

「レンヴィートル!!」

　アンバーは叫さけび、いつもは表情を崩くずさない陸軍元げん帥すいがヘーゼルの瞳を限界まで見開いて驚きよう愕がくする。しかしそれも一瞬のことだった。レンヴィートルはあっという間に薄笑いの仮面をかぶる。

「どうしてここにいるの!?」

「ここが私のプライベート・ルームだからです」

「逃にげて！　大蛇たちはあなたを殺す気だっ！」

　シャーッ！　と威い嚇かくしながら十数匹の大蛇が同時に襲おそいかかってくる。よりによって今夜の大蛇たちの標的がレンヴィートルだったなんて。彼を守らなくてはならない、だが大蛇を殺したくない。アンバーはサーベルを抜いてがむしゃらに振ふりまわし、兄竜たちに呼びかけた。

「兄さま、お願い、早く来て、っ……」

『あとちょっと堪こらえてくれ！』

『今アンバーのところに、宮殿群に向かってるよ！』

「……宮殿群!?」

　兄竜の声を聞いたアンバーは混乱した頭で懸けん命めいに考える。レンヴィートルの私室があるここは、アルカナ大帝の宮殿群。それなら、アンバーの最も近くにいるのは──。

「レリィ！　来てっ。──レリウス!!」

　ばっ、と四匹の大蛇が跳躍する。レンヴィートルを守るアンバーに牙きばを剝むく。

　サーベルで斬きることはできない。もうだめだと思ったとき、耳に馴な染じんだヴァンパイアの声が聞こえた。

「レンヴィートル閣下！　失礼する！」

　扉の鍵を破は壊かいして部屋に躍おどり込んだレリウスは容よう赦しやなく大蛇を斬っていく。つづいて壁や床から出現したバーチェスやシーモアたちは竜の魔力が宿った大きな袋ふくろを担かついでいた。激しく蠢うごめく袋の中にはすでに多くの大蛇が入っているとわかる。

　それでも大蛇は際限なく姿をあらわす。まるで帝国中の大蛇がここに集結しているようだった。

　構えたサーベルが恐きよう怖ふでカタカタと震ふるえる。竜の一族であるアンバーは大蛇を怖こわいなどと思わない。本当に恐おそろしいのは、彼らを自分の手で死へ追いやってしまうことだった。

「殺せない……傷つけたくない！」

　己の考えが甘いということは、嫌いやになるほどわかっている。ここにサリバンやサロメがいたら、的確な状じよう況きよう判断をして大蛇を縊くびるのだろう。

　しかしアンバーは、どの竜種よりも強い守護の本能と慈いつくしみの心を持つ土竜ゲノムスだった。

「ぼくは大蛇たちも守りたいんだ、レリウス、どうしたら……！」

「サーベルを鞘さやに納めて頭部を叩たたけ！　気絶させろ！　恐れるなアンバー、これは傷つけるためではなく守護のための行動だ！」

「はいっ……！」

　レリウスの言葉によって呪じゆ縛ばくから解き放たれたアンバーはサーベルを鞘に納め、次々と襲いかかってくる大蛇の頭部にそれを振りおろした。気絶した彼らをエドワードとシーモアが優やさしい手つきで回収してくれる。バーチェスとシャハトもどんどん捕つかまえていく。

　しかし動きの速い二匹の大蛇がアンバーたちをすり抜ぬけて、部屋の主に躍りかかった。

「レンヴィートル！」

　その一瞬、アンバーは不思議で奇き妙みようなものを見た。

「なに……？　あれ──」

　大きなガラス瓶びんに入った黒い塊かたまり。たとえば、黒い翼つばさのような──あれは、なんだったのだろう。レンヴィートルがすぐにカーテンを引いたから、わからなかった。

　ダンッ！　ダンッ！　と耳を劈つんざく音がする。ぼとりと床ゆかに落ちた大蛇が激しくのたうつ。

「おい！　てめぇなにしやがる！」

　バーチェスが怒いかりの咆哮をあげる。それはあまりにも信じがたい光景で、レンヴィートルが拳けん銃じゆうで大蛇を撃うち抜いたと理解するのに時間がかかった。

　不快な硝しよう煙えんの臭においが鼻び腔こうをつく。死に際ぎわの大蛇の、悲しげな声が聞こえた。

『な、ぜ……？　こん、な……はずでは──、レン、ヴィー……』

　嗤わらうレンヴィートル元帥と、嘆なげきながら死んでいく大蛇たち。まるで白昼夢を見ているかのようだ。恐怖にも似た凄すさまじい違い和わ感かんを覚え、身体からだが震えだす。

「閣下っ！」

　駆け寄るレリウスはまったく気づいていない。アンバーでも気づけるそれに、なぜ彼ほどの魔ま物ものが気づかないのだろう。

「サージェント法務将校、アンバー、ドラゴンギルドの竜りゆう、ご苦労でした。速すみやかに撤てつ収しゆうしてください」

「レンヴィートル閣下、お怪け我がは？　惨さん状じようをお見せしてしまい申し訳ございません。吐はき気や眩暈めまいなどはありませんか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶです。魔物の死し骸がいを運び出してくださればそれでけっこうです」

「しかしっ、残党が潜ひそんでいる可能性が非常に高いと思われます。部屋を移り、室内・室外ともに衛兵をつけ、夜明けまで警固を──」

「サージェント。私の命令が聞こえませんでしたか」

　その不可解な態度に、レリウスは言葉を詰つまらせた。

　アルカイック期の彫ちよう像ぞうを思わせる、無表情と微び笑しようが混在した白い顔。

　恐ろしくはない、ただただ不気味で、ぞくりと悪お寒かんが走る。

　レンヴィートル元帥は両りよう端はしを上げたままの唇くちびるを動かした。

「全員、直ちに下がりなさい」
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　晩春の夕刻、午後四時七分──。

　遠方の任務地から帰き還かんしたアンバーは軍服姿でドラゴンギルドの正門へ駆かけていく。

　サージェント法務将校の来訪予定時刻は午後四時三十分だから、その姿はまだ見えない。

　アンバーは装そう飾しよくの施ほどこされた高い門柱にもたれて、彼が来るのを待った。

　季節は進み、夕刻と言ってもずいぶん明るい。アンバーのそばかすとまっすぐの赤毛を撫なでていく夕風はほんのわずかな初夏の匂においを含ふくむ。やがて薫くん風ぷうとなって帝てい都とを渡わたり、ドラゴンギルドの中庭や飼育小屋の青葉を揺ゆらすのだろう。

「レリィ、早く来ないかなぁ」

　本当は宮きゆう殿でん群のほうへ歩いて迎むかえに行きたいけれど、ギルド内で待つとリーゼに約束したのでそれを守る。新聞社の煽せん動どう記事のせいで、アンバーはこの一週間ほど、外へ出ると知らない者たちに騒さわぎ立てられるという不本意な状況に陥おちいっていた。

【ドラゴンギルドの新入り竜ニユーフエイス、大だい健けん闘とう！　レンヴィートル陸軍元帥を死守す！】

　そのような見出しがタブロイド紙に掲けい載さいされたのは約一週間前、レリウスと土竜の兄たちとともに多くの大蛇を捕ほ獲かくした翌夕のことだった。

　帝都を騒がせていた要人連続殺人事件は解決した。

　事件を調査し解決へ導いたサージェント法務将校も称しよう賛さんされ、ドラゴンギルドも夜間警固から解放された。

　しかしレリウスもアンバーも自身が過か剰じように持て囃はやされることにまったく関心がない。それらとは比べものにならないほど大切で、この先も永く心に留とどまりつづけることがある──土竜たちで生け捕どりにし、守るためにドラゴンギルドへ一いつ旦たん収容した大蛇は、翌朝に一いつ匹ぴき残らず死んでいた。

「魔物が一いつ斉せいに自じ尽じんするなんて異様だ。こんなことは起こり得ない。起こってはならない」

　大蛇たちがみずから命を絶ったことを、亡なき骸がらを調べたジュストがつきとめ、リーゼは唇を嚙かむ。彼らを突つき動かしていたものはなんだったのか、死を選んでまで秘ひ匿とくしなければならないものがあったのか、アンバーはなにもわからない。ただ守護できなかったことばかりが悔くやまれた。大蛇たちの亡骸はゲノムスの兄弟でエトナ火山へ飛び、その麓ふもとに埋まい葬そうした。

　新聞は連日、事件解決や元げん帥すいと若い竜の記事を掲載する。

「ほとぼりが冷めるまでの我が慢まんだなぁ。ま、すぐ帝都でも働けるようになるさ」

　帝都と周辺都市では仕事がしにくくなったアンバーのために、テオが遠方の任務を選んでくれる。任務を遂すい行こうして帰還したアンバーは、バトラーとアフタヌーン・ティーを楽しむ日もあれば飼育小屋へ行く日もある。サロメと同じように、進んで弟竜たちの世話をするようになった。

　事件の後処理で大おお忙いそがしのレリウスは、それでも毎日アンバーのためにドラゴンギルドの事務室へ電話をかけてきてくれる。長いときは一時間以上も話すから寂さびしくない。自分の巣で一機だけで眠ねむれるようにもなった。

　しかしある日、げっそりしたサリバンにうしろから抱だきつかれた。

「もう、あの子すごく荒あれて、『なんで俺のところに来ねえんだ、え？』って暴れて、手に負えなくて……。一度でいいからリーゼくんと寝ねてあげてくれない？　サリバン兄さまの、たってのおねがい……」

「ウン。いいよー？」

　兄竜のほうから頼たのまれたのが不思議な感じがしたけれど、アンバーは軽かろやかな足取りでサリバンの巣の扉とびらを叩いた。

　暴れて手に負えないと聞いていたがそんなことはなく、リーゼはすこぶる上じよう機き嫌げんだった。

『裸はだかでうろつくとはなにごとだっ』と激げき怒どしていた彼が幻まぼろしみたいに「裸で寝たいだろ？」などと言ってくる。裸になって寝しん台だいに入るとリーゼに腕うで枕まくらをされた。

「ふふん……、あんなスケベ吸血鬼なんぞやめて毎晩俺のところに来いよ……朝まで優しく抱いてやるぜ……。な？　そうしろよアンバー」

「ちょっとリーゼくんっ、なに言ってんの！　連れてきてあげたのぼくなんだけど!?　アンバーがいたってセックスするんだから！」

「せっくす？　って、なあに？」

「チッ、うるせえぞサリバン。……おまえは知らなくていいんだぜ、アンバー。一生知らないまま、こうして俺に抱かれてろよ。な？」

「なんで舌打ち!?　おかしくなぁい!?　アンバーちゃん、早く寝なさいっ」

　サリバンとリーゼはよくわからないことをずっと言い合っていたけれど、わいわい騒げたのでアンバーはとても楽しくて嬉うれしかった。結局、三人でぎゅうぎゅうに抱き合い、朝まで眠った──。

「あっ、レリウス！」

　綺き麗れいな孔雀緑の軍服を纏まとう法務将校の姿が見えて、アンバーは大きく手を振ふる。

　いつもはなにも持たずに来るのに今日は革かわ製の鞄かばんを提さげていた。事件の最終報告書が入っているのだろうか。それにしては重そうだけれど。

「レリィ、お仕事お疲つかれさま！」

「アンバーも、任務遂行ご苦労さん」

　正門で合流し、一いつ緒しよに小道を歩いていく。建物に入ったところで抱き合った。一週間ぶりの吸血鬼の匂いを思いきり吸い込む。キスもしたいけれど、夜にたくさんできるから今は我慢した。お喋しやべりをしながらエントランスホールを抜ぬけ、飴あめ色いろの大階段を上って筆頭バトラーの執しつ務む室の扉をノックする。

「どうした、件くだんの話だろ。改まって面会予約アポイントまで取って」

「それもあるが、今日は別件だ。非常に重要なことなのでアポイントを取ったんだ」

「別件？　なんだ？」

「まあ、その前にくだらん話を片づけておこうか」

　レリウスは応接セットのソファに腰こしかけ、アンバーに隣となりに座るよう促うながしてくる。リーゼも黒革の椅い子すから立ち上がってレリウスの向かいに座った。

「予定通り、事件解決と同時にレンヴィートルとの面談を終わらせたんだな。アンバーを迎えに行けという指示がぱったり止やんだ」

「ああ。どうしても竜りゆうに会いたいのであれば我が社に来いと言った。以降、連れん絡らくはない。来たところで入れてやらんけどな」

「おお、恐ろし、サタン・オブ・ギルド。まぁ早々に手を打ってくれてよかった。兄竜もバトラーたちも一安心といったところだろう」

　レリウスはいつも通りおどけて、しかし急に硬かたい表情になった。執務室で話す内容は決して外部に漏もれないとわかりきっているが、それでも銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを素す早ばやく動かし、室内を確かく認にんしてから慎しん重ちように唇を開く。

「ネロ・フーリオ・レンヴィートル。奴やつはただの優やさ男おとこではない。アンバーの直感通り──魔ま物ものだと、俺も思う」

「………」

　広くて豪ごう奢しやな執務室が、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくに包まれる。

『レンヴィートルは、──人間じゃないかも。魔物かもしれない』──アンバーが竜の直感に導かれて言ったそれは各おの々おのの胸の内にあったことだが、こうして話すのは初めてだった。

　リーゼの、年季の入った焦こげ茶ちや色いろのパイプから紫し煙えんが立つ。甘くて苦い薫かおりが漂ただよってくる。

「なにか証しよう拠こらしきものは得られたか？」

「いや。血液を回収できれば一発でわかるんだがな。事件が解決して面談も終しゆう了りようして、レンヴィートルと接する機会がなくなった。あの夜以来、奴は俺を警けい戒かいしている。憶おく測そくで話をするのは好きじゃないが……、──レンヴィートルが大だい蛇じやを使し役えきしていた可能性もある」

「なに？　どういうことだ？　奴は私室にいたところを大蛇に襲おそわれたんだろう」

「リーゼがあの場にいたなら即そく座ざに判断している。大蛇の一族はレンヴィートルを襲ったのではなく、俺たちから守ろうとしていた、と」

「ぼくも、聞いた……大蛇がレンヴィートルに話しかけてた。『こん、な……はずでは』って。どうしてレリィは聞こえてないんだろうって思ったけど、今わかったよ、聞こえないふりをしてたんだね」

「そうだよ、俺は〝帝国軍の人間〟だからね。気づかないふりをしていたがしっかり聞こえていたよ」

　魔ま物もの狩がりが発令されて五十余年。人間への怨えん恨こんを募つのらせた魔物が暴動を起こしても決しておかしくはなく、それを抑おさえてきたのが竜と魔女であり、ドラゴンギルド創設以降はすべての屈くつ辱じよくをリーゼと竜たちが受けてきた。

　その最さ中なかに、ついに現実となってしまった、魔物による要人殺害──。

　大規模な魔物狩りへ展開することは避さけられないと、レリウスもリーゼも兄竜たちも皆みなが危き惧ぐし、警戒した。しかし帝てい国こく軍は大きな動きを見せず、『若い竜がレンヴィートル元帥を守った』ことばかりが新聞に取り上げられる。アンバーでも違い和わ感かんを覚えているのだから、レリウスやリーゼがなにも思わないはずがない。

「レンヴィートルが情報操作を？」

「その可能性は高いと思う。奴が一連の事件の首しゆ謀ぼう者しやだったなら、事件に興味がない振りをして、解決に積極的じゃなかったこともつながってくる」

「なぜ蛇へびの一族は自じ尽じんする必要があった？」

「これはまことに腹立たしい憶測だが……、洗脳された捨て駒ごま、だったのかもしれない。奴は躊ちゆう躇ちよなく発はつ砲ぽうしていた」

　レリウスは話しながら眉み間けんに皺しわを寄せ、アンバーは胸をきりきりと痛め、リーゼは忌いま々いましげに舌打ちをした。

「陸軍元帥・レンヴィートルの正体は魔物で、大蛇の一族を使役していたという仮説が立った。これが事実なら、アルカナ・グランデ帝国軍はかつてない脅きよう威いを迎むかえることになる」

「確かにこれほどの脅威はないが、まだ穴だらけの仮説だ。レンヴィートルが魔物なら、なぜドラゴンギルドに対してあのような態度を取るのか？　種族は？　真の目的は？　地道に調べて穴を埋うめ、見み極きわめる必要がある」

「ぼく……。ほんの少し、引っかかってることがあって」

「なんだ？」

　レリウスとリーゼと話す日までに忘れていますように。そう願っていたけれど、脳内にこびりついて離はなれない光景があった。不ふ吉きつめいたそれを、アンバーはためらいながら口にする。

「レンヴィートルの部屋に、……黒い、翼つばさみたいなものがあったんだ。ガラス瓶びんに入ってたと思う」

「なんだと」

　帝国軍が地下の研究施し設せつに大量の魔物のはく製を隠かくし持っていたことは記憶に新しい。激高したリーゼが研究員へ発砲したと聞いていたから余計に言いづらかった。やはりリーゼは眉間に深い皺を刻んで反応し、レリウスが落ち着いた声で確認してくれる。

「すまない、俺はそれには気づけなかった。黒い鳥と聞けば、我われ々われ魔物はまず同どう胞ほうである鴉からすの一族を思い浮うかべるな。大型の魔鳥ならグリフィンやファルコン。鷲わしも梟ふくろうも鶏にわとりにも黒色の個体はいるが、翼の大きさや形状はどうだった？　ガラス瓶に入っていたのは片かた翼よくか、両翼か？」

「わからない……見たのは本当に一瞬だったから。日が経たつにつれてあれが翼だったのかもだんだん自信がなくなってきて……。レンヴィートルは飛行の研究もしてるって言ってたから、それとなにか関係あるのかな、って……」

　ただでさえ不ふ明めい瞭りようなことだらけなのに、さらに混乱させてしまった。でも、どうしても忘れられない〝黒い翼〟のことを、レリウスとリーゼには伝えておきたかった。

　執務室にふたたび重い沈黙がおりてくる。それを破ってくれたのは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしたレリウスの声だった。

「まぁ、そんなところかな。今はこれ以上話しても埒らちが明あかない。レンヴィートルとの腹の探さぐり合いは継けい続ぞくするということだ。今までよりも慎重に。……ところで、俺が今日ギルドに来たのはこんなくだらん話をするためじゃないぞ、非常に重要な、これのためだ」

「ああ、アポイントのほうか。──おい、なんだそれ」

　リーゼの声がいきなり低くなる。にこにこ笑うレリウスの手には【ドラゴンギルドのアンバーに夜間警固を願う】という依い頼らい書があった。

「アンバーは依頼人・サージェント法務将校の自宅にて夜を徹てつして彼を守り、夜明け前にドラゴンギルドへ帰き還かんする、という流れだ。サージェント法務将校は総司令部に宿しゆく泊はくする日もあるが、その日以外は全日任務にあたっていただきたい」

「ばかやろう、こんなくだらねえ依頼、誰だれが受けるかっ」

　パイプからぼっふぼっふと煙けむりを吐はくリーゼは依頼書をビリーッと破り、アンバーは「あーっ！」と叫さけんでしまった。吸血鬼と土竜の愛を育はぐくむ大切な書類なのに。泣きそうになるアンバーの隣でレリウスが豪快に笑う。

「はっはっは、おまえのことだから即座に破ると思ってな、もう三十枚ほど用意しておいた。俺は立派なクライアントだぞ？　ん？　しかも上得意さまだ。金なら幾いくらでも積んでやる」

「てめぇ！」

　彼らを交こう互ごに見ながらやりとりについていくアンバーは忙いそがしい。鞄かばんから大量の札束が出てきてびっくりする。どうりで重そうなはずだ。

　札束の多さにぱちぱちまばたきしていると、レリウスがちょいちょいとつついて合図をしてくる。電話で話したときに『念には念を入れておこう』と助言をもらい、提出した書類があった。アンバーは張り切ってリーゼに訊たずねる。

「リーゼ、ぼくの私用発着願、見てくれた？　昨日の夕方に出しておいたんだけど……」

「おうおう、ちゃんとしてるじゃねえか」

　これ以上レリウスと向かい合っていたくないのか、リーゼはソファを立って黒くろ革かわの椅子に座り、書類が山積みになっている未処理トレイをがさがさとまさぐった。

「昨日、出したなら俺のところにあるはずだよな。──お、あったあった」

　意い気き揚よう々ようと書類に目を通した筆頭バトラーは、この世の終わりが来たような顔をする。

　開いた口からパイプが落ち、ゴト……、と鈍にぶい音を立てた。

【申しん請せい理由：レリウスのおやしきに泊とまります。あさの六時三十分に帰ってきます】










　サイン済みの私用発着願を突つき返してきたリーゼはなぜか見送りにきてくれなくて、アンバーは少し寂さびしい。今日のアンバーの担当バトラーはジュストだから、彼が手配してくれた馬車に乗り込む。しかし見送ってくれたのはオリビエだった。

「あれ、ジュストはどこ？」

「当分サージェント閣下の顔を見たくないんだってよ……」

「えぇーっ、なんで、どうして？」

　リーゼにつづいてジュストまで。アンバーの知らないところで喧けん嘩かしてしまったのだろうか。心配してレリウスを見ても、肩かたを揺ゆらして笑うばかりだった。オリビエが大きな溜ため息をついて言う。

「親子だから似てて当たり前なんだけど、リーゼさんもジュストさんも、ちび竜りゆうに対する偏へん愛あいが酷ひでぇよ。ほんと困った保護者たちだぜ……。ま、帰ってきたらすぐにハグしてあげろよ、そうすりゃ機き嫌げんも直るだろうからさ」

　オリビエは窓をのぞき込み、アンバーの隣となりに座っているレリウスに訊ねる。

「閣下、すみません、このあとどこか寄ったりしませんよね。外食とか……」

「ああ、ベルガー商業地区で食事でもと思ったんだが、アンバーに気づいて騒さわぐ連中がいるだろうしな。まっすぐ帰宅して屋や敷しきで過ごすことにしたよ」

「イヴリンとハイラムがお料理いっぱい作って待ってくれてるんだって！」

「よかった……。料理、楽しみだな。イイ仔こにするんだぜ、アンバー。夜は外に出たら絶対にだめだ。閣下の言う通り、家の中にいるんだぞ」

「う、ん……」

　事件は解決し、帝都には平へい穏おんが戻もどってきているのに、オリビエはなにかを危惧しているようだった。なぜ頻しきりに夜の外出を止めようとするのだろう。

「オリビエどうしたの？」

「どうもしないよ、アンバーを心配してるだけ」

　どうもしないことない。そう言ってしまいそうになった。

　アンバーが幼生体だったら大好きなオリビエの言葉が嬉うれしくて、にこにこ笑っているだろう。でも今は違ちがう。成体の土竜になったアンバーは、オリビエがなにか不安を抱かかえていることくらいは感じ取れる。

「ねえ、オリビエ──」

「出してください」

　馬がひとつ嘶いななき、車輪がゆっくりとまわりだす。

　胸むな元もとで小さく手を振ふるオリビエは確かに笑っているのに、白い美び貌ぼうには途と方ほうもない憂うれいが色いろ濃こく浮かぶ。それが気になってたまらなかった。

「オリビエ！　また明日あしたね！」

　明日の朝ドラゴンギルドに帰ってきたら、一番にオリビエにハグをする。そう決めたアンバーは窓から顔と片かた腕うでを出し、馬車がカーブを曲がりきるまで大きく手を振った。

　オリビエの姿が見えなくなってから窓を閉め、レリウスにぴったりくっついて座り、先ほど瀕ひん死しの筆頭バトラーから手て渡わたされた私用発着願を広げる。

「あれっ。見てレリウス、リーゼの印章とサイン、すごくグシャグシャ……」

「はっはっは、あの別べつ嬪ぴん最強父子はまことにわかりやすい」

　屋敷に着くと、キャンドルと赤い薔ば薇らで飾かざられたダイニングテーブルに煌きらびやかな料理が所ところ狭せましと並んでいた。

「わぁっ、すごく綺き麗れい！　おいしそう！　これ全部イヴリンとハイラムで作ってくれたの？」

「ハイ」

「ソウデス」

「ありがとう！　早く食べたい！」

　宝石みたいに美しい料理をもりもり口に運ぶ。すると無表情なはずのハイラムとイヴリンがほんの少し笑ってくれた。レリウスも上機嫌で料理を食べ、葡ぶ萄どう酒しゆが入ったグラスを揺らす。

「俺が『血ち抜ぬき前の生肉あるか？』しか言わないものだからイヴリンは怒おこっていた。作り甲が斐いがあって嬉うれしいんだ。な、イヴリン？」

　楽しい晩ばん餐さんを終えたあとは、王さまが使っていそうな豪ごう奢しやなバスルームで過ごす。

「今夜もサージェント法務将校を全力でお守りします！　アンバーはドラゴンギルドの竜ですから」

　バスタブいっぱいの泡を集めたり広げたりしながら宣言すると、レリウスはアンバーの鼻先にくっついた泡を取りながら「ずいぶん頼もしくなったね」と嬉しそうに言ってくれた。

　ふわふわのバスタオルで互たがいの身体を拭ふき、裸のまま寝しん台だいに入る。レリウスの逞たくましい長ちよう軀くは羨うらやましいけれど、アンバーも負けない。

「ねえレリィ聞いて、ぼくね、これからどんどん大きく丸くなって、髪かみだって炎みたいにちりちりに変わって、シャハト兄さまたちのような最高にかっこいい土竜になるんだ。エドワードお爺じいさまの真似まねしてもじゃもじゃの赤いおひげも生やすつもり！　はぁ、かっこいいー……」

　レリウスは喜んで応援してくれると思ったのに、物もの凄すごく低い声で「えっ」と言った。

「たぶん、このままだと思うぞ……いや、このままであってくれ。俺だけじゃない、みんなの切なる願いだ」

「えーっ、なんで？　そんなことないよ、絶対に大きくなるんだから」

　フンッと鼻息も荒く言いきる。アンバーのまだ細い身体にレリウスが長軀を重ねてくる。

「では、大きく丸くなるか、小さくて可愛かわいいままか、二百五十年後くらいに一いつ緒しよに確かく認にんするとしよう」

「二百五十年ずっと一緒？　ぼく、ずっと一緒がいい」

「もちろん。この肉体も心臓も、すべてアンバーに捧ささげると誓ちかっただろう？」

「うん……レリウス……」

　手を重ね、指と指を絡からませる。形の綺き麗れいな唇くちびるが近づいてきて、アンバーはまぶたを閉じた。

　食はみ合うだけの柔らかな口づけが、すぐ深いものになる。

「アンバー……」

　レリウスが愛いとしげに名を呼び、首くび許もとに顔を埋めてくる。唇を強く押し当て、アンバーの脈動を堪たん能のうする。チョコレート色の髪を撫でて「飲んじゃだめだよ」と小さく窘たしなめると、吸血鬼は素す直なおにうなずいた。首許から離れた唇が下がっていき、胸の尖とがりに吸いつく。

「や……！　ぁっ」

　唾だ液えきをたっぷり含ふくんだ舌で乳輪をなぞられ、しこった乳ち首くびを転がされて、細身がピクンピクンと跳はねた。身体の力は抜けていくのに茎だけが硬く立ち上がる。ふたたび首許にキスをするレリウスが指を絡ませたままの手を自身の下か肢しへと導く。

「は……。すごく……大き、ぃ」

　目で見て体内で感じたことはあるけれど、触れるのは初めてだった。その硬さや太さ、血管の浮き出た生々しい様子に思わず言葉をこぼしてしまう。耳許で「甘やかしてやると泣いて悦よろこぶ」とささやかれたら、そうせずにはいられない。

　おぼつかない手で撫でても、本当に嬉しがるように陰いん茎けいが動いて、ビュッ、ビュッ、と先走りが勢いよく噴ふき出てくる。「ハッ……」と悩ましげに息をつき、眉まゆをひそめる美しいヴァンパイアは、ぞくぞくと[image: 鱗]うろこが逆立つほど官能的だった。

　アンバーは成体の竜だから、レリウスにもっといやらしいことをしたい。欲情に駆られながら見つめた銀灰色の瞳には赤い星々が輝かがやきはじめていた。

「俺のペニスを舐めたい？」

「……っ」

　どうしてレリウスはアンバーの思っていることをなんでも読み取ってしまうのだろう。少し恨うらめしくなって睨にらみつけると、嬉しそうに「ん？」と首をかしげる。

「舐め、たい……けど」

「けど、なんだ？」

「あんまり……ぼくの頭の中、見ないで」

　真剣に頼んだのに、レリウスは「気をつける」と短く言って笑う。

「おいで、アンバー。あちらを向いて俺の上に乗れ」

　頭の方向を変えられて、仰ぎよう臥がするレリウスを跨またぐ体勢にさせられた。はしたない格好にひどく戸と惑まどいながらも、濃茶色の下生えと濡れ光る性器から目が離せなくなる。

「くわえて……」

「ぅ、ン」

　乞こわれるまま口を限界まで開け、長大な陰茎を吞のみ込む。自身の屹きつ立りつも濡ぬれた粘ねん膜まくに包まれた。レリウスとアンバーは互いの性器を吸い、舐ねぶって、時間を忘れて愛あい撫ぶする。

「……ふ、……んっ、ん。──あっ。出る、ぅっ……」

　きちんと伝えるとレリウスは唇で強くしごいてくれた。アンバーは腿ももを震わせ、白い蜜みつを大量に漏もらした。最後のひとしずくまで飲んでほしくて腰こしを小こ刻きざみに揺らす。

　口の中から屹立を抜き、所有の本能が満たされる喜びに惚ほうけていたら、後こう孔こうをぬるりと舐なめられた。

「あっ！　……いやだ、どうして？」

「たくさん濡らして柔らかくしたほうが気持ちいいのはもう知ってるだろう？」

　レリウスが両方の親指で窄すぼまりをぐいっと押し拡ひろげ、舌を突き入れてくる。

「いや……レリィっ、お願い、だから……、ぁっ、あっ」

　懇こん願がんしても駄だ目めで、ぐしゅぐしゅと音を立てて舌を出し入れされる。あまりにも淫みだらな感触にどうにかなりそうだった。太い雄おすをぎゅうっと握にぎりしめて堪こらえる。

　やがて、ふるふるとわななく尻しりの丸みにチュッと口づけ、レリウスがアンバーの下から長軀を抜いた。くったりした身体に腕がまわってきて、また軽々と体勢を変えられる。

　四つん這ばいになったアンバーの背に、厚い胸むな板いたが触れてくる。

「アンバー。愛しい。俺だけの琥こ珀はく竜りゆう──」　>>>♥

「ん……ぁ、あ、あ」

　濡らされた後孔がペニスを吞み込む。隘あい路ろがレリウスの形に開かれていく、その感触がたまらなく嬉しくて、アンバーはまた精液をポトポトとこぼした。

　レリウスが激しい抽ちゆう挿そうを始める。湿しめった肌と肌のぶつかる音が聞こえ、結合部から水音がする。とめどなく落ちてくる彼の吐息を背に感じながら、アンバーが夢中で尻を揺らすと、レリウスは喉のど奥おくで小さく唸うなり、ひときわ強く突き上げた。

「あ、ぁ……熱い──、レリィ……」

　射精を終え、大きく腰を動かしたレリウスが、肩やうなじに浮かぶ[image: 鱗]にキスをしてくる。

　二匹ひきの魔物はつながりをほどかないまま甘く深い交尾を繰くり返す。その前にどうしても聞きたくて、ゆっくりと振ふり向いた。すぐそばでアンバーを見つめてくるレリウスの瞳ひとみは、泣きたくなるほど美しい真しん紅くに染まっていた。

「レリィの誓い、もう一度、聞かせて……」

「何度でも。二百五十年朽くちぬ吸血鬼の肉体と心臓ハートを、琥珀色の竜に捧げる」

「うん。レリウス……ぼくだけの、ヴァンパイア──」

　この先の永年を、吸血鬼ヴアンパイアと土竜ゲノムスは互いに守護し、守られ、深い夜を重ねて愛し合う。

　アンバーは煌きらめくピジョンブラッドの瞳に誓い、そっと唇を寄せた。








あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『吸血鬼ヴアンパイアは純潔を乞こう～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ドラゴンギルドシリーズは七冊目となりました。ひとえに読者の皆みなさまのおかげと心より御お礼れい申し上げます。七という数字には「後半」や「終しゆう盤ばん」のイメージがあります。きちんと纏まとめられるよう努めますので、引きつづきお力ちから添ぞえを頂ちよう戴だいできれば本当に嬉うれしいです。

　沖おき麻ま実み也や先生、今作もありがとうございました。サージェント閣下は竜りゆうたちに引けを取らない強さと格好よさがあり、アンバーは可愛かわいいのひとことに尽つきます。さらさら赤毛＆そばかすちゃんにして本当によかったです！

　また、今作より担当Ｙさまにお世話になっています。ドラゴンギルドは大所帯で、しかも好き勝手する魔ま物ものばかりですから、いきなりご苦労をおかけしました。（最も迷めい惑わくをかけてしまったのは当然、わ、私なのですけれど……。）打ち合わせ中にくださった多くの熱い御言葉が、レンヴィートル元げん帥すいのキャラ形成につながりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　ここまで読んでくださり、ありがとうございました。制作裏話や細かな設定などをブログとツイッターでお伝えしています。是ぜ非ひお立ち寄りください。お待ちしております！


二〇一八年　八月　　　鴇　六連









電子書籍特典　書き下ろし短編

「Good morning, my darling!　～おとなのたしなみ～」







　心地いい眠りから浮上したアンバーがぱちっとまぶたを開くと、サージェント法務将校宅の広い寝室は夜明け前の薄闇色とオイルランプの淡いオレンジ色に染まっていた。腕枕から頭を離して起き上がり、大きな伸びをする。

「レリィ、おはようっ、起きて！」

「うーん……」

「帰還の準備しなくちゃ」

　竜の最大の趣味は睡眠で、アンバーも眠るのが大好きだけれど、寝起きはいいと思う。

　レリウスのほうが兄竜たちに似ていて、頑丈な裸体をゆさゆさ揺らしても「帰還じゃないよ、一緒に出勤。アンバーの家はここ」と寝言をつぶやくばかりで目を開けようとしない。

「もーっ、レリィのねぼすけ！　夜はシャカリキなのにーっ」

「………。しゃかりき……そんな言葉どこで憶えたんだ……。──今、何時？」

「四時！」

　元気よく伝えると、レリウスは「ぐぅぉ」というおかしな唸り声を出し、クッションを引っ張って自分の顔面にぼふっと置いた。

　夜を徹してサージェント法務将校を守り、朝に帰還するようになって──否、この屋敷からドラゴンギルドへ〝出勤〟するようになって三日目。アンバーはまた彼の新たな一面を知る。

　レリウスは、真夜中は最強だが朝にすこぶる弱い。

「やっぱり吸血鬼だから？」

「いや……そうじゃなくて……。四時は、みんな寝てる時間なんじゃないかな……夜行性の魔物も……」

　クッションの下でごにょごにょ言うレリウスを見ていると扉がノックされた。豪奢な寝台からおりてスリッパを履き、琥珀色のガウンを手に取る。花々や果実が刺繡されたガウンとスリッパは、いずれ一緒に暮らすと決めていたレリウスがアンバーのために揃えておいてくれた特注品だった。

『俺たちの寝室では裸でいてもいいよ。でもレディの前に出るときは必ずこのガウンを着るように』──レリウスから〝おとな〟の作法を教わっているアンバーはガウンを羽織って前をきちんと合わせ、幅広の紐で縛って扉へ向かう。

「イヴリン、おはようっ」

「オハヨウゴザイマス」

　パフスリーブの黒いロングスカートに真っ白のエプロンをつけたイヴリンが、ぺこりと辞儀をする。彼女から受け取った新聞はハイラムが丁寧にアイロンをかけたのだろう、ほんのりと温かい。

　挨拶しか口にできないハイラムとイヴリンは、手振りでいろいろなことを伝えてくるようになった。意思の疎通がすんなりいかないときも互いにクイズとして楽しむ。今、可憐な両手で楕円形を作る美少女は「朝食の卵料理、どうするか？」と訊ねてくれていた。

「昨日は目玉焼きにしてもらったから、今日はスクランブルエッグをお願いしてもいい？　ええっと……、昨日と同じ四個……」

　本当はもっと食べたいけれど、オリビエの『ギルドの食堂じゃねえんだから、控えめにな。目玉焼き十個食いたいなんて言って困らせたらだめだぜ』という言葉を思い出す。

　もじもじするアンバーを見たイヴリンは、人差し指を立ててちょんちょんと上をさした。初めてのその仕草が「卵の数、増やして大丈夫」という意味だとわかって、ぱっと笑顔になる。

「ほんと？　嬉しい！　そしたらね、八個お願い！」

「畏マリマシタ」

　イヴリンはアンバーが大雑把に縛ったガウンの紐をリボン結びに直し、足音をさせず廊下を歩いていく。「ありがとうっ」と大きな声で伝えて扉を閉め、寝台へ戻ると、寝ぼけまなこのレリウスが上体をのっそり起こしているところだった。

「はい、新聞。ねぇねぇ見て、イヴリンが綺麗に結んでくれた」

「ありがとう。──お、可愛いね。せっかくだから着たままおいで、アンバー」

「うんっ」

　レリウスはサイドテーブルに置いている眼鏡をかけてクッションにもたれ、脚のあいだにアンバーを座らせる。うしろから腕を伸ばして腰を抱き、新聞を広げて、アンバー越しに第一面を読みはじめた。

「ふふ……」

　嬉しくておのずと軽やかな声が出る。胸板と両腕に囲われた特等席から見上げる彼がどれほど素敵か、それはアンバーだけが知っている。逞しい長軀に背を預けて金色の瞳を向けると、レリウスは「うん？」と小さく首を傾け、チュッと口づけてくれた。

　甘く幸福な朝のひとときに、にこにこ笑い合う。そうしてレリウスはふたたび新聞を読み、彼のような〝おとな〟を目指して奮闘中のアンバーも倣って記事に視線を落とした。

「………」

　しかしその道程はなかなか険しい。レリウスから借りた冒険小説は文字が大きく挿画も美しいため、楽しく読めているが、新聞記事の文字は細かくて難解で目がちかちかしてくる。

　難しい記事よりも遥かに見たいものがあるアンバーは、一瞬そわそわして、そっと振り向いた。

　目の前に、眼鏡をかけた端整な顔がある。フレームの奥の赤い瞳が新聞の文字を素早く追う。いつも整髪剤でまとめられたチョコレート色の髪は、今は前髪が下がっていて、かなりぼさぼさだ。ともに朝を迎えて初めて触れた、ちくちくの髭。

　綺麗な孔雀緑の軍服とマントをきちんと身に纏い、余裕綽々としているレリウスが大好きなアンバーは、雰囲気の違う彼のことをもっと好きになった。

「はぁ」

　レリウスの頰に吐息をぶつけてしまう。朝のヴァンパイアには無防備な色気があって、たまらなく格好いい。

　うっとりと見蕩れていたら、「もっとキスしたい？」と、また頭の中をのぞかれた。アンバーがうなずくよりも早く、レリウスの唇が触れてくる。先ほどの口づけと違って、今度はすぐに離れていかなかった。

「ん……」

　深く重ねたまま唇を開き、互いの舌を行き来させる。かさかさと新聞の畳まれる音が聞こえる。レリウスの動きはいつも巧みだった。唾液を吸いながらアンバーの細身の向きを変え、倒れ込むと、あっという間に正常位になる。

「あ、あっ。レリィ」

　開脚してあらわになった後孔には、すでに濡れた亀頭が密着していた。

　耳許にキスをされ、「このまますぐ入れようか」と誘われる。うなずくと同時に下腹に圧迫感を覚え、アンバーは胸を大きく反らした。

「ん。ぁ──」

「昨夜の名残があるな。柔らかいのに、きつくて──、凄く悦い」

　長大なペニスの根元までが嵌まり込む。ぴんと広がりきった後孔にレリウスの下生えを感じる。夜すがらたっぷり愛されて、アンバーの身体は淫らな熱を持つように変えられてしまった。レリウスの腰は動いていないのに、くちゅ…くちゅ…、と音がする。

「アンバーの中、いやらしくうねってる……」

「や、……レリウス、動いて」

　厚い胸板を撫でてねだれば、レリウスはすぐに抽挿を始めてくれる。ぎりぎりまで抜いては最奥を激しく突いてくる。ガウンの合わせ目から弾み出た屹立は真っ赤になり、蜜を漏らしはじめていた。

「あっ、あっ……！　出る、ガウン、汚れ──」

「このまま達っていい」

「ああぅ、んっ」

　大きな手に包まれ、先端をカリッと弄られて、アンバーは一瞬も堪えられずに精液を飛ばした。レリウスは手に溜まった白い蜜を喉を鳴らして飲みほす。

「ひ……ぁ、あっ、あ」

　レリウスの手で腰を持ち上げられ、寝台から尻が離れた。アンバーの脚を限界まで開くと、レリウスはぐちゅぐちゅと水音を立て、細身を潰す勢いで腰を叩きつけてくる。

「ああ、達く、アンバー……、──っ」

「は、ぅ……レリウス……」

　レリウスが射精するその瞬間も、ピジョンブラッドの瞳を見つめていたい。長い放出のあいだ、吸血鬼と土竜は視線を深く絡ませ合う。

　早朝の〝食事〟をとったヴァンパイアは、端整な顔にちょっぴり憎らしいくらいの爽やかな笑みを浮かべて言った。

「おはよう、俺の可愛い琥珀竜。朝の俺はどう？」

「朝、も……シャカリキ……」










　寝室とひとつづきになったバスルームでシャワーを浴び、寝台へ戻ると、ハイラムが孔雀緑と銀灰色の軍服一式を持ってきてくれた。下着を穿きシャツを着て、腿をぴったり包む軍人用のパンツを穿く。ロングブーツを履いたレリウスとアンバーは寝室を出て階段をおり、庭へ向かった。

　サージェント家の朝はじつに優雅で、赤い薔薇の庭にある円卓で朝食をとる。丁寧な給仕をしてくれるハイラムは黒色のハットを、イヴリンは黒レースのボンネットをかぶっていた。

「屍蠟体になっても太陽光が少し苦手らしくてね。俺が魔物通りの帽子屋で適当に見繕ってきたんだ。気に入ってるかはよくわからない」

「ハイラムもイヴリンも絶対気に入ってる！　とてもよく似合ってるもん」

「そう？」

　黙々と働く二人を見るレリウスの銀灰色の瞳には、バートリ家に対する怒りではなくハイラムとイヴリンへの親愛が宿っていた。

　夜と早朝にアンバーの精液や唾液を摂取するレリウスは、血抜き前の生肉をやめてブレックファストをとるようになった。体液以外は味がしないと聞いたけれど、そうは思えないほど美味しそうに食べる。竜の兄弟と同様、アンバーも子豚一頭分を平らげるのだが、兄竜たちと違うのは咀嚼が遅くて時間がかかることだった。焦って口に運んでいるところをレリウスに小さく叱られる。

「時間は充分あるからゆっくり食べなさい。搔き込むのはスマートじゃないよ」

「ウン、わかった」

〝おとな〟の作法を教えてくれるレリウスの言葉は的確で、アンバーはナイフとフォークをきちんと使い、大量のブレックファストを食べていく。先に食事を終えたレリウスは紅茶を飲みながら新聞記事の一部を声に出して読み、内容をわかりやすく説明してくれた。

　一時間ほどかけて朝食を済ませたあとは歯を磨き、上着と金の飾緒を身につけて、軍帽と手袋を持つ。ハイラムとイヴリンに「行ってきます！」と言ってぎゅっと抱き合い、助手席に乗り込んだ。

　黒い門が開き、高級車が走りだす。運転席へ顔を向けたアンバーはまた感嘆の吐息をついた。

「はぁ」

　チョコレート色の前髪を上げ、孔雀緑の軍服とマントを纏い、眼鏡をかけてハンドルを操作するサージェント法務将校はこれ以上ないほど〝おとな〟だ。アンバーが最高の理想とするその姿をじいっと見つめていると、レリウスはおどけて頰をぽりぽり搔き、「俺の顔、穴あいてない？」と笑う。

「眼鏡かっこいいなぁ、って。ぼくも早くレリィみたいな〝おとな〟になりたい」

「ベッドの中のアンバーは凄く大人びた艶っぽい表情をするようになったよ。あれ、たまらない」

「え、えっと……そうじゃなくってね……」

「アンバーがすっかり夢中になってる〝おとなのたしなみ〟？」

「そう！　眼鏡って、おとなのたしなみだと思うの」

「俺が朝だけ眼鏡をかけるのはジュストと同じ理由だよ、吸血鬼も夜行性だからね、朝陽が強すぎると翳んで見えにくくなる。アンバーは竜で視力が物凄く高いから、眼鏡をかけたら眩暈を起こすかもしれない」

「やっぱり……」

　確かに眼鏡をかけている兄弟はいない。少しがっかりしたとき、レリウスがなにかをひらめいたようで、「あ、そういえば」と言った。

「俺が昔かけていた眼鏡が幾つかあるよ。レンズを外してフレームだけにしたらアンバーもかけられるね。眼鏡をかけて本を読めば大人っぽい雰囲気を楽しめるんじゃないかな」

「すてき……！　ぼく、眼鏡をかけて冒険小説のつづき読みたい！」

　レリウスは笑ってうなずいたあといきなり真剣な表情になり、「眼鏡をかけたアンバーか。可愛いに決まっている。最新型の手持ちカメラを買わねば……」とつぶやいた。

「ほかに、大人の嗜みといえば──、そうだ、ワインはどうかな？」

「えっ、ぼく、お酒を飲んでもいいの？」

「もちろん、アンバーは成体だからね。今夜さっそく飲んでみようか。ハイラムが飲みやすいワインを選んでくれるよ」

「わぁ、嬉しい！　とっても楽しみ！　……考えたんだけどね、煙草はどう？　エドワードお爺さまもリーゼもジュストも吸ってるから」

「煙草か。リーゼみたいにすぱすぱ吸われるのは、ちょっとなぁ」

「じゃあ、もじゃもじゃの赤いお髭はっ？　かっこいいよね？」

　助手席から身を乗り出す勢いで訊ねたが、レリウスに「う、うーん。煙草と髭はやめておこうか」と言われてしまった。

　フォンティーンとジュストが時々鑑賞しているオペラは、レリウスもアンバーも寝てしまうのでやめおく。そのほか、レリウスが提案してくれたビリヤードとチェスを覚え、対戦する約束をした。

　アンバーが思いついた〝おとなのたしなみ〟は残りひとつで、おそらく実現できないそれをおずおずと口にする。

「じ……自動車の、運転、は……？　やっぱり、無理だよね」

「おお、名案だね、いいと思うよ」

「ほんとっ？　レリィは『危ないからだめだ！』って言うと思ってた」

「ははは、それを言うのは黒猫のおやじくらいだろう。運転は俺も教えられるし、ギルドにいるあいだはフォンティーンやレスターにも習えるね。アンバーが車の操作を覚えたら、レト・ルー・ヴァニアにある父上の居城までの長い道程を交代で運転できる」

「すごい……ぼくがレリィを助手席に乗せて運転……」

　想像するだけで琥珀色の鱗がさわさわする。そのような素晴らしいことが現実になったら、アンバーはいよいよ最高に格好いい〝おとな〟になってしまう。

「サージェント伯爵家の居城には馬がたくさんいるんだよ。馬に乗って湖へ行こう。ピクニックバスケットとラグも積んで──、そうそう手持ちカメラも忘れずに」

「レリィ聞いて、ぼくねっ、お馬さんに触ってみたいって、ずっと思ってたんだ！　……でも、怖がらせちゃうかな……ぼく竜だから……」

「絶対に怖がらないよ、アンバーなら会った瞬間に馬と友達になれる。俺が請け合うよ」

　レリウスの優しい言葉に胸がときめく。アンバーは、仲よしになった馬に乗って湖へ行き、美しい風景の中でサンドイッチやピクルスやワインを楽しむ魔物たちを思い浮かべる。

「よし、本腰を入れて計画を立てよう。アンバーの自動車教習と……、俺は長期休暇をいつから取ろうかな」

「今夜ワインを飲みながら考える？　ぼく、手帳にいっぱい書こうっと！」

「そうしよう。──いいね、アンバーの〝おとなのたしなみ〟。どんどん楽しくなるぞ」

「ふふっ……」

　吸血鬼と土竜の夢は膨らむばかりである。またにこにこと微笑み合う。

　レリウスが運転する自動車はアンバーたちの夢を乗せて、朝陽を受けて煌めく帝都を軽やかに駆け抜けていった。
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